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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








序章　ほたるちゃん









　──ほたるちゃんは、かわいい。

　ううん。かわいいだけじゃなくて、かっこよくて、つよい。

　学校で一番運動もできて、誰だれもわからないような問題も簡単に答えちゃうくらい頭もよくて、いつも先生から褒ほめられてる。

　でもほたるちゃんは、それを鼻にかけたり、自じ慢まんしたりはしない。

　私が「すごいね、ほたるちゃん」っていうと、少し困ったみたいに笑って「そうかな。ありがとう」っていうだけなんだ。

　私はそのときのほたるちゃんの顔が好きだった。

　きっと、かけっこで一番になるのも、テストで一〇〇点を取るのも、ほたるちゃんにとっては、なんでもないことなんだと思う。

　でもきっと、「そんなことないよ」っていうと、私にいやな思いをさせてしまうって思って、そういうふうに答えてくれるんだ。

　だから、ほたるちゃんの優やさしさが見えるその顔が、好きだった。その優しさが間ま違ちがいなく私に向けられているその瞬しゆん間かんの表情が、すごく好きだった。

　ほたるちゃんは私の友だちで──同時に、憧あこがれでもあった。

　ほたるちゃんは綺き麗れいな黒い髪かみをしていて、いつもそれをポニーテールに括くくっていたんだけど、私は少し癖くせっ毛だったから、日本人形みたいにつやつやしたほたるちゃんの髪がうらやましかった。

　あるときそれをほたるちゃんにいったら、髪を結んであげようか？　っていってくれた。

　そのときは本当にうれしかったんだけど……私は断っちゃった。私なんかがほたるちゃんと同じ髪かみ型がたにしたら、迷めい惑わくかなって思っちゃったんだ。

　そうしたらほたるちゃんは笑って、綺麗なリボンをくれた。

　もしもいつか髪を結びたいときができたら、それを使ってねって。

　私はうれしくてうれしくてたまらなかった。その日の夜はずっとどきどきして眠ねむれなかったくらい。

　ほたるちゃんは物静かで、あまり自分から人に話しかけたりしないから、クラスの中にはほたるちゃんを少しこわいっていう子もいた。

　けど、私はそんなことないことを知ってた。ううん、それどころか、ほたるちゃんはすごく優しい子なんだ。

　私が男子にからかわれていたとき、ほたるちゃんは男子を叱しかって私を守ってくれた。

　私が下校中に転んで足を怪け我がしちゃったとき、ほたるちゃんは私をおんぶして家まで連れていってくれた。

　私が飼っていた犬が死んじゃって、悲しくて泣いていたとき、ほたるちゃんは一晩中側そばにいて慰なぐさめてくれた。

　私はそんなほたるちゃんと友だちでいられるのがうれしくてたまらなかった。ほたるちゃんと一いつ緒しよにいるとなんだか自分まで強くなったような気がした。

　だから──テレビのニュースで世界が大変なことになってるって聞いたときも、あんまり怖こわくなかったんだ。

　ほたるちゃんと一緒なら、きっとなんとかなるって思ったから。

　ねえ、ほたるちゃん。

　大好きだよ。

　ずっと一緒にいてね。

　ずっと友だちでいようね。

　だから私だけを、ずっと見ていてね。

　ほたるちゃん。

　ほたるちゃん。

　ほたるちゃん。

　ほたるちゃん。ほたるちゃん。ほたるちゃん。ほたるちゃん。ほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃんほたるちゃ








第一章　窮地









　戦士にとって最も必要な能力とは何か。

　それは人類が戦いの歴史を歩む以上絶えることのない命題であり、また時代や各人によって答えが変わる問いだろう。

　純じゆん粋すいな戦せん闘とう技術。長く戦い続けるための体力。相手を殺すことを躊躇ためらわない精神力──主に挙がるのはこんなところだろうか。

　だが、紫し乃の宮みや晶あきら──シノならばそれらより先に、『思考の継けい続ぞく性』を挙げた。

　人間の意識には必ず、空白期間が存在する。

　長い例を挙げれば、睡すい眠みんを取っている時間。短い例を挙げれば、虚きよを衝つかれた一いつ瞬しゆんの隙すき。

　人間が血と肉と骨でできている以上逃のがれようのない間かん隙げき。如何いかな強者であろうと、無防備な赤あか子ごと変わりなく急所を晒さらす瞬間。鍛きたえ上げた肉体は意味を成さず、練り上げた技わざは放たれることなく終わる。

　だからこそシノは、その空くう隙げきを可能な限り埋うめることに心血を注いでいた。

　物音一つで眠りから醒さめられるように。

　不意を突つかれたとしても、一瞬で思考を平常な状態に戻もどせるように。

　戦士にとって最も大切なのは、敵を打ち倒たおすことではなく、絶対に死なないことであるとシノは考えていた。

　戦士は一人で戦士になるわけではない。組織、仲間、様々なものに支えられ、長い時間と資金をかけて一人前となっていくのだ。

　一人の兵力が失われれば、組織がその者に費ついやした時間と金は無む為いに帰きし、それまでその者が担になっていた役割は別の者が任にんぜねばならなくなる。それは疲ひ弊へいを生み、疲弊はやがて憔しよう悴すいと諦てい観かんへと姿を変えていく。派手な敗北などなくとも、戦いの結果というものはそんな小さな積み重ねによって決してしまうものである。

　シノのような超ちよう一いち流りゆうの〈世界〉使いとなれば、それが失われた際の損失は計り知れないものになるだろう。

　シノは自らの力を過小評価しない。己おのれの双そう肩けんにのし掛かかっている責任と役割の重さを正しく認にん識しきしている。

　だからこそ──シノは油断しない。

　意識の継つぎ目を可能な限り短くし、思考を継続させる。

　だが。

「…………は？」

　今。シノの思考は間違いなく寸断されていた。

　──突とつ然ぜん現れた来訪者の一言によって。

「うん……だからね、シノの部屋に泊とめてほしいんだ」

　シノの問いに答えるように、天てん河かわ舞まい姫ひめはそう言った。まあ、シノは問うているつもりなどなく、ただのどから声が漏もれ出たに過ぎないのだが……舞姫からしてみればそんなことがわかるはずもないだろう。

　一いつ拍ぱく。舞姫にシノを殺す気があったなら、三度は死んでいるであろう時間を経て、シノはようやく思考を正常な状態に戻した。

　今二人がいるのは、シノが神か奈な川がわ都市内に借りた寮りようの部屋、その入り口である。もう時間は遅おそく、辺りは暗くら闇やみに包まれていた。

　そんな中、舞姫は突然シノの部屋を訪おとずれ……先ほどの文言を口にしたのである。

「…………」

　迂う闊かつに過ぎる自分の油断を呪のろいながら、目の前の少女の姿を改めて凝ぎよう視しする。

　白を基調とした神奈川学園の制服に、これまた白の外がい套とうを肩かた掛がけにした少女である。色素の薄うすい髪に、肌はだ。体格は同年代の女子たちに比べても小こ柄がらであり、手足は触ふれれば折れてしまいそうなほどに華きや奢しやだった。何も知らぬ者が彼女を見たならば、サナトリウムから逃にげ出してきたお嬢じよう様さまにしか見えなかったろう。

　しかし、シノは舞姫がそんなか弱い少女でないことを、嫌いやというほど知っていた。

　防衛都市神奈川、序列第一位──天河舞姫。

　それはつまり、湾わん岸がん防衛を任ずるこの都市内において、彼女を超こえる者が存在しないことを、そして彼女がその気になりさえすれば、部屋に入るのを止められる者が存在しないことを示していた。

　シノは微かすかに速くなる動どう悸きを抑おさえながら、のどを震ふるわせた。

「なぜだ」

「私の部屋、爆ばく弾だんで吹ふき飛んじゃったから、寝ねる場所がないんだよね」

「……ならば四天王の部屋に行けばいいだろう」

「うん。だから四天王のシノのところに来たんだけど……」

「ぐ……」

　舞姫の言葉に、シノは口ごもった。

　そう。確かにシノはつい先ほど、都市防衛の功績によって神奈川学園生徒会役員──通つう称しよう四天王に（半ば強制的に）加えられていたのである。

　シノの反応があまり芳かんばしくないことを察したのだろう。舞姫が少し不安そうな顔を作ってきた。

「駄だ目め……かな？」

「…………」

　──駄目に決まっている。

　シノは無言で考えを巡めぐらせながら、ちらと部屋の中を一いち瞥べつした。

　その、舞姫グッズで埋め尽くされた部屋の中を。

　壁かべには何枚もの盗とう撮さつ写真が貼はられ、辺りには舞姫の捨てたゴミ袋ぶくろ……もとい、夢袋から採取した物品が並んでいた。机の上に設置されたモニタには、隠かくしカメラで撮さつ影えいした舞姫の録画映像が映され、窓まど際ぎわに置かれた望遠鏡は、爆ばく発はつした舞姫の部屋の方向に向いている。

　この部屋を見た舞姫がどんなリアクションを取るかは想像に難かたくない。絶対に彼女をこの部屋に入れるわけにはいかなかった。

　とはいえ──シノは別に、舞姫に劣れつ情じようを抱いだいているわけでもなければ、彼女をストーキングしているわけでもない。

　部屋に溢あふれる数々の品は、あくまで舞姫を調査するために収集したものであった。
















　そう──舞姫を、暗殺するために。

　しかし。いや……だからこそ、事態はそう単純ではない。

　問題は、なぜ舞姫が他ほかの四天王たちのもとではなく、シノの部屋を訪れたのか……という点だ。

「……まさか」

　シノは微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。──気づいているというのか？　この部屋の状じよう況きように。

　情報や物品の入手には細心の注意を払はらっている。だが、シノはそれらを手に入れる際、他の四天王たちと遭そう遇ぐうしているのである。彼女らがそれを漏らさずとも、舞姫が違い和わ感かんのようなものを感じ取った可能性は否定できなかった。

　だが舞姫の反応から見て、シノの部屋に何があるのかを具体的に知っているとも思えない。

　しかし、鎌かまを掛けているという可能性は十分にあった。ならばこのまま追い返すのは得策ではない。自分で、部屋にやましいものがあるというようなものである。そんなことをしたなら、疑念を確信に変えた舞姫は、問答無用でシノの部屋に踏ふみ込んでくるかもしれなかった。

　そしてそうなれば、シノにそれを止める手立てはない。舞姫は都市最強。純粋な力比べでは、さすがのシノにも勝ちの目はなかった。

「……く」

　シノは一瞬で考えを纏まとめると、舞姫の目を見み据すえながら唇くちびるを動かした。

「……了りよう承しようした。だが、一晩だけだぞ」

「！　ホント!?」

「ああ。ただし、来客があるとは思っていなかったので部屋が散らかっている。少しの間片付ける時間を取らせてもらうぞ」

「うん！　じゃあここで待ってるね！」

　舞姫は嬉うれしそうにパァッと顔を明るくすると、無む邪じや気きな様子でこくりとうなずいた。

　シノはそんな様子を一瞥するとバタンと扉とびらを閉め、踵きびすを返して部屋の中心へと歩いていった。

　そして眼がん窩かの中で眼球を動かし、部屋の中をぐるりと見回す。

　部屋に溢れた舞姫グッズは、どう考えても短時間で片付けられるような量ではない。

「ち……」

　しかし、そんなことを言っている場合ではなかった。すぐさま、行動を開始する。

　まずはなんといっても、壁一面に貼られている盗撮写真の山である。こんなものを見られたなら、シノが舞姫を監かん視ししていることが一瞬で知られてしまうだろう。

　とはいえ、これだけの数の写真を全すべて取り外すことは現実的ではない。シノは数秒の間考えを巡らせると、ベッドの上からシーツを剝はがし、ちょうど写真が貼られている部分を隠すように、それを画が鋲びようで壁に張り付けた。

「……少々不格好だが、仕方あるまい」

　だが無論、それだけでは終わらない。シノは舞姫の録画映像を流していたモニタの電源を切り、窓際に設置されていた望遠鏡の角度をずらした。

　そしてそののち、舞姫の夢袋から採集した様々な物品（それぞれジッパー付きビニール袋に入れられ、採集日や各種データを記した付ふ箋せんが貼られている）を集め、無理矢理クローゼットに押し込む。

　するとちょうどそのタイミングで、コンコン、と扉がノックされた。

『シノー、そろそろいい？』

　扉とびら越ごしにくぐもった舞姫の声が響ひびいてくる。シノはもう一度眼球運動で部屋を見回すと、それに返した。

「……ああ、入れ」

「お邪じや魔ましまーす」

　舞姫は扉を開いてそう言うと、脱ぬいだ靴くつを綺き麗れいに揃そろえてから部屋に入ってきた。

「おー、ここがシノの部屋かあ」

　そして肩掛けにしていた外套を取ると、興味深そうに部屋の中を見回す。シノは微かな緊きん張ちようを覚えながら、舞姫の挙動を注視した。

「その辺りに座っていろ。茶くらい出してやる」

　シノはそう言うと、舞姫にハンガーを差し出した。

「うん、わかった」

　舞姫は素す直なおにうなずくと、シノから受け取ったハンガーに外套を掛けてから、大人しくベッドの上にちょこんと腰こし掛かけた。

　シノはその様子を確認してからキッチンの方へ歩くと、ポットに保温してあったお湯を、茶葉を入れたティーポットに注そそぎ、適当なカップと一いつ緒しよにお盆ぼんに載のせた。

「──っ」

　と、それを持って部屋へと戻るところで、シノは小さく息を詰つまらせた。

　理由は単純。ベッドに座った舞姫が、壁に張り付けられたシーツを不思議そうに見つめ、そろそろと手を伸のばしていたからだ。

「触さわるな！」

「わ……っ！」

　シノが言うと、舞姫はビクッと肩かたを震わせ、手を引っ込めた。

　シノの方に向き直り、申し訳なさそうに肩をすぼめてくる。

「ご、ごめん……でも、気になっちゃって。何でシーツが壁に張ってあるの？」

「…………」

　問われて、シノは無言になった。仕方がなかったこととはいえ、シーツの張られた壁は確かに興味を引いてしまうかもしれなかった。

　シノはお盆をテーブルに置き、お茶をカップに注ぎながら思案を巡らせ──口を開いた。

「……実は、その壁にはヒビが入っていてな。破は片へんが落ちてこないように応急処置をしてあるんだ」

「えっ、そうなの？」

　シノの適当な言い訳に、舞姫は目を丸くすると、再び壁の方に向いた。

「寮の壁にヒビなんて……早く直してもらわないと。すぐ修理依い頼らいするから、一応どんな具合かチェックしていい？」

「待て。待ってくれ」

　シノは、再度シーツに伸ばされた舞姫の手を摑つかんだ。

「ヒビが入っているというのは噓うそだ」

「え？　じゃあ一体……」

「……実はその壁には、苦しむ人間の顔のような紋もん様ようが浮うき出ていてな。最初は私も気にしなかったのだが、夜中に謎なぞのうめき声が聞こえたり、金かな縛しばりに遭あったりしたため、霊れい験げんあらたかな札を貼った上にシーツを被かぶせて見えないようにしてあるんだ」

「う、うそ……」

「本当だ。シーツの上から壁を触ってみろ」

　シノが言うと、舞姫は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったものの、そろそろと手を伸ばし、壁に触れた。

「ひ……っ！」

　そして次の瞬しゆん間かん、息を詰まらせて手を引っ込める。──恐おそらく、手のひらに紙の感かん触しよくを感じて。

「ホントだ……お札が貼ってある」

「だろう。だから、それは剝がさない方がいい。もしかしたら、おまえにも悪いことが起こるかもしれない」

「う、うん、わかった……」

　舞姫は神しん妙みような様子でこくこくとうなずいた。

　もちろん舞姫がシーツ越ごしに触ふれたのはお札ではなく自身の盗撮写真なのだが……まあこれで、シーツを剝がそうとは思うまい。

　舞姫は少し壁から距きよ離りを取るようにして座り直すと、今し方シノが淹いれた紅茶に視線を落とした。

「シノ、これもらっていい？」

「ああ」

　シノがうなずくと、舞姫は短く礼を言ってカップを手に取り、紅茶を一口飲んでから、少し落ち着いたように息を吐はいた。

　すると、そこでまた気になるものを見つけたらしい。不思議そうに首を傾かしげてくる。

「ねえシノ。あの望遠鏡って何に使ってるの？」

「……星を見るんだ。天体観測が趣しゆ味みでな」

「へえ、素敵だね。──あ、じゃああのモニタは？」

「それは……ゲームに」

　シノが言いかけると、舞姫が目をキラッと輝かがやかせた。

「えっ、ゲーム？」

「──使ったりすることはなく、学習用のものだ」

「なぁんだ、そっか」

　舞姫ががっかりしたように息を吐く。シノは舞姫とは別の意味で吐と息いきした。もし下手へたに興味を持たれて、電源を入れたりされてはことである。

　だが、舞姫の好こう奇き心しんはまだ収まらないようだった。今度はモニタの横に置いてあったカメラを指さした。

「あっ、ねえねえ。あれ見てもいい？　シノってどんなもの撮とってるの？」

「……！　それは──」

　シノは微かすかに眉根を寄せた。

　自分の油断を呪のろう。確かに外側を見ただけではわからないが、カメラの中には壁かべに貼はってある写真のデータが満まん載さいされているのだ。時間がなかったとはいえ、あんなものを放置してしまっていたとは。

　当然、データを見せるわけにはいかない。だがここで断っては、舞姫の疑心を煽あおることになってしまいかねない。

「……ああ、構わない。だが別に面おも白しろいものは写っていないぞ」

「いいの。私……シノがどんなものに興味があるか知りたいんだ」

「…………」

　シノは無言でカメラを手に取ると、舞姫の方に差し出そうとし──

「とうっ」

　力いっぱい、床ゆかに叩たたき付けた。

　レンズや電子部品、液えき晶しよう画面がバラバラに弾はじけ、少なくとも、今ここでデータをチェックできるような状態ではなくなる。

「わっ！　どうしたのシノ!?」

「すまない。手が滑すべった」

「えっ、今『とうっ』って言ってなかった？」

「言っていない」

「でも」

「断じて言っていない。もしおまえの耳にそんな声が聞こえたというのなら、それはこの部屋に渦うず巻まく怨おん念ねんの為なす業わざかもしれん。恐らく先ほど貼ってあった札を動かしてしまったからだな」

「ひぅん！」

　シノが淡たん々たんと言うと、舞姫は慌あわてた様子で先ほどシーツに触れた手を拭ぬぐった。

　正直苦しい言い訳だったが、どうにか誤ご魔ま化かせたらしい。シノはバラバラになってしまったカメラを拾い集めると、テーブルの上に纏まとめた。

　と、そこで舞姫がぴくりと眉まゆの端はしを動かしたかと思うと、何やらモジモジと膝ひざを摺すり合わせ始めた。

「あの……シノ。トイレ借りていいかな？」

「ああ。その奥の扉とびらだ」

「ありがとう。ちょっと行ってくるね」

　そう言って、舞姫がシノの指し示した扉に向かっていく。

　シノはすっと目を細めた。──好機である。まだ部屋には、先ほどのカメラのようにシノのチェックを逃のがれたものが残っているかもしれなかった。舞姫がトイレに行っている間に処理してしまった方がよいだろう。

　改めて頭の中で、部屋の中の舞姫グッズの在処ありかを整理する。そして──

「──ッ！」

　シノはハッと息を詰まらせると、トイレの扉のノブに手を掛かけていた舞姫に飛び付くように床を蹴けった。

「待て。開けるな」

「え……っ!?」

　シノに肩を押さえられた舞姫は、驚おどろいたように目を丸くすると、シノの方に振ふり向いてきた。

「な、何、どうしたの!?」

「いや……」

　シノは舞姫に扉を開けさせないよう肩をがっちり押さえたまま言葉を濁にごした。

　言えるはずがない。舞姫が扉を開けようとした瞬間、トイレの中にも舞姫の盗とう撮さつ写真が置いてあることを思い出したなどとは。

　無論、トイレにそんなものがある理由は、いつ如何いかなるときも舞姫の暗殺方法を考えていただけである。他意はない。

「駄だ目めだ。入っては。実は長いこと掃そう除じをしていなくてだな」

「なんだ、そんなこと。別に大だい丈じよう夫ぶだよ、それくらい」

「大丈夫ではない。とにかく駄目だ。ここを開けてはいけない」

「ええ……そんなぁ」

　舞姫が困ったように眉を八の字にする。シノは「くっ」と眉まゆ根ねを寄せた。

「……わかった。入っていい。その代わり、中にあるものを一いつ切さい見るな。目め隠かくしをして入れ」

「ええっ!?　それじゃ上手うまくできないよう！」

「ち……ならば私が手伝ってやる。それで文句あるまい」

「てつだ……ッ!?」

　シノが言うと、舞姫は顔をボンッ！　と赤くした。

「な、何言ってるのシノ！」

「だから、手伝ってやると言っている。私が支えていてやるから、おまえは心置きなく用を足せ。安心しろ、終わったらちゃんと下着も穿はかせてやる」

　シノは両手で、母親が小さな子供の足を抱かかえるようなポーズをとって見せた。すると既すでに真っ赤だった舞姫の頰ほおが、臨界寸前とばかりにさらに赤くなる。

「さあ」

「わ、私、外の公衆トイレ行ってくる……！」

　シノが真しん剣けんな表情でにじり寄ると、舞姫は声を裏返らせて叫さけび、シノの脇わきをすり抜ぬけて部屋を出ていってしまった。

「…………」

　シノはその背をきょとんとした様子で眺ながめると、すぐに視線をトイレの扉に戻もどした。

　若じやつ干かん想定とは異なったが、結果オーライである。すぐにトイレの中に入り、棚たなの上に放置されていた舞姫の盗撮写真を回収する。

「よし、これで問題あるまい」

　シノはそれを懐ふところにしまい込むと、もう一度部屋の中を見回して、見られてはならないものが残っていないか確かく認にんしながら舞姫の再訪を待った。

　ほどなくして、玄げん関かんのドアがコンコンとノックされ、舞姫が戻ってくる。

「どうした。入れ」

「う、うん……」

　舞姫はなぜか躊躇ためらいがちにそう答えると、靴くつを揃そろえて部屋に入ってきた。そしてテーブルを挟はさんでシノと向かい合うように、床にちょこんと座り込むと、カップを手に取り紅茶を一口飲む。

「すまなかったな。おまえが外に出ている間に掃除を終えた。次からはうちのトイレを使え」

「えっ、本当？」

「ああ」

「……シノは手伝わない？」

「……？　手伝えというなら善処するが」

「けふ……っ!?」

　シノの言葉に、舞姫は目を丸くして咳せき込んだ。

　その際、舞姫が口を付けていた紅茶がしぶきを上げ、舞姫の制服を派手に濡ぬらしてしまう。

「あっ……あー……」

「何をやっている」

　シノはタオルを投げてやったのち、親指でバスルームの方を示した。

「着き替がえは持ってきているのだろう。簡単にシャワーを浴びて着替えてこい。風邪かぜを引かれても困る」

「う、うん。ごめん……ありがとう」

　舞姫はそう言うと、持参していた鞄かばんから部屋着を手にとって、脱だつ衣い所じよに入っていった。

　舞姫の姿が見えなくなってから、ふうと息を吐く。

「……一体何のつもりだ、天河」

　そして舞姫の消えた脱衣所の扉を睨にらみ付けながら、シノは小さく呟つぶやいた。

　シノに疑いを抱いだいて鎌かまを掛けにきたのかとも思ったが……それにしてはあまりに緊きん張ちよう感かんがなさ過ぎる。今も扉一枚を隔へだてた場所にシノがいるというのに、制服を脱ぬいでいるというのだ。扉とびら越ごしに微かに聞こえてくる衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、シノは視線を鋭するどくした。

　否いな──それだけではない。この部屋に一いつ泊ぱくするということは、シノと同じ部屋で眠ねむるということと同義である。

　つまり、生物がもっとも無防備な状態となる寝ね姿すがたを、シノに晒さらそうというのだ。舞姫の暗殺を命じられたシノにとってはこの上ない好機である。

　だが、シノは困こん惑わくを隠かくせずにいた。

　第一に、今この状じよう況きようが、あまりにシノにとって都合が良すぎることである。相手は神奈川最強天河舞姫。完全に身体からだが弛し緩かんしきった状態から急に目覚め、シノの刃やいばを止めることが不可能とも言い切れない。

「……いや」

　シノは目を伏ふせ、小さく頭かぶりを振った。

　自分でもわかっている。その思考は誤魔化しだ。

　シノが覚えている困惑は、任務が上手くいくだろうかということではなく──果たして任務を遂すい行こうしてしまってよいのか、という根本的な問題に起因していたのである。

　シノは舞姫を暗殺するため、防衛都市神奈川に潜せん入にゆうし、武功を挙げて今や四天王の一人に名を連ねるまでになった。

　しかしその過程で舞姫と触ふれ合い、言葉を交かわし、ともに戦ううち、あの少女が、本当に殺すべき存在なのかがわからなくなっていたのである。

　管理局四課の物言わぬ手足にあるまじき思考。しかしそれを自覚しながらも、シノは自分が舞姫の首に刃を突つき立てている姿を想像できずにいた。

　天河舞姫。神奈川最強の戦士であり、防衛戦線の旗手。

　圧あつ倒とう的にして絶対的な戦せん闘とう能力と、見る者の心に希望の光を灯ともす求心力。彼女を失うことは、この神奈川に、ひいては南みなみ関かん東とう防衛線にとって、致ち命めい的てきな損害になるだろう。

　否──それだけではない。シノの心を鈍にぶらせているのは、もっと単純な理由だった。

　そう。シノ自身が、舞姫に──

「……ッ」

　と。

　そこまで考えたところで、シノは息を詰つまらせた。

　理由は単純。トイレのときと同様、風ふ呂ろ場ばの壁かべに、ラミネート加工を施ほどこした舞姫の写真が貼はってあることを思い出したのである。

　なぜ先ほど舞姫が部屋を出た際に処理しておかなかったのか。後こう悔かいが肺はい腑ふを満たす。あんなものを見られたなら、今までの苦労が水すい泡ほうに帰してしまうだろう。

　だが──まだ終わってはいない。舞姫が入ったのはあくまで脱衣所。まだ風呂場には入っていない可能性があったのである。

「天河！」

　シノは声を上げると、脱衣所の扉を躊躇ためらいなくガラッと開けた。

「ふぇ？」

　するとそこにはまだ、舞姫の姿があった。風呂場の扉に手をかけてはいたものの、まだその中を見られてはいない。

　どうやら間に合ったようである。シノは小さく安あん堵どの息を吐はいた。

　無論、舞姫は既に制服と下着を脱いでおり、一糸まとわぬ裸ら体たいを晒していた。色素の薄うすい肌はだ。拘こう束そくを解かれ肩かたに背に張り付く髪かみ。その小さな体たい軀くに不似合いな丸みを帯びた乳ち房ぶさが、咄とつ嗟さに掲かかげられた細い腕うでによってぎゅうと引き絞しぼられている。

　まあ、とはいえそれは些さ末まつなことだろう。シャワーを浴びるためには服を脱ぐ。それは誰だれしも行うことであり、今さら取り立てて騒さわぐほどのことでもない。こんな至し近きん距きよ離りで天河舞姫の筋肉を観察できる機会はそうなかったが、今はそれより先にやらねばならないことがあった。

　シノは至し極ごく落ち着いた声こわ音ねで、舞姫に話しかけた。

「悪いが、風呂場も掃除がまだでな」

「へ……あ……えっ？　えっ？」

　舞姫が、まだ状況が理解できていないといった様子で目を白黒させる。しかしシノは構わず言葉を続けた。

「もちろん、入るなとは言わない。だが、目隠しをさせてくれ。安心しろ。身体は私が洗う」

「──────ッ！」

　シノが無表情のまま、両手をわきわき動かしながら言うと、舞姫が声にならない悲鳴を上げた。綺き麗れいに畳たたまれていた制服を手に取り、自分の胸むな元もとを覆おおい隠す。

「なっ、ななななななな……なんで開けるのぉぉぉっ!?　おかしいよぉぉぉぉぉっ！」

「すまない。だが頼たのむ。目隠しをさせてくれ」

「イヤ──────ッ!?」

　シノがタオルを細く折ったものを手に持って近づいていくと、舞姫は混乱したように手足をジタバタさせ始めた。

「待て、落ち着け」

「やぁぁぁ！　いやぁぁぁぁぁっ!?」

　舞姫の膂りよ力りよくは岩を砕くだき鉄を曲げる。意識を集中していない状態とはいえ、迂う闊かつに近づいては危険かもしれなかった。足を止め、一定の距離を保つ。

　だが、シノは慌あわてることなく、手にしたタオルを舞姫の頭上目がけて放ほうり投げた。

「ふ──ッ」

　両の目に命気オーラを巡めぐらせ、そのタオルを『視み』る。

　そしてそのまま右手を握にぎると、放られたタオルの端はしがきゅっと絞られ、空中に静止した。

　──まるで、見えない手に摑つかまれたかのように。

　そう。年とし端はもいかない少年少女たちが国土防衛の最前線に立たされている理由。それがこの、〈世界〉と呼ばれる力の存在であった。

　今からおよそ三〇年前、未知の敵〈アンノウン〉との戦争を余よ儀ぎなくされた人類は、非戦闘員である子供たちをコールドスリープ施し設せつに送り、保護した。

　だが戦争が終わり、目が覚めてみると──子供たちには、普ふ通つうとは違ちがう〈世界〉が見えていたのだ。

　自分の中にある〈世界〉を、現実に再現する力。生徒たちはそれを用い、未いまだ日本にまばらな攻こう撃げきを仕し掛かけてくる〈アンノウン〉に対たい抗こうしているのである。

「────」

　そして──シノの〈世界〉では、シノは距離を無視することができる。

　視線を介かいした接せつ触しよく能力。要はシノは、見えてさえいれば、その物体に触れることが可能なのである。

　シノがパントマイムをするように手を動かすと、舞姫の頭上に浮ういていたタオルが生き物のように蠢うごめき、舞姫の目元を覆い隠した。そのまま、タオルの裾すそをきゅっと結ぶ。

「きゃぁぁぁぁぁっ!?」

　急に視界が遮さえぎられたことに焦あせったのか、舞姫は頭をブンブンとふりながら前方に向かって走ってきた。

「く──」

　咄嗟のことに、避さけるのが遅おくれる。シノは舞姫に触れた瞬しゆん間かん、腰こしを軸じくに足を払はらうようにして、その小さな体軀をぐるんと回転させ、床ゆかに組くみ伏せた。

「わっ!?　なに!?　今ぐるんって！　地じ震しん!?　天変地異!?」

「落ち着け、天河」

　舞姫が混乱したように叫さけびを上げ、バタバタと足を動かす。シノはそんな舞姫を大人しくさせるように肩を押さえた。

　と──ちょうどそのとき。

「姫ひめ殿どの！　ここかい!?」

「──無事ですか大だい丈じよう夫ぶですか何もされてませんか姫さん」

　バン！　と部屋の扉とびらが開いたかと思うと、そこから二人の女子生徒がなだれ込んできた。

　一人は、ウルフカットの髪にしなやかな筋肉が特とく徴ちよう的な長身の少女。もう一人は、パンダの耳付きフードを目ま深ぶかに被かぶった、三つ編みの少女である。

　──〈番犬アイギス〉佐さ治じ原はら銀ぎん呼こと、〈音無き死神サイレント〉音おと無なし柘榴ざくろ。二人とも、舞姫を信しん奉ぽうし舞姫に仕える生徒会役員──神奈川四天王だ。

「んなっ！」

「うふごっ」

　そんな、舞姫を天使や女め神がみと讃たたえる二人は、部屋の中で展開されている光景を目まの当たりにして息を詰まらせた。

　しかしそれも無理からぬことだろう。何しろ今部屋の中には、全ぜん裸らの舞姫（しかも目め隠かくしをされてジタバタしている）と、それを押さえつけるシノという、事情を知らぬ第三者が見たならあらぬ誤解を招くこと間ま違ちがいない光景が広がっていたのだから。

「な……なななななにをしているんだいシノ！」

「姫さんを裸はだかにしたうえ目隠しだなんてこだわりが強すぎます……！」

「佐治原、音無。なぜここにおまえたちが」

　シノが平へい坦たんな調子で返すと、銀呼はビシッとシノに指を突きつけ、柘榴は背負っていたパンダのぬいぐるみをギロリと睨にらみ付けた。

「知れたことだ！　姫殿の部屋が破は壊かいされた！　つまり姫殿は今日の宿がない！」

「なのに私たちのところには来ていない青生あおいさんのところにもいないということはここにきているのではないかと当たりをつけたのです」

「間に合ってよかった……シノ、姫ほのはらはなれるんら」

「そうです──私たちが──来た以上──姫さんには──指一本──触れさせません」

「…………、佐治原、音無。一ついいか」

　シノが無表情のまま尋たずねると、二人は憤ふん然ぜんと息を吐いた。

「いいわへはひひたふないへ！　ひみはひめほのをおそっへいは！」

「だから、天河の制服を顔に押しつけながら喋しやべられても聞き取れん」

　シノが言うと、銀呼は一いつ瞬しゆん言葉を止めたのち、すぅぅぅぅぅ……はぁぁぁぁぁぁっ、と深呼吸をしてから、顔に密着させていた舞姫の制服を剝はがした。

　そう。銀呼はシノに指を突きつけ糾きゆう弾だんしながらも、すたすたとその脇わきを通り抜ぬけ、床に落ちた舞姫の制服を手にとって、やたら幸せそうな顔をしながらその匂においを嗅かいでいたのである。

「今さら──申し開き──で──すか──見苦しい──です──よ──」

「音無。おまえは一いつ旦たん立ち止まれ」

　次いでシノは、部屋の中を絶え間なく動き回り、様々なアングルから一糸まとわぬ舞姫の姿を写真に収めている柘榴に向かってそう言った。

　すると二人が、シノの言葉に弾はじかれたようにハッと肩を揺ゆらす。

「な……っ、これは!?」

「いつの間にこんなことに……!?」

　どうやら自分たちでも気づいていなかったらしい。条件反射のようなものだろうか。

　と、そこでようやく落ち着いたらしい舞姫が、目元を覆い隠かくしていたタオルを外した。口を塞ふさがれていたわけではないのだが、なぜか「ぷはっ」と息を吐く。

「あ──銀呼ちゃん、柘榴ちゃん？」

『……っ！』

　舞姫が名を呼ぶと、二人は落らく雷らいにでも撃うたれたかのようにビクッと身体からだを震ふるわせた。柘榴がカメラを瞬しゆん時じに隠し、銀呼が手にしていた制服を片手に預け、地面に落ちていた部屋着を舞姫に差し出す。

「さあ姫殿、これを」

「あ……うん、ありがとう」

　舞姫は、なぜ銀呼が自分の制服を持っているのだろうか、といった顔で首を傾かしげたが、すぐにシノがいることを思い出したらしい。頰ほおを赤くし、いそいそと部屋着を着き込こんだ。一応ではあるが、裸から着衣の状態になる。

　銀呼はその様子を少し残念そうに、しかしどこか、下着なしで服を着てる姫殿もレアだなあ、というように見つめてから、シノに視線を戻もどしてきた。

「さあ、申し開きはあるかい、シノ。一体何がどうしてこうなったって言うんだい。裸の姫殿と組んずほぐれつだなんてうらやま……いや、けしからん」

「いや、私は」

「……ぬるいです銀呼さん管理局に引き渡わたして当分の間臭くさいご飯を食べてもらいましょう」

　次いで、柘榴が静かな、しかし怒いかりを内包した声音を発してくる。ちなみにそれを言っている間も、柘榴の視線はパンダのぬいぐるみに向いたままだった。

　が、今度はそんな二人の言葉を遮るように、舞姫が声を上げた。

「違うよ！　その……確かに急に扉を開けられたから驚おどろいたけど、元はといえば私が無理を言って泊とめてもらおうとしたのが悪いんだし……」

「ひ、姫殿……」

「うぐむ……」

　舞姫の言葉に、銀呼と柘榴が口ごもる。

　だが、未だ二人はシノに対して不ふ審しんそうな様子を覗のぞかせていた。

　シノも、あまり身辺を探さぐられたくない身の上である。後々に禍か根こんを残すのは得策ではあるまい。

　シノはそう判断して、銀呼と柘榴にちょいちょい、と手招きした。

「ん……？」

「何ですか一体、賄わい賂ろは受け取りませんよ」

　二人が不審そうな顔をしながらシノの方に歩いてくる。

　シノは、二人が目の前まで来たところで、舞姫に聞こえないくらいの声で囁ささやいた。

「……誤解は早めに解いておこうと思ってな」

「誤解だって？」

「ああ。私は別に、天河に危害を加えようとしたわけではない。風ふ呂ろ場ばに入れたくなかっただけだ」

「……どういうことですかお風呂場に一体何があると……」

「…………」

　シノは無言で風呂場まで歩いていくと、その扉を少しだけ開けた。

　怪け訝げんそうな顔をした銀呼と柘榴が、その隙すき間まから風呂場を覗き込む。

　──すると。

「あー……」

「……なるほど理解しましたこれは姫さんに見せるわけにはいきません」

　二人は一瞬で事情を察したように、そんな声を発した。

「そういうわけだ」

　思った通りの反応である。シノはこくりとうなずいた。

　本来であれば、舞姫を心配して踏ふみ込んできた二人に、舞姫の写真が貼はってある風呂場を見せるなどというのは悪あく手しゆである。

　だが、この二人の場合は事情が違った。──銀呼と柘榴は、シノが舞姫の写真を撮とっていたり、私物を集めていたりすることを知っていたのだ。というか正確に言うのならば……彼女らもシノと同じようなことをやっていたのである。

　とはいえ別に、シノと同様に舞姫の命を狙ねらって調査を重ねているわけではない。彼女らはただ純じゆん粋すいに趣しゆ味みとして、ライフワークとして舞姫のストーキングをしており……その過程でシノと出会っていたのだった。

　そして、どうやら二人はシノのことを同好の士と思っているらしい。そこでシノは、その思い込みを利用させてもらったのである。──きっとこの二人も自分の部屋に、舞姫に見せられないようなものを隠しているだろうと踏んで。

「えっ、なになに？　何があったの？」

　舞姫が、興きよう味み津しん々しんといった様子で立ち上がってくる。しかしその足は、銀呼と柘榴によって風呂場に至る前に止められた。

「ストップ、姫殿。それ以上いけない」

「……人には知られたくない秘密というものがあるのですよ姫さん」

「えっ？　う、うん……」

　突とつ然ぜんそう言われた舞姫は、戸と惑まどいながらも素す直なおにうなずいた。

　銀呼と柘榴はそんな舞姫を微笑ほほえましげに見つめたあと、ちらとシノの方を一いち瞥べつした。

「──とにかく、シノ。姫殿は今日、僕か柘榴の部屋に泊まってもらうよ」

「……ああ、異存ない」

　シノは首しゆ肯こうしながら答えた。異存ないどころか、むしろお願いしたいくらいである。

　しかしそんなシノの反応を見て、舞姫が少ししゅんとした様子を見せた。

「ん……ごめんねシノ。私……もうちょっとシノとお話しがしてみたくて。でも、迷めい惑わくだったなら、ごめん」

「…………」

　シノは微かすかに眉まゆを歪ゆがめると、ふんと息を吐はいた。

「別にそうは言っていない。ただ──そう、急だったから用意ができていなかっただけだ」

「本当？」

　シノが言うと、舞姫はパァッと顔を明るくした。

「じゃあ、また遊びに来てもいい？」

「事前に連れん絡らくを寄よ越こすならな」

「うんっ！」

　舞姫は嬉うれしそうに微笑むと、銀呼と柘榴に連れられ、ブンブンと手を振ふりながら去っていった。

「じゃあね、シノ！　また明日あした」

「……ああ」

　シノが小さく手を上げて答えると、舞姫は満面の笑みを浮うかべて扉とびらを閉めた。

　するとその衝しよう撃げきのためか、今までギリギリの均きん衡こうを保っていたクロゼットが開き、押し込まれていた舞姫グッズがだばぁと部屋になだれ込んだ。

「…………」

　間かん一いつ髪ぱつである。シノは珍めずらしくたらりとひとすじ汗あせを垂らし、息を吐いた。

　まさか寮りようの部屋に急きゆう襲しゆうを食くらうとは思っていなかった。シノは強く自じ戒かいした。これは大きな反省材料である。銃じゆうを撃うっていいのは、撃たれる覚かく悟ごがある者だけである。それと同様に、人を調査監視ストーキングしていいのは、調査監視ストーキングされる覚悟がある者だけなのだ。

　シノにその覚悟がなかったとは言わないが、まさか舞姫がそんなことをしてくるとは、という油断がなかったとは言えない。シノは教訓を心に刻みながら、床ゆかに散らばった舞姫グッズを片付け始めた。

　とはいえ、これらを今までの位置に配置していたのでは、再度舞姫の訪問を受けた際にまた同じ轍てつを踏んでしまう。できるだけ即そく座ざに隠しやすく、且かつ閲えつ覧らんが容易な方法を探さなくては。いや、それならばいっそのこと、隣となりの部屋を借りて舞姫グッズ置き場にした方が効率的なのでは──

「……ッ！」

　そこまで考えたところで、シノは微かに眉を揺らし、バッと振り向いた。

　後方から、玄げん関かんのドアが開く音が響ひびいてきたのである。

「待て。誤解をするな。私は別におまえを暗殺するために調査していたわけではなく、単純且つ純粋な個人的興味と知的好こう奇き心しんのために」

「……あ、それが言い訳なんだ」

　シノの弁明にそう返したのは、シノが予想した人ひと影かげではなく、力なく苦く笑しようした少女だった。

　マラカイトグリーンのリボンで一つに括くくられた髪かみに、神奈川学園の制服を纏まとった細身の体たい軀く。──シノと同じく、天河舞姫暗殺の命を受けて管理局物品管理四課から派は遣けんされたエージェント、凜りん堂どうほたるである。

「……ほたるか。脅おどかすな」

「別に脅かしたつもりはないんだけどなあ」

　ほたるはそう言うと、玄関を閉めて部屋の中に入ってきた。そして辺りの様子を見てからふうと息を吐く。

「間一髪だったね。だからあんまりターゲットに接せつ触しよくしない方がいいって言ったのに」

「見ていたのか」

「まあ、一応ね。『友だち』が、天河舞姫がシノの部屋に行ったって教えてくれて」

「…………」

『友だち』。ほたるのその言葉は、通常のそれとは意味が異なった。

　ほたるの〈世界〉は、『誰だれとでも友だちになれる世界』。対象に手を触ふれることによって、相手に自分を『友だち』と認にん識しきさせることができるのである。

「……あ、なんで助け船を出さなかったのかって恨うらみ言ごとはなしよ？　私は最初から、ターゲットに姿を晒さらすべきじゃないって言ってるんだから」

「別に、そんなことを言うつもりはない。──だが、『友だち』を諜ちよう報ほうに使うのはいいが、気づかれないように気をつけろ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。情報収集用の『友だち』は毎回短時間で『リリース』するようにしてるし」

　言ってほたるが、何かに手を触れるようなジェスチャーをする。

　ほたるは『友だち』に再度触れて『リリース』という文もん言ごんを唱えることにより、〈世界〉で築いた偽いつわりの関係性を解消するのだが──その際、ほたるが施せ術じゆつにかけた時間分の記き憶おくを消去することが可能なのである。慎しん重ちように事を運べば、ほたるの存在が表に出ることはないだろう。

　ほたるは、ゆっくりとした歩調でシノの目の前まで歩いてきた。

　そして、舞姫グッズを拾い集めるために床に膝ひざを突ついたシノを見下ろすように、視線を落としてくる。

　なぜだろうか──その表情は、いつものほたるのものとは少し違ちがって見えた。

「ねえ、シノ」

「……なんだ」

「念のため聞いておくけれど、任務を忘れたわけじゃないわよね？」

　底冷えのするような声で、ほたるが言葉を零こぼしてくる。

　任務。天河舞姫の暗殺。

　理由はわからない。だが、管理局は舞姫のことを殺す必要性があると言っており──シノとほたるは、それに従う他ほかない。

　シノは、ほたるから視線を切りながらフンと息を吐いた。

「……わかっている。言われるまでもない」

「なら」

　ほたるは腰を曲げてシノのネクタイを摑つかむと、ぐいと自分の方に引き寄せながら、テーブルの上に置かれたティーカップを指さした。

「なんで、毒の一つでも入れなかったの？　こんな好機をふいにするなんて、シノらしくないよ？」

「…………」

　シノはしばしの間無言になってから、ほたるの手を払はらいのけた。

「……こんなところで天河を殺してみろ。死体の処理をどうするつもりだ。実際、あのあとすぐに佐治原と音無が現れた。もしあのとき私が行動を起こしていたら、私とおまえは今、神奈川生徒全員を相手に逃とう走そう劇げきを繰くり広げているところだぞ」

「あはは、それも……素敵かもね。二人でしちゃう？　愛の逃とう避ひ行こう」

「馬ば鹿かを言うな」

　シノが言うと、ほたるは少し不満げに、しかしシノの言うこともわからなくはないといった様子で、姿勢をもとに戻もどした。

「とにかく、忘れないでね？　あの子は絶対に──殺さなきゃならないんだから」

「……わかっている」

「本当に？」

「……ああ。私は明日から、正式に生徒会役員として活動を始めることになる。今より格段に天河に近づきやすくなるはずだ」

「そっか。じゃあ……期待してるよ」

「…………」

　シノが首肯すると、ほたるはヒラヒラと手を振って部屋から去っていった。




　　　　◇




　翌日。神奈川学園の生徒会室には、都市首席である舞姫と、この都市を支える生徒会役員──通つう称しよう四天王たちが集まっていた。

　その中から舞姫が進み出、何やら任命書と胸章のようなものをシノに差し出してくる。

「じゃあシノ……じゃなくて、紫乃宮晶殿どの。貴き殿でんの功を讃たたえ、新たな生徒会役員として歓かん迎げいします！　これから共に力を合わせ、都市を守っていきましょう！」

　舞姫の声に合わせ、その後方に控ひかえていた三人がパチパチと拍はく手しゆをしてくる。

　銀呼に、柘榴。そして眼鏡めがねを掛かけた気弱そうな少女──八や重え垣がき青生。舞姫に仕え神奈川を守る四天王だ。

　四天王、という割に三人しか姿が確認できないのも道理である。先日あった大型〈アンノウン〉の襲しゆう撃げきの際、元四天王であった隠なばり谷や來くり栖すが、東京からのスパイであることが発覚し、その座を追われていたのだ。ちなみに來栖は処分が決定するまでの間、神奈川の施し設せつに留置されているという話だった。

　そして、それらの事件解決に尽じん力りよくした功により、シノがその抜ぬけた穴を埋うめることとなったのである。

「はい、シノ！」

「──謹つつしんで拝命する」

　シノはそう言うと、頭を下げてそれを受け取った。

　これでシノは、正式に生徒会役員として任命された。つまり──舞姫がいる生徒会室に、自由に出入りできることになったのである。

　それこそ昨日ほたるが言ったように、彼女が口に入れるであろう茶葉や菓か子しに毒を仕し込こむことさえ可能だった。

　まあ無論、容疑者が限定されたり、対象以外に被ひ害がい者しやが出るような手段を安易に選ぶようなシノではなかったけれど。

「…………」

　そんな考えが頭に浮かんだところで、シノは微かに眉まゆ根ねを寄せた。

　まるで──自分が、舞姫を殺さずに済む言い訳を必死に探しているようだと思ってしまったのである。

「あの、紫乃宮さん？」

　と、シノが無言でいるのを不思議に思ったのか、青生が顔を覗のぞき込むようにしながら声をかけてくる。

「なんだ」

「いえ、その、生徒会のお仕事を簡単に説明しておこうかと思いまして……」

「ああ……そうか。では頼たのむ」

　シノが言うと、青生はこくりとうなずいてから言葉を続ける。

「ええとですね、生徒会の大きな役割としては、〈アンノウン〉との戦せん闘とう時における部隊の指揮、及および防衛都市の管理・運営があります。紫乃宮さんには──むぎゅっ」

　不意に、青生が変な声を発する。

　しかしそれも無理からぬことではあった。青生の言葉を遮さえぎるように、銀呼と柘榴が両りよう脇わきから彼女をぎゅうとプレスしていたのである。

「そんなことより！」

「ええ何はなくともまず訓練です模も擬ぎ戦せんをしましょう」

　言って、二人がぐいぐいとシノに詰つめ寄ってくる。その過程で、青生が歯車に巻き込まれるかのようにもみくちゃにされていたが、彼女らはあまり気にしていないようだった。

「僕らは確かに一度君に敗れたかもしれない。でも、あの結果が全すべてだと思わないことだ！」

「そうですその通りです雪せつ辱じよく戦せんです今度は絶対に負けません」

「あうっ」

　そこで、二人におしくらまんじゅうされていた青生がポン、と後方に排はい出しゆつされる。

　青生は盛せい大だいにずれた眼鏡の位置を直すと、おずおずとシノたちの方を見上げてきた。

「あ、あのぉ……生徒会のお仕事は……」

「それはおいおい！」

「そ、そんなぁ……やっとちゃんと仕事してくれそうな人が生徒会に入ってくれたのに……」

　言って、力なくその場にくずおれる。だが銀呼と柘榴は後ろを振ふり返ることもなくさらにシノに迫せまってきた。どうやら以前、舞姫の前でシノに敗北してしまったことがよほど悔くやしいらしい。

　だが。シノは二人を押しとどめるように手を広げた。

「受けてやりたいところだが──少し待て」

「むっ？」

「なんですか臆おく病びよう風かぜにでも吹ふかれたのですか」

　挑ちよう発はつするような柘榴の言葉に、しかしシノは落ち着き払って首を横に振った。

「生あい憎にくだが、私は今出力兵装を持ち合わせていなくてな。量産品で構わん。刀型の兵装を手に入れたいのだが、どう申しん請せいすればいい？」

　シノが右手を掲かかげながら言うと、二人は「あ」と顔を見合わせた。

　そう。シノは先の戦闘の際、禁じ手である技わざを使い、武器を自じ壊かいさせてしまっていたのである。

「そっか……そうだね。ごめんシノ。私のせいで」

　それを聞いていた舞姫が、申し訳なさそうに肩かたをすぼめてくる。確かにシノが三の太刀たちを使った理由は、舞姫をトリトン級〈アンノウン〉から助けるためであった。彼女が責任を感じるのも無理からぬことではある。

　しかし、シノはプイと顔を逸そらした。

「謝られるような謂いわれはない。私は私の判断で三の太刀を振るっただけだ。恥はじるべきは特注の刀一本を使い潰つぶさねばならなかった私の未熟さだ」

「でも……」

　と。叱しかられた子犬のようにショボンとしていた舞姫は、そこで何かを思いついたように目を見開いた。もし彼女に尻尾しつぽが付いていたなら、ピンと天を衝ついていただろう。

「あ──そうだ」

「どうかしたか？」

　シノが問うと、舞姫はあからさまに慌あわてた様子でブンブンと首を横に振った。

「う、ううん、なんでもない！　それより、私ちょっと用事を思い出したからあとはよろしくね！」

　そしてそうとだけ言い残し、慌ただしく生徒会室を出ていく。

「あ──姫ひめ殿どの！」

「姫さん？」

「ど、どうしたんでしょう……」

「…………」

　残された四天王たちは、不思議そうに顔を見合わせた。







「……で、今日は終わりか？　ならば帰らせてもらうぞ」

　舞姫が突とつ然ぜん生徒会室を出ていってから数分。シノは無言で三人を見回したあと、小さく息を吐はいた。

「あ、はい。今日は紫乃宮さんの正式任命がメインでしたので、大だい丈じよう夫ぶだと──」

　が。青生が言いかけたところで、

「ちょっと待った」

「……まだ帰しませんよ」

　銀呼と柘榴がずいと前に進み出、その言葉を中断させた。

「なんだ。まだ何かあるのか」

「ああ。確かに任命式は終わった。シノ、君は正式にこの神奈川の生徒会役員になったわけだ。おめでとう、歓迎するよ」

「……ですがそれはあくまで表向きのものです」

「表向き？」

　シノが問うと、柘榴が目線を合わせぬままこくりとうなずいた。

「……ええ姫さんに仕え姫さんに従い姫さんを守る四天王としてはまだ我々はあなたを認めてはいないということですよねえ銀呼さん青生さん」

「うん、その通りだ」

「いや、私は別にいいんじゃないかと……」

　そこで青生が、銀呼と柘榴にギロリと睨にらまれる。

「ひ……っ」

　青生が息を詰まらせて後ずさる。銀呼と柘榴はコホンと咳せき払ばらいをしてからシノに向き直った。

「話を戻もどそう。無論、僕らは姫殿の決定に背そむこうという気はない。ただ、確かめさせて欲しいのさ。シノ、君に四天王たる資格があるかどうかをね」

「それは構わんが、一体どうやって」

　シノが言うと、二人はふっと口元を緩ゆるめた。

「ふふふふ知れたことです」

「四天王特別試験、姫殿カルトクーイズ！」

　そしてそう言って、バッと大おお仰ぎようなポーズを取ってみせる。一いつ拍ぱく置いて青生が手を引かれ、半ば強制的にポーズを取らされる。……まさか、四天王特別試験とやらに合格したら、シノもこのポーズに組み込まれるのだろうか。

　シノがそんなことを考えていると、銀呼が補足するように続けてきた。

「四天王たる者、姫殿に精通していなければならない！　これから僕らが出す姫殿に関連した問題に見事正解することができたなら、君を認めようじゃないか」

「……なるほど。理解した」

　気は進まないが、ここで拒きよ否ひして彼女らに不信感を抱かれるのも面めん倒どうである。そう判断してシノは首しゆ肯こうした。

　すると柘榴がそれに返すようにうなずきながら、青生の背をポンと叩たたく。

「よろしいそれでは第一問は青生さんお願いします」

「えっ、私ですか!?」

　青生は意外そうに目を丸くしたものの、柘榴の視線（正確には、柘榴の持ったパンダのぬいぐるみの視線）に圧おされてか、ため息混じりにうなずいた。

「あの、はい、じゃあ……問題です」

「ああ」

　青生は難しげな顔をして腕うでを組むと、数秒の間ううんと唸うなったのち、自信なげに続けてきた。

「えっと……天河さんの血液型は何型でしょう……とか」

「Ｏ型」

「あ、正解です。よく知ってますね」

　シノが即そく答とうすると、青生がパチパチと手を叩いた。

　とはいえ、褒ほめられるようなことでもない。物事は全て観察から始まる。暗殺対象のデータは、事前に頭に叩き込んであるのだ。これくらいの問題が答えられないようでは話にならない。

　理由は違ちがえど、柘榴と銀呼も同じことを思ったのだろう。二人同時にわざとらしく吐と息いきしながら肩をすくめる。

「……やれやれ青生さんはお優やさしいですね」

「まあ構わないさ。シノがこれくらいで躓つまずくような者でないということがわかっただけでも、一問目としては意味がある」

「……まあそれもそうですねでは次は私がいきましょう言っておきますが私は青生さんほど甘くはないですよとうっ」

　抑よく揚ようのないトーンで言って、柘榴がシノの前に躍おどり出てくる。

　そして大仰な動きで懐ふところに手をやると、そこから二枚の写真を取り出し、テーブルの上に並べた。

「それでは問題ですこの二枚の写真の違いがわかりますか」

「ん……？」

　シノは腕組みをしたまま、テーブルに置かれた写真を覗き込んだ。それに倣ならうように、銀呼と青生も姿勢を傾かたむける。

　二枚の写真は、どちらも舞姫を写したものであった。いつものように制服の上に外がい套とうを羽織り、道を歩いている光景である。ちなみに目線はカメラの方を向いていない。恐おそらく……というかまず間ま違ちがいなく盗とう撮さつだろう。

「ふむ……」

　シノは小さく唸り、あごに手を当てた。

　無論、二枚とも舞姫が写されているとはいえ、間違い探しのように相そう似じしているわけではない。構図や写真を撮とった場所は同じようだったが、表情や服の揺ゆれ方など、細かな差異を挙げればきりがなかった。

　とはいえ──柘榴がそんなことを問うているわけでないことは容易に察しがついた。きっと、もっと決定的な違いがあるのだろう。なるほど、青生の問題とは難易度が段だん違ちがいだった。

　シノは微かすかに目を細め、二枚の写真を観察した。

　微かな表情の違い。身体からだに纏まとわり付く服のラインの違い。そして舞姫の姿勢の違い。それらを複合的に判断すると、これは──

「ふふふ……」

　シノが考え込んでいると、柘榴が面おも白しろがるように笑ってきた。

「さすがに難しすぎたかもしれませんねまあこの差を見み抜ぬけるのは私くらいのものでしょうどうしてもわからなければヒントをあげ──」

「わかった」

「へ？」

　シノが短く言うと、柘榴が素すっ頓とん狂きような声を発した。

「わわわかったんですか本当に？」

「ああ。恐らくだが左の写真の天河は──下着を着けていない」

「ぶッ!?」

「ええっ!?」

　シノの言葉に、銀呼と青生が目を剝むいた。

　左の写真を指さしながら、続ける。

「左は右よりも強こわばった表情だ。微かだが発はつ汗かんも見られる。歩行の際の一歩も、足の角度からみて約七センチほど狭せばまっている。ここまでは尿によう意いを堪こらえているという可能性もあったが──制服のラインが決定的だな。僅わずかではあるが、胸むな元もとのシルエットに変化がある」

　淡たん々たんとした調子で気づいたことを述べる。ちなみにもう一つ付け加えるならば、舞姫の表情や体勢が、昨日下着無しで服を着ていたときのそれに似ているような気がした……というのが着想の種であった。

　すると柘榴は頰ほおに一すじたらりと汗あせを垂らしたのち、はあと息を吐いた。

「……正解です左の写真は姫さんが誤って下着を全すべて洗せん濯たくに出してしまったのに急用ができてしまい外出せざるを得なくなった際のものです恥はじらう表情が超ちようキュートです」

　柘榴が恍こう惚こつとした表情をしてから、感かん嘆たんするようにのどを鳴らす。

「……でもすごいですまさかノーヒントでこれが当てられるとは思いませんでした」

「ええ……私には全然わかりませんでした。佐治原さんは？」

　青生が言うと、銀呼は微かに肩かたを震ふるわせた。

「！　わ、わかったに決まっているじゃないか。四天王試験の問題を四天王が答えられないだなんてあるはずがない」

「その割には驚おどろいていたようだったが」

「気のせいだよ、気・の・せ・い！　それより、第三問は僕からだ！　とうっ！」

　銀呼は誤ご魔ま化かすように叫さけびを上げると、懐からジッパー付きのビニール袋ぶくろを五つ取り出し、テーブルの上に並べた。

「これは……」

　シノはビニール袋の中に入っていた黒い布製品に視線を落とし、目を細めた。銀呼が「そう！」と高らかに続けてくる。

「姫ひめ殿どのの夢袋から回収した、姫殿の靴くつ下したコレクションさ！　この五つを、古い順番に並べてみたまえ！」

「ええっ、そんな無茶な！」

　青生が眉まゆを八の字に歪ゆがめながら言う。しかし銀呼は腕組みしながらブンブンと首を横に振ふった。

「否いな！　無茶じゃない！　姫殿を思う気持ちさえあればわかるはずだ！」

「いや、気持ちとかいう問題ですかねこれ……」

「…………」

　青生は未いまだ理解できないといった様子で困こん惑わくしたような表情を浮うかべていたが、シノはさして気にせず、靴下の収められたビニール袋を手に取った。

　そしてジッパーを開けて、直接中の状態を確かく認にんしていく。

「ふむ……」

　布地の状態、汚よごれ方、においなどをチェックしたのち、シノは靴下の順番を並ならべ替かえた。

「これでどうだ。左から順に古いものだ」

「！　ほう……？」

　シノの回答を見て、銀呼がぴくりと眉を揺らす。

「なるほどなるほど。でもシノ、一つ忘れているんじゃないかい？　この最後の一つは、一体どこに入るのかな？」

　言って、銀呼がテーブルの端はしに除よけられていたビニール袋を摘つまみ上げる。

　そう。シノが順番を入れ替えたのは五つのうち四つのみであり、一つだけ仲間はずれを作っていたのである。

　シノは目を伏ふせると、小さく首を横に振った。

「それはこの中に入れない」

「……ほう、なぜだい？」

「それだけ、天河の靴下ではないからだ」

「……！」

　シノがビッと指を突つきつけながら言うと、銀呼は驚いたように目を見開いた。

　そののち、はあと息を吐はき、手にしていたビニール袋をひょいと乱雑に放ほうる。

「……その通りだ。なぜわかったんだい？」

「まず気になったのは生き地じの違いだ。僅かだが、この靴下だけが薄うす手でだ。それに、他ほかのものが土汚れや擦すれによって劣れつ化かしているのに対し、この靴下には穴が開いている。それに何より──微かではあるが、においが強い」

　そう言ってシノが目を見返すと、銀呼はやれやれといった様子で肩をすくめてきた。

「お見事。そう。その靴下だけは姫殿のものではなく、青生あおいのものだ。ひっかけのつもりだったんだが、やるね」

「……ええっ!?」

　銀呼の言葉に、青生が裏返った声を発する。

「わ、私のって……いつの間に!?　っていうかにおいが強かった……!?」

「気に病やむな。誤差の範はん囲いだ」

「なんだか気を遣つかわれている!?」

　青生はひとしきり叫ぶと、よろよろとよろめいてしくしくと泣き始めた。

　が、当の銀呼はさして気にした様子もなく、テーブルに並んだ靴下を回収すると、ビッとシノに指を突きつけた。ちなみに青生の靴下はぞんざいにゴミ箱に捨てていた。それを見た青生がもの凄すごく複雑そうな顔をしていた。

「ふふ……予想以上にやるじゃないか、シノ。でも四天王試験はまだ──」

　と。

　銀呼は途と中ちゆうで言葉を止めた。同時、微かな振しん動どう音おんが響ひびいてくる。どうやら彼女の服の中で携けい帯たい端たん末まつが鳴っているらしかった。

　否、正しく言うなら、柘榴、青生もまた、何かに気づいたように顔を上げ、ポケットを探さぐって携帯端末を取り出していた。

「ちょっと失礼」

　銀呼はそう言うと端末の画面に目をやり、

「……ッ!?」

　両の目をカッと見開いて顔を上げた。

「シノ、すまない！　急用ができた！　試験の続きはまた今度だ！」

　そして、まるで先ほどの舞姫のように叫んで、帰り支じ度たくを整え始める。

「何……？」

　シノは怪け訝げんそうに眉をひそめた。一体何があったというのだろうか。

「待て。それは構わんが、四天王試験とやらの結果はどうなった」

「む──まあ、少々不本意ではあるけれど、今回は合格ということにしておいてあげよう。ただ油断しないことだね。姫ひめ様クイズは四天王定例会議のたびに行われる！　精しよう進じんを怠おこたらないことだ！」

　銀呼は高らかにそう宣言すると、一目散に部屋から走り去っていった。

　しかし、事態はそれだけに終わらなかった。銀呼と同じく端末を見ていた柘榴と青生もまた、同様にそわそわし始めたのである。

「……わわわ私もお先に失礼しますではまた今度」

「あのー……じゃあ、私も……」

　言って、二人も生徒会室を後にする。

「…………」

　生徒会室に一人残された新人生徒会役員は、とりあえず窓を閉めて扉とびらを施せ錠じようしてから、部屋を後にした。








第二章　深淵もまたこちらを覗いている









　夜。都市中央部のほど近くに位置する寮りようの一角で。

「……よしっ」

　銀ぎん呼こはコンパクトミラーを覗のぞいて前まえ髪がみをチェックすると、拳こぶしを握にぎりしめて力強くうなずいた。

　別に髪かみ型がたにこだわりがあるわけでもなければ、日ひ頃ごろから入念な手入れをしているわけでもない。実際適当に前髪を流したりねじったりしてみたが、どの形が正解なのか未だにわかっていない節がある。

　とはいえ、銀呼はさしてそれを気にしてはいなかった。こういうのは雰ふん囲い気きと心構えが大事なのである。

　コンパクトを閉じ、ポケットに放り込んだのち、心地ここちのよい緊きん張ちように速くなった心臓の鼓こ動どうに合わせるかのように、廊ろう下かにリズミカルな足音を響かせていく。別に意識したわけでもないのに、いつの間にか鼓こ膜まくに、自分の鼻歌が聞こえてきた。

　無論、銀呼がこうも上じよう機き嫌げんなのには理由がある。

　銀呼はポケットから携帯端末を取り出すと、数時間前舞まい姫ひめから届いたメッセージを表示させた。

「ふふ……姫殿が僕に相談か。一体なんだろうな」

　そう。そこには、銀呼に何かを話したい旨むね、そして時間と場所が書かれていたのである。

　銀呼が今いるのは、舞姫が住んでいた場所のすぐ近くにある寮だった。來くり栖すによって破は壊かいされてしまった寮の修しゆう繕ぜんが終わるまで、舞姫が臨時の住居として使用している場所である。

　ちなみに一昨日おとといの夜、舞姫をシノの部屋から救出したあと、舞姫は銀呼の部屋に宿しゆく泊はくしていた（まあ、結局じゃんけんに敗れた柘榴ざくろも一いつ緒しよに銀呼の部屋に泊とまりにきたのだが）。

　もちろん舞姫を床ゆかに寝ねかせるわけにはいかないため、遠えん慮りよする舞姫をベッドに寝かせたのだが……その際舞姫が使ったシーツと毛布は一生洗わずにいようと決めた銀呼だった。厳重に保管して子々孫々家宝として受け継つごうと決めた銀呼だった。お盆ぼんと正月にだけ倉から出して残り香がを楽しもうと決めた、銀呼だった。

　閑かん話わ休きゆう題だい。とにかく今、銀呼は舞姫に呼び出されてその部屋に向かっていたのである。無論テンションはマックス。今ならば頼たのまれてもいないのに軽快なステップが踏ふめそうだった。

　が──

「……うん？」

　舞姫の部屋の前に辿たどり着いたところで、銀呼はぴたっと足を止めた。

　理由は単純。右方から青生あおいが、そして左方から、銀呼と同じように上機嫌そうに足音を響かせた柘榴がやってきたからだ。

「あれ？　二人とも、こんな時間にどうしたんだい？」

「……お二人こそなぜここに」

「あ、もしかして佐さ治じ原はらさんと音おと無なしさんも天てん河かわさんに呼ばれたんですか？」

　銀呼と柘榴が首を傾かしげていると、青生がポンと手を打ちながらそう言った。

『…………』

　銀呼と柘榴は数秒の間無言になったのち、大きなため息を吐ついた。青生が慌あわてたように二人を交こう互ごに見る。

「わ、私何か悪いこと言いましたか？」

「……いえ青生さんは何も」

「……ああ。ただ少し、夢を儚はかなんでいるだけさ」

　考えてみれば何もおかしなことはない。というか、普ふ通つうに考えれば他の面子メンツを集めている可能性は十分あった。ただ、突とつ然ぜんの舞姫からのお誘さそいで舞まい上がってしまっていたため、少々がっかりしてしまったのである。

　とはいえ、舞姫に頼たよられているという事実がなくなったわけではない。銀呼は気を取り直すように姿勢を正すと、部屋のドアをノックした。

「姫ひめ殿どの。きたよ」

　すると、扉の向こうからパタパタという足音が聞こえてきて、ドアが開かれた。

「いらっしゃい。待ってたよ！」

　そしてそう言いながら、舞姫が顔を出してくる。

　──湯上がりほかほかで、その身に可愛かわいらしいパジャマを纏まとった舞姫が。

「はうっ」

「ふぐおっ」

　銀呼と柘榴は同時に仰のけ反った。そうでもしなければ、鼻血が垂れてしまいそうだったのだ。

「えっ、二人ともどうしたの？」

「い、いや……なんでも」
















「……大だい丈じよう夫ぶですお気になさらず」

「そ、そう？　じゃあ入って」

　言って、舞姫は三人を部屋に招き入れた。銀呼と柘榴は上を向いて歩いていった。鼻血がこぼれないように。

　部屋の中には、所ところ狭せましとぬいぐるみや小物が並べられていた。破壊された舞姫の部屋から無事だった私物を運び込んだらしいのだが、臨時に用意した部屋であるため、収納スペースに収まり切っていないようである。

　しかし、たくさんのぬいぐるみに囲まれた舞姫は、まるでおとぎ話のお姫様のように可愛らしかった。──ようやく落ち着きかけた銀呼と柘榴の毛細血管が、またしてもうずき始めるくらいに。

　銀呼は深呼吸をして心しん拍ぱくを落ち着けると、ようやく顔を正面に向けた。

「……ふう。それで姫殿、僕らに相談があるとか」

「あ、うん。そうなんだ。実はね……」

　舞姫はそう言うと、テーブルの上に書類を広げた。

「これは……」

　三人は同時にそれを覗き込んだ。

　どうやらそれは、出力兵装の素材発注書であるようだった。

〈アンノウン〉の出現する東とう京きよう湾わんゲートから国土を守る湾わん岸がん防衛三都市、東京、千ち葉ば、神か奈な川がわは、それぞれ違ちがった特色を持つ都市でもある。

　たとえば東京には三都市のトップが会議を行う中央会議場が、千葉には三都市の食料をまかなうプラント施し設せつがそれぞれ存在する。

　そしてそれらと同様に、神奈川には、三都市の生徒が扱あつかう特とく殊しゆな武器──出力兵装の製造施設があるのである。

　神奈川の都市首席たる舞姫は、いわば最強の剣けん士しであると同時に、『工こう房ぼう』の長でもあったのだ。

「天河さんが直接素材を発注するなんて珍めずらしいですね。出力兵装を新調でもするんで……あれ？」

　と、青生が言葉の途と中ちゆうで首を傾げ、眼鏡めがねの位置を直しながら発注書を見直す。

「天河さんの剣けんにしては小さいですね。これは……刀型ですか？」

「刀？」

　青生の言葉に、銀呼は眉まゆ根ねを寄せた。

　刀型の兵装。その使い手に一人、心当たりがあったのだ。

　どうやら柘榴も銀呼と同じ考えに至ったらしい。額に汗あせを滲にじませながら問いを発する。

「まさか姫ひめさんそれは」

「うん。シノに……って思って。驚おどろいてくれるかな？」

　舞姫は照れくさそうに微笑ほほえみながらうなずいた。

「げふあ」

「ぐしゃらべれぼら」

　銀呼と柘榴は、シノに対する嫉しつ妬とと、舞姫のあまりに可愛らしい微笑みのダブルパンチを受けてテーブルに突つっ伏ぷした。

「わっ！　だ、大丈夫、二人とも？」

「あ、ああ、心配いらないよ、姫殿」

「……ええ問題ありませんただこの世の不条理について考えてしまっただけです」

「そ、そうなの……？」

　舞姫は不思議そうに首を傾げたのち、続けてきた。

「シノ、私のせいで出力兵装を壊こわしちゃったから、代わりの刀をプレゼントしようと思って。シノの刀もいいものだったけど、命めい鉄てつだけで鍛きたえ上げれば、きっとシノのあの技わざにも耐たえられるものができると思うんだよね！」

「め、命鉄純度一〇〇パーセントですか……？　それは何とも……」

　青生が頰ほおに汗を垂らしながら眉まゆを歪ゆがめる。

　しかしそれも当然だった。命鉄とは、出力兵装に用いられる命気オーラ伝導率の高い金属の俗ぞく称しようである。基本的に、その使用比率が高ければ高いほど、激しい命気オーラの循じゆん環かんに耐えることができるとされている。

　しかし、だからといってただ純度を高めればよいわけではない。自らの命気オーラ量にそぐわない武器を使用していては逆に循環効率が落ちてしまうのである。

　一いつ般ぱん的な出力兵装ならば二、三割、銀呼たち上位クラスの生徒が使用するものでも、せいぜい五、六割程度の比率だ。純命鉄の兵装を使用しているのは、現在の神奈川では舞姫のみであった。

　あとはまあ……単純に値段の問題だろうか。命鉄は加工が難しい上、良質なものとなれば純金よりも値が張る高価な金属なのである。純命鉄の武器など、そうそう用意できるものではない。

「うん。シノなら使いこなせると思うんだよね。あのシノがもっと強くなるんだよ。見てみたくない？」

「それは……」

　舞姫の言葉に、銀呼は口ごもった。

　舞姫にここまで目をかけられているシノは羨うらやましくて仕方がないが──それと同時に、舞姫が言っていることも理解できてしまったのである。

　シノ。紫し乃の宮みや晶あきら。舞姫と四天王を除けば初めて銀呼の背に土を付けた相手。もしシノがその力を十全に発揮できる武器を握にぎったとしたなら、一体どれほどの力を振ふるうのだろうか。それを考えると、闘とう争そう心しんと好こう奇き心しんがない混ぜになったようなものが、心の奥底でちろちろと燃えるのが自覚できたのである。

　どうやらそれは、柘榴も同じであったらしい。悔くやしいが認めざるを得ない、といった顔で、口元をモゴモゴと動かしていた。

「でも……」

　と、そこで、それまで楽しそうに話していた舞姫が声のトーンを落とした。

「どうしたんだい、姫殿」

「ん……材料は最高のものが揃そろえられそうなんだけど、シノの身体からだの正確なサイズがわからないんだよね。本当は細かく採寸させてほしいんだけど、それじゃあサプライズにならないし……」

　言って、困ったように眉を八の字にする。

　そう。専用の出力兵装を造る場合、ある意味で命鉄比率よりも重要になってくるのは、その武器の大きさであった。

　特に近接武器型の兵装の場合、一ミリメートルの違いが使い心地ごこちを左右することも珍しくない。少なくとも正確な身長と手足の長さを把は握あくせねば、最高の仕事はできないと言っていいだろう。

　銀呼はふうむとあごに手を置いた。

「ふむ……なるほど。相談事というのはそれか」

「うん。ごめんね、みんな。忙いそがしいのに付き合わせちゃって。でもどうしてもいい方法が思い浮うかばなくて……」

　舞姫が申し訳なさそうに言う。銀呼たちは慌てて首をブンブンと横に振った。

「そんな。謝らないでくれ姫殿。僕らは姫殿に頼られて嬉うれしいんだ」

「そうです気になさらないでくださいむしろもっと呼び出してください毎日でも毎時でも毎分でも毎秒でもいいですよ」

「銀呼ちゃん……柘榴ちゃん……」

「いやそれって常時一いつ緒しよってことですよね……」

　柘榴の言葉に、青生が苦く笑しようする。

　しかし銀呼と柘榴は気に留めず、そのまま腕うで組ぐみして考えを巡めぐらせた。

「シノに気づかれないようにシノの身体を採寸する方法……か」

「……ええなかなか難しいオーダーではありますが方法がないわけではありませんね」

　言って、柘榴がニッと唇くちびるの端はしを上げる。銀呼もそれに同調するようにこくりとうなずいた。

「ああ。ならあの方法しかないね」

「……ええお任せください姫さん」

「あの方法……？」

　二人の意味深なやりとりに、舞姫が不思議そうに首を傾かしげた。

　青生は、二人の思おも惑わくに気づいたように力なく苦笑していた。




　　　　◇




　二〇四九年現在、『神奈川』といえば、〈アンノウン〉から国土を守るための湾岸防衛都市及および、そこに存在する学園施設のことを示す。

　未み曾ぞ有うの戦せん禍かによって破は壊かいされた旧横よこ浜はま跡あとに、新たに造られた城じよう塞さい型の都市である。湾岸部には監かん視し塔とうが聳そびえ、何時いつ何なん時どき〈アンノウン〉が現れようと即そく座ざに対応することができる、前線基地としての役割も有していた。

　とはいえ、都市内が常に張り詰つめているのかと言われれば、そんなことはない。

　シノは道を歩きながら、何とはなしに辺りに視線をやった。通りには様々な店が建ち並んでおり、街を喧けん噪そうで彩いろどっている。

「──いい街だ」

　誰だれにともなく、呟つぶやく。

　都市内に住んでいるのは、大半が未成年の少年少女たちである。学校の終わったこの時間帯は一番のかき入れ時なのだろう。どの店にも、白を基調とした神奈川の制服を纏まとった生徒たちが多数出入りしていた。

　常に戦せん闘とうに備えているのと、神経を張り詰めさせ続けているのとは意味合いが違う。如何いかに訓練された戦士とはいえ、四六時中緊きん張ちよう感かんを保ったままでは疲ひ弊へいしてしまうだろう。むしろ、いつ敵が出るかわからない状じよう況きようの中でしっかりと休養を取れるのは、非常に重要な能力であるということができた。

　まあもちろん……年とし端はもいかない少年少女たちが、そんな戦士としての適正を身に付けてしまっているこの現状が本当に正常な状態なのかは判断の難しいところではあったけれど。

　ともあれ、〈アンノウン〉襲しゆう来らいの警報が鳴ることもなく、防衛都市神奈川の午後は、いつものように穏おだやかに過ぎていった。

　だが。

「……ん？」

　シノは不意に後方を振り向いた。

　微かすかではあるが──視線のようなものを感じたのである。

「なんだ……？」

　刀型の出力兵装の柄つかに軽く手をかけながら、辺りを見回す。

　ちなみにこの武器は、昨日格納庫から適当なものを見み繕つくろってもらったものである。命鉄比率三割の量産品である上、シノの身長に対して少々刃はが長すぎるきらいはあったが、あまり贅ぜい沢たくは言っていられないだろう。いざ戦闘となったとき、武器がないので戦えませんでは話にならない。

　せっかく剣の都市神奈川にいるのである。本当なら都市内にある出力兵装製造施し設せつ──通つう称しよう『工こう房ぼう』に新しい兵装を発注したかったのだが、潜せん入にゆう任務を行っている手前、あまり自身のデータと痕こん跡せきをこの都市に残したくなかったのだ。

　と、そこでシノは、喫きつ茶さ店てんのオープンテラスにいた女子生徒の集団が、ひそひそと話しながらシノにちらちらと視線を寄よ越こしてきているのを発見した。シノと目が合った瞬しゆん間かん、女子生徒たちが照れくさそうに手を振ってくる。

「…………」

　どうやら、今し方感じた視線はあれだったようだ。シノが四天王入りしてから、どうもああいう手合いが増えたような気がする。目立ちたくないシノとしてはあまり望ましくない事態ではあった。

　とはいえ、それを無視して悪い噂うわさを広められるのもまた、上手うまくない。シノはその少女たちに小さく手を掲かかげてから、「きゃー！」という黄色い声を背に、再び道を歩いていった。







「はぁ……っ、はぁ……っ」

　都市内の商店街にある塀へいの陰かげで、柘榴は息を荒あらくしていた。

　とはいえ柘榴は別に、躓つまずいた舞姫に偶ぐう然ぜんほっぺにチュウされてしまったわけでも、風の悪戯いたずらで舞姫のスカートが舞まい上がった光景を目にしたわけでもない。さらに言うなら、この動どう悸きは興奮ではなく、緊きん張ちようによるものであった。

「大だい丈じよう夫ぶ、柘榴ちゃん？」

　そう言って、舞姫が柘榴の顔を覗のぞき込んでくる。そのレアな表情に、収まりかけていた動悸がさらに激しくなってしまう柘榴だった。

「……はいなんとか」

　額に汗あせを浮かべながら、激しく肩かたを上下させ、どうにか呼吸を落ち着ける。

　背を預けていた壁かべを押すようにして姿勢を正しながら、柘榴は言葉を続けた。

「……でも驚おどろきですねまさかあのタイミングと角度で気づかれるなんて」

　言って、塀の向こうに視線をやる。──シノが歩いているであろう、その方向に。

　そう。柘榴は先ほど、シノの姿を写真に収めようとしたのだが、気配を察知されて失敗に終わっていたのである。

　しかも、柘榴はただシノに近づいていたわけではない。柘榴の〈世界〉──『一度行った場所に舞い戻もどることのできる世界』を用い、正確に、一いつ瞬しゆんのうちにシノの背後を取ったのである。まさかあれで気づかれるとは思っていなかった。

　それは他ほかの面々も同じだったらしい。舞姫の後方に控ひかえていた銀呼と青生が、驚いたような顔を作っている。

「やるね、シノ。しかし……困ったな。柘榴が写真を撮とれないとなると、もう神奈川都市内にシノを激写できる人間はいないんじゃないかな？」

「ええ……まあ、そうでしょうね」

「……面めん目ぼく次し第だいもないです」

　柘榴は申し訳なさそうに顔を伏ふせた。

　そう。柘榴たち四天王は、親愛なる主あるじ舞姫の希望を叶かなえるため、シノの身長及び身体のサイズを測ろうとしていたのである。

　シノが何らかの比ひ較かく物とともに写っている写真さえあれば、その身長を割り出すことが可能だ。そこで、都市内で最も盗とう撮さつを得意とする柘榴がその任を帯びたのだが……結果はご覧の通りだった。

　シノと柘榴は以前一度刃やいばを交えたことがある。もしかしたらその際〈世界〉と気配に慣れられてしまったのかもしれなかった。……まあ、舞姫の写真を撮るときよりも若じやつ干かん柘榴のテンションが上がらなかったというのも要素の一つかもしれなかったのだけれど。

「でも……」

　と、柘榴が自省していると、舞姫が難しげな表情を浮かべながら声を上げてきた。

「……どうかしましたか姫ひめさん」

「うん……シノの身長を知りたいのは確かなんだけど……これって、盗撮だよね？」

『…………』

　舞姫のもっともすぎる言葉に、三人は思わず無言になった。

　数秒の沈ちん黙もくののち、顔中に脂あぶら汗あせを浮かべながらそれに返す。

「……いやでも姫さんシノに気づかれないようにとなるとやはりこういう手段しか」

「ん……そうだよね。せっかくみんなが私のためにこんなことまでしてくれてるのに、変なこと言って、ごめん」

「いえそんな」

「でもやっぱり、自分が知らないうちに写真を撮られてるのって、シノが知ったら嫌いやな気持ちになるんじゃないかなって……」

「がふっ！」

　柘榴は吐と血けつするように咳せき込むと、その場に力なく膝ひざを突ついた。

　それはそうだ。柘榴は都市一の盗撮の名人。そしてそのレンズは、全すべて他ならぬ舞姫に向けられていたのである。それが褒ほめられた行こう為いでないことはうっすらと自覚していたが、改めて本人に言われると、心が抉えぐられるかのような錯さつ覚かくを覚えるのだった。

「お、音無さん！」

「しっかりするんだ柘榴！　傷は浅いぞ！」

「えっ？　えっ？」

　青生と銀呼が慌あわてた様子で柘榴に駆かけ寄り、舞姫が突とつ然ぜんのことに目を丸くする。

　柘榴は内臓がボロボロになったかのような錯覚に陥おちいりながらも、どうにかその場に立ち上がった。

「……ええあのそうですね別の手段を探しましょう……」

「う、うん……大丈夫？」

　心配そうな舞姫に、力なく首を前に倒たおして答える。

　すると青生が、難しげな顔を作った。

「でも、そうは言っても相手はあの紫乃宮さんですよ？　音無さんでさえ感づかれてしまったのに、本人に気づかれずに身体からだのサイズを測る方法なんてあるんでしょうか」

「ふむ……」

　皆みなが一いつ斉せいに腕うで組ぐみして、ううむと唸うなる。

　しばらくの間思案したあと、銀呼が指を一本ピンと立てた。

「ではこういうのはどうだい？　ゴミの日に集積場に行って、シノの出したゴミを捜さがすのさ。何日か続けていれば、シノの体格を知ることのできる何かが手に入るかもしれない。しかも一度捨てたものなら漁あさっても犯罪にはならない！　どうだい、完かん璧ぺきだろう!?」

　言って、自信満々といった調子でうなずく。

　しかし。

「え……っ、なにそれこわい……」

「あふん！」

　舞姫が怯おびえたようにそう言った瞬間、銀呼は膝をガクガクさせてその場にくずおれた。

　無理もない。銀呼も柘榴と同様、舞姫の捨てたゴミ袋ぶくろ、もとい夢袋を漁ることをライフワークとしていたのである。

「ご、ごめん……私のわがままのために案を出してくれてるのに……」

　事情を知らぬ舞姫が、申し訳なさそうに言う。そんな心優やさしいところも彼女の魅み力りよくなのであるが、今の柘榴と銀呼には逆効果だった。ギリギリと締しめ付けられるように良心の呵か責しやくに苛さいなまれる。

「い、いや……いいんだ。そうだね。確実性もないし、別の方法を考えようか……」

　銀呼は力ない笑えみを浮うかべながら、よろよろと立ち上がった。

　そしてそれから、またしばらくの間沈黙が流れる。

　そもそも、本人に気づかれずに身み丈たけを測ろうというのが難題なのである。しかも相手は、南みなみ関かん東とうでも上位クラスの柘榴と銀呼二人を倒したあのシノときたものだ。ああして街中を歩いているときでさえ油断なく気を張っており、一いつ切さい隙すきを見せない。少なくともシノに意識がある状態では──

「……あ」

　そこで、柘榴はとあることに思い至った。その声に気づいたのだろう、三人が視線を柘榴に寄越してくる。

「ん？」

「どうしたの、柘榴ちゃん」

「……いやあの」

　人と目を合わせるのが苦手な柘榴は、手にしていたパンダのぬいぐるみに話しかけるような格好で言葉を続けた。

「……一つ思いついたことがあります試ためしてみませんか」

　柘榴の言葉に、三人は目を見合わせた。







　──それからおよそ一〇時間後。

　舞姫、柘榴、銀呼、青生の四人は、シノが住む部屋の前までやってきていた。

　時刻はもう夜の二時を回っている。とうに就しゆう寝しん推すい奨しよう時間を過ぎているため、辺りはシンと静まりかえり、廊ろう下かにも最低限の明かりしか点ついていなかった。

「……い、いいのかなぁ、これ……」

　そんな静せい寂じやくの中、舞姫はひそひそと声を発した。

　しかしそれも当然ではある。何しろ舞姫たちは今、シノが寝ねている部屋に無断で侵しん入にゆうしようとしていたのである。

　そう。柘榴の出した案。それは、シノが眠ねむっている間に身体の採寸を済ませてしまおうという、シンプル且かつ確実、それでいて犯罪感バリバリのものだったのだ。

　青生が舞姫の言葉に返すように苦く笑しようしてくる。

「まあ、いいか悪いかで言ったらよくはないと思いますけど……」

　すると、それに被かぶせるようにして玄げん関かんの鍵かぎ穴あなをカチャカチャと弄いじっていた柘榴と銀呼が声を発してきた。

「……仕方ありませんシノさんの採寸なんて意識のないときにしかできませんし」

「いいじゃないか。お互たがい様さまってところだろう」

「お互い様……？」

　舞姫が不思議そうに首を捻ひねると、銀呼が「あっ」と声を漏もらした。

「それってどういう……」

「い、いや、なんでもないよ」

「……銀呼さんのウィットに富んだジョークですそれより姫さん玄関開きましたよ」

　舞姫の言葉をかき消すように、二人が矢や継つぎ早ばやに言ってくる。

　まあ、あまり気にしても仕方あるまい。それに──確かに柘榴の言うとおり、今はシノの方に集中せねばなるまい。

「うう……勝手にごめんね、シノ。良い剣けん造るから許してね……っ」

　舞姫は小さな声で謝ると、ゆっくりと扉とびらを開け、できるだけ音を立てないようにそろそろと部屋の中へと入っていった。そのあとを、柘榴たちが同じように足音を殺しながらついてくる。

「シノは……」

「あそこみたいだ」

　銀呼が部屋の奥にあるベッドを指さした。確かに銀呼の言うとおり、毛もう布ふが人の形に盛り上がっている。もしまだシノが起きていたら大変だったが……どうやら眠っていてくれたらしい。

「よし……」

　舞姫は意を決すると、ポケットからメジャーを取り出し、両手でそれを構えながらベッドに近づいていった。

「……、……」

　そして銀呼と柘榴にアイコンタクトで合図をし、ゆっくりと毛布を捲まくってもらう。

　だが──

「えっ？」

　毛布が肩かた口ぐちまで捲られたところで、舞姫は目を丸くした。

　だがそれも無理からぬことである。

　何しろ毛布の中から出てきたのはシノの寝ね顔がおではなく──人の形になるよう丸められた布ふ団とんだったのだから。

　次の瞬しゆん間かん。頭上から何者かが飛びかかってきたかと思うと、舞姫はその場に組み敷しかれてしまった。俯うつぶせに押さえつけられたのち、カッ！　と頰ほおの隣となりに刃はが突き立てられる。

「──動くな。何者だ」

「わっ!?　わわっ！」

　舞姫は慌てて声を発した。

　するとそれに合わせるように部屋の明かりが点き、その声の主の姿が見取れるようになる。──舞姫に馬乗りになった、シノの姿が。

「し、シノ!?」

「天河？」

　シノは訝いぶかしげな顔をして舞姫を見下ろすと、舞姫の拘こう束そくを解き、その場に立ち上がった。まあ、舞姫の顔を見て安心したというよりは、本気を出されたら押さえていられないから離はなれた、という戦略的な行動のように見えて仕方なかったけれど。

　眼がん窩かの中で眼球をギロリと巡めぐらせ、周囲にいた四天王たちを見回す。

「……音無に佐治原、八や重え垣がきまで。こんな時間に一体何の用だ」

「え、えっとね、それは……」

　舞姫は目を泳がせながら立ち上がり──その手にメジャーを握にぎっていることを思い出し、慌てて手を背の後ろに隠かくした。シノが目を細め、怪け訝げんそうにそれを見てくる。

「今、何を隠した？」

「な、何でもないよ！」

　舞姫があからさまに狼狽うろたえた声を発すると、柘榴がそれをサポートするように続けてきた。

「……そそそれよりシノさんあなたこそ何ですかこれは」

　言って、丸めた布団が寝かされたベッドを指さす。見ようによってはなかなかホラーな光景だった。

「何、と言われてもな。襲しゆう撃げきを避さけるため、いつもこうして寝ているが」

　何かおかしなことでも？　というようにシノが言う。青生が額に汗あせを滲にじませながら苦笑した。

「し、襲撃って……そんなことあるんですか？」

「つい今し方受けたばかりだが」

『う……っ』

　シノの言葉に、『襲撃者たち』は頰に汗を垂らしながら声を詰つまらせた。

　が、黙だまっていては容疑を認めるようなものである。そこで銀呼が何かを思いついたように声を上げた。

「そ……そうそう！　それだ！　実はこれは、神奈川伝統の寝ね起おきドッキリでね！　新しく四天王に入った生徒には全員実じつ施ししてるんだ！」

「……寝起きドッキリ？」

「ああ。僕たち防衛都市に所属する生徒たちには、常在戦せん闘とうの精神が求められる。どんなときでも油断せず戦いに備えられているかを見るために、こうして模も擬ぎ襲撃を行うのさ！　確かほら、柘榴のときはベッドの周りにパンダ型爆ばく雷らいが仕し掛かけてあって……」

「……いやなに言ってるんですか人の部屋に変なもの……」

「仕掛けてあったよね!?」

「……！　ああああそういえばそうでした失念していましたベッドの周りにそれくらい仕掛けます人間だもの」

「…………」

　銀呼たちの苦しすぎる言い訳に、シノが疑わしげな表情を作る。

　が、数秒ののち、シノは得心がいったように腕組みした。

「なるほど、そういうことか」

「えっ、それで通るの!?」

「ん？」

「い、いや、あの……何でもないです」

　意外な答えに、舞姫は思わず声を発してしまった。泡あわを食って両手で口を塞ふさぐ。

　シノはしばしの間訝しげに舞姫を見ていたが、やがてフンと息を吐はいて視線を逸そらした。

「まあいい。──それで、どうだったんだ？」

「え？　どうって……」

「だから、模擬襲撃とやらの結果だ。常に戦いを想定しているか否いなかのテストだったのだろう？」

「あ……う、うん！　そりゃもう合格だよ。むしろ完かん璧ぺきすぎるっていうか……」

「そうか」

　言って、シノが鼻から息を吐く。表情も声もいつものように平へい坦たんなものだったが、心なしか少し誇ほこらしげに見えた。

「ではもう用は済んだだろう。おまえたちも、早く帰って寝るがいい。睡すい眠みんは全すべての基本だぞ。眠れるときに寝ておくのもまた戦士の仕事だ」

　言って、シノが舞姫たちを追い払はらうように手を払ってくる。

「う、うん……おやすみ」

　舞姫は身体からだの後ろに隠したメジャーが見つからないように、不格好なカニ歩きでシノの部屋を出ていった。

　そしてそのまま寮りようを出、皆みなで一いつ斉せいにはぁとため息を吐く。まるで、寮を出るまで皆息を止めていたかのように。

「はぁ……びっくりしたぁ……」

「ですね……途と中ちゆうで気づかれる可能性は考こう慮りよしていましたが、まさかあんな……」

「……あの調子では隙すきを見つけるのは困難ですねシノさん本人の身体を採寸するのは諦あきらめざるを得ないかもしれません」

　青生と柘榴が渋じゆう面めんを作りながら言ってくる。舞姫は二人の顔を交こう互ごに見たのち、肩かたを落とした。

「……やっぱりサプライズは諦めて、ちゃんと事情を話した方がいいのかな？」

「──いや。待ってくれ姫ひめ殿どの。まだ一つ、考えがある」

「え？」

　銀呼の言葉に、舞姫は目を丸くした。




　　　　◇




　舞姫たちから襲撃を受けた翌朝。シノは出力兵装を携たずさえ、街へと出ていた。

　昨日訓練場で何度か刀を振ふってみたのだが、やはりどうも手に馴な染じまなかったため、可能な限り自分で調整をしておこうと考えたのである。

　刀とう剣けん型の出力兵装は、生徒たちの命気オーラを伝導させる命鉄でできた刃と命気オーラカートリッジによってできている。シノが今持っている刀にも、鍔つばの部分に円えん錐すいを二つ組み合わせたような形のカートリッジが取り付けられていた。

　原理的に言えば命鉄のみでも出力兵装を造ることは可能なのだが、生徒たちが命気オーラを循じゆん環かんさせていられる時間には限りがある。それを補助するために、事前に命気オーラを充じゆう塡てんさせておいたカートリッジを取り付けてあるのである。

　その基本構造を弄いじることはできないが、鍔の大きさや柄つかの太さなど、個人で手を入れられる箇か所しよも少なくなかった。量産品であっても、そういった微び調ちよう整せいを施ほどこすことによって精度を上げることは可能だったのである。

　確か『工こう房ぼう』の近くに、兵装の生産過程で出たジャンク品を扱あつかう店があったはずである。頭の中で暗記した都市内の地図を展開しながら、道を歩いていく。

　無論、周囲には常に気を配っている。何しろシノはこの都市のトップの暗殺を命じられたエージェント。言うなれば敵の腹の中にいるようなものなのだ。

「…………」

　シノは無言で、昨晩のことを思い出した。

　舞姫と四天王──つまりはこの都市の最高戦力による深夜の襲撃。

　銀呼の説明によればあれは寝起きドッキリ……要は訓練のようなものであったようだ。確かに常在戦場の精神を胸に刻んでおくことは重要であるし、実際四課でも似たような訓練を受けたことはあった。

　幸い舞姫グッズの片付けも済んでいたため、見られては困るものを見られることもなかった。勝手に部屋に入られたことに対して恨うらみ言ごとを囀さえずるつもりもない。

　だが、シノの胸中には、昨日までよりもさらに強い疑念が渦うずを巻いていたのである。

　確かにシノは常に万一を想定し、最も隙ができるであろう睡すい眠みん時じには、ダミーをベッドに寝ねかせている。実際そのお陰かげで昨夜は舞姫たちの襲撃に対応することができた。

　しかし、もしもシノがそういった対策を何も取っていなかったなら、一体どうなっていたのだろうか。

　銀呼の言葉を全面的に信じるのならば、拘束の上厳重注意といったところだろうか。就しゆう寝しん時じとはいえ気を抜ぬくな、と。もしかしたら何らかのペナルティが科せられるのかもしれなかった。

　だが……果たして本当にそれだけだろうか。シノは微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　確かあのとき舞姫は、手に何かを持っていた。すぐに背中に隠してしまったため詳くわしく見取ることはできなかったが、紐ひも状のものであることは間ま違ちがいない。

「寝ている相手を襲撃……紐状のもの」

　シノは小さな声で自問するように独り言を発した。

　それらの材料から導き出される答えは一つしかない。

「──絞こう殺さつか」

　そう。無む抵てい抗こうな相手を殺害するのには有用な手段である。刃は物ものと違って痕こん跡せきを残しづらく、上手うまく処理すれば自殺に見せかけることも可能だ。しかも舞姫の膂りよ力りよくであれば、一度首に掛かけた紐を振り解ほどかれることもないだろう。『襲撃者』としては非常に理に適かなった選せん択たくということができた。

　しかし、ただの模擬襲撃にそこまでリアリティを追求するだろうか、という疑問が、どうしてもシノの心に燻くすぶっていたのである。

　それくらい神奈川の危機管理能力がしっかりしている……と言われればそれまでなのだが、それにしては舞姫のセキュリティは甘々なのだ。具体的に言うと、常に盗とう撮さつ写真を撮とられていたり、夢ゆめ袋ぶくろを回収されていたり、部屋に隠しカメラを仕掛けられていたり、ボタンに盗とう聴ちよう器きを仕し込こまれていたりするのだ。

　もちろん、舞姫がそれら全てに気づいた上で犯人たちを泳がしていたり、プライベート全てを監かん視しされることに快感を見み出いだしているという可能性もゼロではないのだが、それにしたって不自然に過ぎる。

「…………」

　シノは無言で自分の首に触ふれた。

　もしもあのときシノが素す直なおにベッドに寝ていたなら──舞姫は躊躇ためらいなくシノの首に紐を掛け、力ちから一いつ杯ぱい引き絞しぼっていたのではないか？

　そしてことを為なしたあと、自分たちの痕跡を消した上でシノの死体を梁はりから吊つるし、自殺を偽ぎ装そうしていたのではないか？

　もちろん、考えすぎかもしれない。だが、もしもシノの狙ねらいが彼女らにばれていたとしたなら──

「とぉりゃぁっ！　くらえっ、シノぉぉぉぉぉッ！」

　──と。

　シノが思案を巡めぐらせていると、後方からそんな叫さけび声が聞こえてきた。

「────」

　考え事をしていたからといって、周囲への警けい戒かいを緩ゆるめるシノではない。瞬しゆん時じに足を引き、体勢を低くし、刀の柄に手を掛ける。

　眼球を巡らせ、一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを確かく認にん。

　どうやら声を発していたのは銀呼らしかった。道の向こうにいた銀呼が、シノに向かってボール状のものを投とう擲てきしてきていたのである。

「何──？」

　一体何をしているのかわからなかったが……不意打ちとはいえそんな攻こう撃げきを食くらうシノではない。瞬時に地面を蹴けり、そのボールを避よける。

　が、次の瞬しゆん間かん、シノは小さく息を詰つまらせた。

　シノが飛び退のいた先。その地面に、幾いくつもの小さな影かげが現れたのである。

　弾はじかれるように顔を上げる。すると上空から、先ほど銀呼が投げたようなボールが幾つも落下してくるのが見て取れた。恐おそらく、シノが飛び退くのを見計らって何者かが建物の上からバラ巻いたのだろう。

「ち──」

　先ほどとは異なり、ボールの数が多い。その上、シノは着地したばかりの不安定な姿勢である。飛び退くだけで全てのボールを避けるのは難しかった。

　だが、甘い。シノはカッと目を見開くと、迫せまり来るボールを全て視界に収め、鞘さやから刀を引き抜いた。

　刹せつ那な、シノが『視み』ていたボール全てに縦線が刻まれる。

　シノの〈世界〉によって、シノの剣けん撃げきが視界の先のボールに伝えられたのである。

　しかし──

「な……！」

　次の瞬間、シノは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　空に散っていた無数のボールがシノの攻撃によって弾けたかと思うと──その中から、大量の水が降り注いできたのである。どうやらあのボールは、ゴムに水を詰めた水風船のようなものだったらしい。

　さすがにそれを避けるような術すべはない。バシャンという音と共に、シノは頭から派手に水を被り、全身ずぶ濡ぬれになってしまった。

　周囲にいた神奈川の生徒たちが、突とつ然ぜん起こった事態にざわめき出す。

「……なんだ、これは」

　シノは水の滴したたる前まえ髪がみをかき上げながら辺りを見回した。するとすぐさま、先ほどシノに水風船を投げつけてきた銀呼が駆かけ寄ってくる。

「ああっ、シノ！　すまない、こんなことになるなんて！」

　銀呼が大根役者の三文芝しば居いじみた動作をしながらそう言う。するとそれに次いで、舞姫と柘榴、青生が、近くの建物の中から現れた。

「……これはシノさん申し訳ありませんまさか私たちの水合戦の流れ弾だまが当たってしまうとは」

「……水合戦？」

「ああ、二陣じん営えいに分かれて、水の入ったボールをぶつけ合うんだ。まあ市街戦の訓練と思ってくれ。でもまさかシノがこんなところにいるだなんて」

　シノは半眼を作りながら銀呼をギロリと睨にらみ付けた。

「私を狙って水風船を投げてきたように見えたが」

「いやいやまさかそんな。偶ぐう然ぜんだよ偶然、不幸な事故だったんだ」

「しかし先ほど『くらえシノ』と」

「き、聞き間違いじゃないかな？」

「…………」

　シノが疑わしげな目で銀呼を見ていると、舞姫がパン！　と手を打ち鳴らしてきた。

「それよりシノ！　いつまでもそんな格好でいたら風邪かぜ引いちゃうよ！」

「そ、そうですよ。早く着き替がえないと」

　舞姫に追つい随ずいするように、青生もまたこくこくとうなずいてくる。

　彼女らの意図はわからなかったが、まあ確かにその通りである。無論、これくらいで風邪を引くような柔やわな身体からだをしているつもりはないが、背負わなくてもよいリスクを負うのも好ましいことではない。

「……そうだな。仕方ない。では部屋に帰るか」

　言って、踵きびすを返そうとする。

　するとそこで、舞姫が慌あわてたようにシノの袖そでを引っ張ってきた。

「だ、駄だ目めだよシノ！　シノの寮りようまで歩いていったら身体が冷えちゃうよ！」

「いや……別にこれくらいは」

　しかし。シノが言い終わる前に、四天王が周囲に群がり、わいわいと騒さわぎ立ててきた。

「姫ひめ殿どのの言うとおりだ！　もっと自分の身体を気き遣づかうべきじゃないかい!?」

「そ、そうですね。あ……そういえば私、良い場所に心当たりがありますよ」

「……えっ偶然ですね青生さんそれはどこですか？」

「はい、天河さんが住んでいた寮があるじゃないですか。今は改修中のため住人の皆みなさんには別の寮に移っていただいているんですけど、今日は特別に大浴場が使用できるようになってるんですよ」

「それはいいね！　せめてものお詫わびに着替えは用意させてもらうから、シノは温まってくるといい！」

　などと、有う無むを言わせぬ調子でずいずいと詰め寄ってくる。シノは思わず頰ほおに汗あせを垂らした。

「いや、天河の寮と私の寮はさほど離はなれていないぞ。……というかそれ以前に、なぜ改修中の寮の浴場が使用できるようになっているんだ？」

「そ、その数百メートルが生死を分けることもあるんだよ!?」

「そうそう！　それに、浴場の件も別に不自然じゃないさ。君も一度くらい、広いお風ふ呂ろを貸し切りにしてみたいと思ったことはないかい？　今は寮に人がいないからちょうど良い機会だと思ったんだよ！」

「いや、しかし」

「いいから！　ほら行こ、シノ！　こうしている間にも少しずつ体温が下がっちゃうよ！」

　叫び、舞姫が強ごう引いんにシノの手を引いてくる。

　それだけではない。四天王たちがシノを逃にがさぬように左右後方を固め、シノを誘ゆう導どうしてきたのである。

「おい、おまえたち……」

　シノは困こん惑わくしながらも、要人警護をされるような格好で道を逆行させられていった。

　もうこうなっては、逃げることは困難である。傍はたから見たなら間の抜ぬけた行軍にしか見えないだろうが、シノの周囲を固めているのは紛まぎれもなく防衛都市神奈川最強の面々なのだ。

「…………」

　シノはじわりと胃に冷たいものが広がっていくのを感じた。──この状況は、上手うまくない。

　彼女らの考えはまだはっきりしなかったが、ただシノを葬ほうむるのが目的だったならば、先ほどの水風船の中に硫りゆう酸さんや毒物でも入れておけば済む話だ。

　それをしなかったということは、シノの殺害を他の生徒に見せたくなかったということだろうか？　しかしそれならば、公衆の面前でシノを攫さらうのも望ましくないはずだ。となると……

「……まさか」

　シノは先ほど青生が言った言葉を思い出し、ごくりと息を吞のんだ。

　誰だれもいない大浴場。そこはきっと、非常に『便利』な場所に違いなかった。──何しろ、叫びを上げても誰にも聞こえず、多量の血で汚よごれたとしても、容易に洗い流すことが可能なのだ。

　そう。もし彼女らがシノの行動に不信感を持っており、しかしその実像まで摑つかめていないとしたなら──そうするのが、最も手っ取り早いのだ。

　即すなわち、拷ごう問もん。

　対象の身体を痛めつけることにより、情報を引き出す常じよう套とう手段である。

　しかし、その可能性に気づいても、舞姫に腕うでを取られている以上どうしようもない。シノが考え事をしている間に、シノたち一行は目的地である寮に辿たどり着いてしまったのである。

　舞姫の住んでいた寮は神奈川一の大型寮だったのだが、今は周囲にテープが張られ、生徒が入れないようになっていた。上方を見やると、瓦が礫れきは取り除かれたものの、未いまだ塞ふさがれていない大穴が口を開けていた。

「さ、こっちこっち！」

　舞姫がぐいと手を引いて、シノを寮の中に引き入れる。

　建物に入っては逃とう亡ぼうがさらに困難になってしまうと判断し、抵てい抗こうを試みたシノだったが──舞姫の腕わん力りよくに敵かなうはずもない。ずるずると引きずられるように、脱だつ衣い所じよのある場所まで引っ張られていってしまう。

「く……」

　シノは奥歯を嚙かみしめると、覚かく悟ごを決めた。──いざとなったならば、腕を一本失うことになっても逃げ出さねばならない。

　こんな状況になる前に逃げ出せなかったのはシノの油断が原因である。どんな責め苦を負おうと口を割るつもりはなかったが──世の中には自白剤ざいや催さい眠みんというものがある。そうでなくとも、相手から思考を読み取る〈世界〉使いなどがいたなら沈ちん黙もくなどまったくの無む駄だであった。

　しかし。

「さ、シノ。着替えはもう中に用意してあるから、入ってきていいよ！」

　舞姫はすんなりと握にぎっていた手を離すと、脱衣所に入るよう促うながしてきた。

「何？」

　てっきり拷問器具の並んだ浴場に引きずり込まれるものと思っていたシノは目を丸くした。しかも見てみると、どうやら大浴場とやらは露ろ天てん風ぶ呂ろらしい。こんなもの、拷問に向かないどころか、シノ一人ならば逃げようと思えばいつでも逃げられるだろう。

「……おまえたちは入らないのか？」

「え……ええっ!?　入らないよう！」

　シノが言うと、舞姫が顔を真っ赤にして首を横に振ふってきた。

「…………」

　いよいよ、舞姫たちの狙ねらいがわからなくなってきた。視線を巡めぐらせ、銀呼、柘榴、青生の顔を見るも、三人とも同じようにぎこちない笑みを浮うかべているだけだった。……まさか本当に水風船で市街戦の練習をしていて、お詫びに浴場を貸してくれただけだとでもいうのだろうか。

「……なら、言葉に甘えよう」

　どうせ逃げることはできそうにない。シノは短くそう言うと、脱衣所に入っていった。







　シノが脱衣所に入ってから数分。寮の廊ろう下かで待機していた舞姫は、ちらと銀呼に目配せした。

「……どう？」

「うん、今浴室の扉とびらが開く音がした。浴場に入ったみたいだね」

「じゃあ……行こっか。シノの脱衣カゴのところに」

　舞姫が言うと、三人はこくりを首を前に倒たおした。

　そう。舞姫たちが街中で水風船を投げていたのは、何も遊んでいたからではない。

　シノを水みず浸びたしにして入浴させ、その間にシノが普ふ段だん着用している制服のサイズを測らせてもらうためだったのである。

　シノは実に優ゆう秀しゆうな戦士であるが、それだけに隙すきがなさ過ぎる。シノ本人に気づかれず身体を採寸することはほぼ不可能に近いだろう。

　だが、シノが常に身につけている制服の正確なサイズさえわかれば、シノの体格を類推することができるはずだった。特に──武器の仕上がりに重要な手足の長さはほぼ正確にわかると言っていい。

「……でも慎しん重ちようにです相手はあのシノさんですから」

「そうですね……昨晩のことを考えても、お風呂に入ったふりをして脱衣場に隠かくれているという可能性もありますし」

　舞姫の声に答えるように柘榴と青生が言う。舞姫は緊きん張ちようにごくりと息を吞みながらうなずいた。

　確かに青生の言うとおりである。用心深いシノのことだ。それくらいしていても不思議ではない。

　しかし、いや、だからこそ、舞姫たちはこのフィールドを用意していたのである。

　ここに来る前にシノが言っていた通り、この寮とシノの寮は距きよ離り的てきにそこまで離れているわけではない。服を着替え身体を温めるだけであれば、シノの部屋でも十分であった。

　しかし、シノの部屋に忍しのび込んで脱衣所の制服を弄いじっていては、万一見つかったとき言い逃のがれができない。

　その点この大浴場であれば、仮に舞姫たちが脱衣所にいるところを見られたとしても、「私たちも入るつもりだった」と言えばなんとか言い訳が立つ（先ほどシノに問われて思わず「入らない」と言ってしまったが、まあそれはそれである）。そのため、今日は脱衣所から暖簾のれんを外して混浴スタイルにしていたのだ。

「行くよ、みんな」

　舞姫は改めて皆みなに言うと、足音を殺して脱衣所に入っていった。

　神奈川最大の寮の浴場だけあって、脱衣所は広い。幾いくつもの脱衣カゴがずらりと整列し、右手側に、鏡つきの洗面台が並んでいた。

　寮の部屋にはそれぞれ個別の浴室が備えられてはいたのだが、舞姫はよくこの大浴場を利用していた。生徒たちとの裸はだかの付き合いも大事であるし──何より、お風呂は広い方が気持ちいいのである。寮の改修が終わったなら、一番にこのお風呂にダイブしようと決めている舞姫だった。

　とはいえ、今はそんなことを考えている場合ではない。息をひそめながら、周囲をキョロキョロと見回す。

　しかしそこで、浴場の方から、物音が聞こえてきた。洗面器を床ゆかに置いたときのそれである。どうやらシノは、ちゃんと浴場に行っているらしかった。

「よし……」

　舞姫はこくりとうなずき、歩みを進めていった。そのあとを、カルガモの親子よろしく四天王たちがついてくる。

　だが、舞姫たちはすぐに問題にぶち当たった。

　──シノの制服が、どこにも見当たらなかったのである。

　間違いなくシノはここに入ったはずである。それなのに、脱衣所の中には、衣服の入った脱衣カゴが一つも見つからなかったのだ。

「ど、どういうことだい、これは」

「……まさかシノさん服を着たままお風呂に入っているとでも言うんですか」

「！　違ちがいます、皆みなさん、あれを！」

　言って、青生が浴場の一番近くにある棚たなを指さす。

　舞姫はそちらに視線をやると、「あ」と声を発した。

　その棚にだけ、あるはずのものがなかったのである。

「カゴが……二つなくなってる？」

「あ──そ、そうか。シノは脱ぬいだ制服と、僕らが用意していたバスタオルと着き替がえを脱衣カゴに詰つめて、浴場の中に持っていったんだ！」

「え、ええっ!?」

　銀呼の言葉に、舞姫は驚きよう愕がくの声を発した。

　だが確かに、そうとしか考えられない。用心深いとは思っていたが、まさかここまでとは。

「うう……それじゃあ、この方法も駄だ目めかあ……制服のサイズを測るだけならなんとかなると思ったんだけどなあ……」

　舞姫は、はあとため息を吐つくと、がくりと肩かたを落とした。

　が、その肩に、力強く手が添そえられる。──銀呼と、柘榴だ。

「待ってくれ。諦あきらめるのはまだ早い」

「……そうですまだ方法は残っています」

「え……？」

　舞姫は目を丸くし、二人の顔を交こう互ごに見やった。銀呼がニッと唇くちびるの端はしを上げ、柘榴が恥はずかしそうに視線を逸そらす。

「で、でも……一体どうするの？　脱衣カゴごと持っていかれたんじゃどうしようも……」

「いや。いくらシノとはいえ、脱衣カゴと一いつ緒しよに湯船に入るわけじゃあないだろう？　浴場に持っていっているとしても、タオルや着替えまで濡ぬれてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「……つまり少なくともシノさんが湯船に浸つかっている間脱衣カゴはシノさんから離はなれた位置にあるということです」

　二人の言葉に、青生がポンと手を打った。

「な、なるほど……制服の採寸をするのにそこまで時間はかかりません。紫乃宮さんが入浴している間に茂しげみに隠れて制服を回収、採寸の上返へん却きやくすれば──」

　銀呼と柘榴が、こくりとうなずく。

「ああ。気づかれずにことを済ませられる可能性はあるはずだ。──どうする、姫ひめ殿どの」

「……っ」

　銀呼に見つめられ、舞姫は息を詰まらせた。

「それは……可能性があるなら、賭かけたいよ。でも、シノに気づかれずに浴場に入るなんて……」

「……それに関しては任せてください私も銀呼さんもこの露天風呂のことは知り尽つくしています」

「うん、湯船に浸かっている対象にばれることなく浴場に入れるルートは確保してある」

「えっ、なんでそんなルート確保してあるの？」

『…………』

　舞姫が問うと、銀呼と柘榴は笑え顔がおのままピキッと凍こおり付いた。

「い、今はそんなことを言っている場合じゃないんじゃないかな、姫殿」

「……そそそうです急がないとシノさんがお風ふ呂ろから上がってしまいます」

　二人があからさまに狼狽うろたえた調子で目を泳がせる。が……確かにその通りだった。こんなところで問答をしている暇ひまはない。舞姫は決意を固めると、グッと拳こぶしを握りしめた。

「うん……お願い。そのルートを教えてちょうだい」

　舞姫が言うと、銀呼と柘榴はなぜか安あん堵どしたように息を吐いてから、こくりと首を前に倒した。

「じゃあ、こっちだ、姫殿」

「……時間がありません急ぎましょう」

「うん……！」

「あっ、待ってください皆さん」

　銀呼と柘榴の先導に従い、舞姫と青生は脱だつ衣い所じよを出ていった。廊下の窓から外に出ると、露ろ天てん風ぶ呂ろを覆おおっている竹たけ垣がきの外側に出る。

　そしてしばらく竹垣伝いに歩いたのち、先を行っていた二人が立ち止まった。

「ここだ」

　銀呼は短く言うと、竹垣の隙すき間まに手を差し入れ、そのままグイと引っ張った。すると竹垣の一部が動き、人一人が屈かがんで入れるくらいの小さな穴が開いた。

「お、おお……」

　舞姫は思わず目を丸くした。まさかこんなところにこんな隠し通路があったとは。……明らかに公共物を改造した形けい跡せきがあったり、そもそもなんで二人がこんなところを知っているのかという疑問はあったけれど、とりあえず今は目的の遂すい行こうを第一に考えることにする。

「……ここから先は浴場ですくれぐれもお気を付けて」

「う、うん……」

　舞姫はうなずくと、四天王たちとともに竹垣の中へと入っていった。

　竹垣と露天風呂の合間は茂みになっており、姿勢を低くして侵しん入にゆうすることによりこちらの姿が入浴している人から見えないようになっていた。なんともまあ上手うまくできているものである。

　舞姫は不思議な感覚を覚えながら、そろそろと茂みの隙間から、湯ゆ煙けむりの立ちこめるお風呂の方を覗のぞき込んだ。

　旅館を思わせる石造りの大きな浴よく槽そうの中に、肩まで湯に浸かったシノの姿が見て取れる。

　そしてそこから少し離れた位置に──脱衣カゴが二つ、そして刀型の兵装が並べて置かれていた。

「……！　あった……！」

　舞姫はシノに聞こえないようひそめた声で言った。予想通り、シノは脱衣カゴを浴場に持ち込んでいたらしい。

　しかし、これまた予想通り、脱衣カゴはお湯に濡れてしまわぬようシノから少し離れた位置、しかも──茂みの近くに置かれていた。

　好機。舞姫たちは小さくうなずき合うと、音を立てぬよう茂みの裏を這はって進み、脱衣カゴの後方まで進んだ。

「よし……」

　そして舞姫は、シノの顔がこちらに向いていないことを確かめてから、意を決して茂みから手を伸のばし──脱衣カゴの中に入れられていた制服を茂みの中に引っ張り込んだ。

「ん……？」

　だがその瞬しゆん間かん、気配を感じたのか、シノがキョロキョロと辺りを見回す。

「……、──！」

　濡れた制服を抱だいたまま、息をひそめる。ここで見つかったら、舞姫は言い訳できないレベルの変態さんである。神に祈いのるような心地ここちで、心しん拍ぱくを抑おさえるように胸に手を当てる。有り得ないということはわかっていながらも、シノならばこのバクバクという動どう悸きの音だけで舞姫を見つけてしまうような気がしたのである。

　だが、舞姫の祈りが天に届いたのか、シノは小さく首を捻ひねってから再び肩に湯を浴びせ始めた。

「よ、よかった……」

「……それより姫ひめさん」

「あ、そうだね」

　安心してはいられない。まだ全すべてが終わったわけではないのだ。舞姫は四よつん這ばいのまま岩場の陰かげに隠かくれると、そこでシノの制服を広げ、持参していたメジャーで手足の長さを測ろうとする。

　だが。

「……！　天河さん、紫乃宮さんが……！」

　舞姫が採寸を始めようとしたところで、シノの方を監かん視ししていた青生が声を発してきた。

　それに合わせてちゃぷ……という水音が聞こえてくる。どうやらシノが入浴を終え、湯船から上がろうとしているらしい。

「……っ！」

　舞姫は息を詰まらせた。未いまだ目的は達せていないが、シノが脱衣カゴを見たときに制服がなくなっているのはまずい。だが、シノがこちらに向かっている状態で制服をカゴに戻もどすことなどできるはずはなかった。一体どうすれば──

「ん……？」

　と、その瞬間。岩場の向こうからがさがさという音がしたかと思うと、シノの訝いぶかしげな声が聞こえてきた。

「なんだ……？」

　そう言うシノの声が遠ざかっていくのがわかる。

　舞姫は一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたが──すぐに気づいた。

　つい先ほどまでそこにいた銀呼と柘榴の姿が、見えなくなっていることに。

　きっと二人は、こういう事態を見み越こして、舞姫がシノの制服の採寸をしている間に浴槽の反対側に移動していたのだろう。

　そして、舞姫のピンチを察し、物音を鳴らしてシノの注意を引き付けてくれたのだ。

「ありがとう、銀呼ちゃん、柘榴ちゃん……！」

　舞姫は目め頭がしらが熱くなるのを感じながら、二人に礼を述べた。

　が──そんな猶ゆう予よはない。二人が時間を稼かせいでくれたとはいえ、すぐにシノはこちらに戻ってきてしまうだろう。

「……！」

　舞姫はシノの制服を手に取ると、グッと足に力を込こめ、隠れていた大きな岩を駆かけ上った。

　そして、岩の上から、脱衣カゴ目がけてシノの制服を投とう擲てき──

「あっ!?」

　しようとしたところで、足を滑すべらせて湯船の中にダイブしてしまった。

「うわぷっ！　けほっ、けほっ」

　すぐにお湯から頭を出し、気管に入ってしまったお湯を吐き出すように咳せき込む。お湯に濡れた髪かみと制服はずっしりと重くなり、まるで舞姫をその場に拘こう束そくしようとしているかのようだった。

　否いな──今舞姫の身体からだに纏まとわり付いているのはそれだけではない。

「……こんなところで何をしている、天河」

　頭上から、シノの静かな声が聞こえてくる。舞姫はビクッと肩かたを震ふるわせた。

「あ、あの……これはね、ええと……」

　舞姫は必死に言い訳を考えながら、恐おそる恐る顔を上げ──

「……へ？」

　思わず、その場で硬こう直ちよくした。

　しかしそれも無理からぬことである。

　舞姫の目の前には予想通りシノが立っていたのだが……その姿が、舞姫の思い描えがいていたものとまるで異なっていたのである。

　濡れた髪がまばらに張り付いた細い肩。柔やわらかいラインで描かれた身体。

　そして衒てらいなく晒さらされた胸むな元もとには、僅わずかではあるが丸みを帯びた乳ち房ぶさがあった。

　そう。それは紛まぎれもなく。




「お、女……の子？」




　舞姫は、呆ぼう然ぜんと声を発した。








第三章　少女と少女のデート









「…………」

「…………」

　学生寮りようの設備としては豪ごう華かすぎる露天風呂で、シノは沈ちん黙もくを貫つらぬいていた。

　否、シノだけではない。今し方湯船に飛び込んできた舞まい姫ひめもまた、呆然とシノを見つめながら無言になっている。

　しかしそれも当然だろう。シノは舞姫の視線を辿たどるように、ちらと自分の身体を見下ろした。鍛たん錬れんによって形作られた手足に、うっすらと割れた腹筋。目をこらすと、身体の至る所にシノの戦歴を示す細かな傷が見て取れる。

　しかし、そのなだらかなラインを描いた腰こし元もとと乳房は、まごう事なき少女のそれであった。

　そう──シノは女である。

　男として神か奈な川がわに潜せん入にゆうしていたのは至し極ごく単純な話で、パートナーのほたるも女であったからだ。

　女二人よりも男女一人ずつの方が、立ち入れる場所も、情報収集の手段も増える。そしてほたるよりもシノの方が体格的に男装に向いていた。ただそれだけの理由である。

　だが──それが他人に知られてしまうのは上手くない。それがターゲットである舞姫となれば尚なお更さらに。

「…………」

　次いで、シノは対面する舞姫に視線をやった。

　眼球を巡めぐらせ、今自分が置かれた状じよう況きようを検分する。

　舞姫は制服を着たままであった。先ほどまでのシノと同様に全身びしょ濡ぬれで、髪は肩に背に張り付き、水を吸った外がい套とうはずしりと重そうにその袖そでを水面みなもに垂らしている。

　だが、シノがそれらより先に注目したのは、舞姫が手に握にぎった制服であった。

　無言のまま、浴槽の側そばに置いておいた脱だつ衣いカゴに目をやる。するとシノの予想通り、そこに入れていたシノの制服がなくなっていることがわかった。

　いざというときすぐに着用して逃にげられるように、また、舞姫たちに発信機や盗とう聴ちよう器きの類たぐいを仕込まれないようにと念のため浴場まで脱衣カゴを持ってきていたシノであったが……どうやらその懸け念ねんは当たっていたらしい。恐らく舞姫は制服に何らかの細工をしようとしたが、脱衣所に目的のものが見つからなかったためこんなところまで侵しん入にゆうしてきたのだろう。

　もちろん、服を奪うばうことによりシノをこの場から逃げられなくすることが目的ということも考えられたが、それはさすがにシノを見くびりすぎである。羞しゆう恥ちのため判断を誤るなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。必要に迫せまられれば、シノには裸はだかで街に逃げる覚かく悟ごがあった。

　とはいえ、あまりよい状況でないことは確かだった。

　こんな回りくどい方法を使おうとする辺り、舞姫は未だシノの目的を正確には摑つかんでいないのだろう。だがそれは裏を返せば、何かあるかもしれないと疑われていることを示してもいた。そんな中で、性別を偽いつわっていたということがばれてしまった。舞姫のシノに対する疑念はさらに──

「……ぶ……ぶぇっくしょん！」

　と。

　シノが考えを巡らせていると、不意に舞姫が派手なくしゃみをした。

　どうやら全身ずぶ濡れのまま立っていたため、身体が冷えてしまったらしい。湯船に浸つかっているとはいえ、腿ももまでではあまり意味があるまい。

　するとそれに反応するように、前方にあった岩場の陰かげと背後の茂しげみから声が聞こえてきた。

「天てん河かわさん！」

「姫ひめ殿どの！」

「大だい丈じよう夫ぶですか姫さん」

「…………」

　辺りから青生あおい、銀ぎん呼こ、柘榴ざくろがわらわらと出てくる。……舞姫がいる時点である程度予想はしていたが、やはり彼女らも張り込んでいたらしい。

「う、うん……大丈夫。でもこのままだと風邪かぜ引いちゃうよね。──シノ、ちょっと待ってて！」

　舞姫はそう言うと、外套を水面に引きずりながら湯船から上がると、シノの制服を丁てい寧ねいに畳たたんでから、脱衣所の方に歩いていった。

「──おまたせっ！」

　そしてしばらくしたのち、制服を脱ぬいで裸になった舞姫が浴場に戻ってくる。その姿を見てか、周囲にいた四天王たちが『ごふぁッ！』と身を仰のけ反らせた。三者三様に舞姫が大好き過ぎる面々である。突とつ然ぜんの裸ら体たいは刺し激げきが強すぎたのだろう。

　舞姫はそのまま勢いよく湯船に飛び込もうとし──寸前で「はっ」と何かに気づいたように足を止め、洗い場で身体を洗ってから再度お湯に浸かってきた。……もう舞姫は既すでに一度湯船にダイブ（しかも着衣のまま）したあとだったのだが、なんともご丁寧なことである。衣服の畳み方や靴くつの揃そろえ方といい、どこか育ちの良さを感じさせた。
















「ふぅー……あったか……」

　舞姫は肩まで湯船に浸かると、蕩とろけるような表情をしながらそんな声を発した。

　すると、ようやく硬直から解けたらしい四天王たちが、舞姫の近くに集まってくる。

「姫殿、なな何をやっているんだい」

「……そうです突然裸はだかになるなんてシノさんの前ですよ」

「え……でも、あのままじゃ身体が冷えちゃうし……それに、シノも女の子だったみたいだし、いいかなって……みんなも入らない？　気持ちいいよ？」

『…………』

　舞姫の言葉に、三人はしばし無言で目を見合わせると、脱衣所に走ったのち、服を脱いで浴場に戻もどってきた。

　そして、銀呼、柘榴、青生の順に、バシャーン！　パシャン、……ちゃぷん……と湯船に入る。

　果たして、先ほどまでシノしか浸かっていなかった露ろ天てん風ぶ呂ろに、新たに四名の客が現れた。

　……とはいえ、だからといって事態が好転したわけでもなかった。というか……より面めん倒どうなことになってしまった気がしないでもない。

「…………」

「…………」

「…………」

　再び、沈黙が流れる。舞姫と四天王がシノを──正確に言うなら、シノの身体をまじまじと見つめてきていたのである。

　別に恥はずかしいとは言わないが、なんとも居い心地ごこちが悪かった。その場で膝ひざを折り、身体を湯の中に再度沈しずめる。

　するとそこで、舞姫たちも自分がシノに無ぶ遠えん慮りよな視線を送っていたことに気づいたのだろう。ハッと肩を震わせて視線を逸そらした。

「……あの、シノ」

　そののち、舞姫がおずおずといった調子で言ってくる。

「なんだ」

「シノって……女の子だったの？」

「そうだが」

　今さら弁明しても仕方あるまい。素す直なおに認める。

　すると舞姫は、未いまだに信じられないといったような表情を作った。

「えっと……あの、確かめてもいい？」

「……構わんが」

　シノが言うと、舞姫は水面を揺ゆらしながらシノの方に近づいてきた。

　そして緊きん張ちようするようにごくりと息を吞のんだのち、ゆっくりと手を伸のばし──シノの乳房に触ふれてくる。

「お、おお……」

　舞姫が、今さらながら驚おどろいたように目を見開く。

「本物だ……」

　そしてそれからしばしの間、ふにふにと手を動かしてきた。

　するとそれに影えい響きようされたように、四天王たちもシノの周りに集まってくる。

　柘榴が肌はだの質感を確かめるように脇わき腹ばらの辺りを撫なで、銀呼は鼻をひくひくさせながら首筋の匂においを嗅かぎ、青生が躊躇ためらいがちに手を取って指を撫でる。

「…………」

「…………」

「…………そろそろいいか？」

「！　あ、ご、ごめん……！」

　シノが言うと、舞姫たちは慌あわてたように手を引っ込めた。

　シノはシノで、正直生きた心地ここちがしなかった。別に胸を揉もまれること自体はどうでもいいのだが、あの天河舞姫に心臓の近くを触れられているという事実が、シノの肝かん胆たんを寒からしめていたのである。それはそうだ。舞姫がその気になったなら、肋ろつ骨こつごと心臓を握り潰つぶされてもおかしくはない。

「本当に女の子なんだ……」

　何やら複雑そうな様子で、舞姫が呟つぶやく。シノは微かすかに眉まゆを歪ゆがめた。

「……それがどうかしたか？」

「い、いや、どうって言われるとあれなんだけど……」

「──それで」

　無理矢理ながらも一応の説明を終えたシノは、視線を鋭するどくして舞姫に視線を返した。

「おまえたちは、何をしていたんだ？」

「え……っ!?」

　舞姫があからさまに動どう揺ようの色を滲にじませる。

「え、ええと……せ、背中でも流そうと思って……」

「私の制服を手にしてか？」

「や、その、えっと、あかすりタオルと間ま違ちがえて……？」

「…………」

　あまりに滅め茶ちや苦く茶ちやな回答に、シノは半眼を作ってジッと舞姫を見つめた。

　とはいえ、ここから先は腹の探さぐり合いである。あまり追つい及きゆうしすぎてこちらの矛む盾じゆん点てんを突つかれるのも避さけたかった。納なつ得とくを示すようにこくりとうなずく。

「そうか」

『……!?』

　シノが言うと、舞姫と四天王たちは『納得した!?』というような顔を作った。

「なんだ」

「いや、なんでも……」

　舞姫が頰ほおに汗あせを垂らしながら続けてくる。

「でも、それじゃあシノはなんで男子の制服を着てたの？」

「…………」

　予想通りの質問に、シノは数秒の間無言になった。

　舞姫と四天王が、シノの返答を待つようにごくりと息を吞む。

　疑われるのは仕方ない。だが、ここで返答を誤れば、その疑念を加速させることになってしまう。シノが潜せん入にゆうのために女であることを隠かくしていたと知られてはならない。どうにかして、シノが性別を偽っていたことを、シノ個人の問題にすり替かえる必要があった。

「……、実は」

　頭の中で思案を巡めぐらせながら、シノは口を開いた。

「……私の家系は武家の血筋でな。先祖代々伝わる一子相伝の奥おう義ぎを伝えるため、父は跡あと継つぎを欲ほしがっていたのだが……生あい憎にくなことに男児に恵めぐまれなかった。そこで、女である私をずっと男として育ててきたのだ」

　と、つらつらと身の上話をする。

　……無論、ほとんどが出任せだ。家が昔武家であったというのは本当だが、別に男として育てられた覚えはない。そもそも父は道場の師し範はんなどではなく公務員だった。

　自分で口走ったことではあるが、あまりの現実感のなさに目眩めまいを覚える。

　漫まん画がか小説でもあるまいし、そんなことあるはずがない。シノが相手にそんな言い訳をされたなら、間違いなく「ふざけているのか？」と返すであろう来歴である。

　──だが。

「そうだったんだ……」

「なるほど……それでずっと男の格好を」

「……それは苦労をしましたねシノさん」

　シノの話を聞いた舞姫と四天王は、真しん剣けんな眼まな差ざしでそう返してきた。……唯ゆい一いつ青生だけが困こん惑わくしたような顔をしているものの、他ほかの三人は完全に信じ切っている様子である。

「…………」

　ここまですんなりと信じられると、なんだか逆に謀たばかられているような気分になってくるシノだった。

　しかしだからといって、一度した話を覆くつがえすわけにもいかないし、他にいい言い訳があるわけでもない。少なくとも舞姫たちの前では、シノは男として育てられてきた女、という設定を通す他なかった。

　柘榴が、不思議そうに首を傾かしげる。

「……でもそれって戦争になる前の話じゃないんですか別に今も律りち儀ぎに守る必要ないと思いますけど」

「……、確かにその通りだ。だが、恥ずかしながら生まれてから今まで、スカートというものを穿はいたことがなくてな。管理局に頼たのんで男子の制服を用意してもらっていたんだ」

　無論、これも噓うそである。とはいえ管理局ではもっぱら動きやすいパンツルックを通しており、最後にスカートを穿いた記き憶おくがあるのは戦争前であったため、慣れていないという点においては間違ってはいなかったが。

　すると、話を聞いていた舞姫が、何やらぷるぷると手を震ふるわせ始めた。

「ひどいっ！」

　そして、頰をぷくっと膨ふくらせながら、そんなことを言ってくる。予想外の言葉に、シノは目を点にした。

「……、は……？」

「ひどいよ、そんなの。シノは女の子なのに……！」

「いや、別に私は」

　と、シノが弁明しようとすると、青生が何かを思いついたようにポンと手を打った。

「そ、そうですね、ひどいですね！　この歳としになるまでお洒落しやれの一つも許されなかったなんて、可哀かわい想そうすぎますよね！」

　言って、青生が舞姫と四天王たちに目配せする。するとそこで柘榴と銀呼は気づいたらしい。ハッとしたようすでうなずいてくる。

「……まさにそうです不ふ憫びんですシノさんはお綺き麗れいなのでもっとお洒落するべきです私たちこのあと暇ひまなので洋服選びを手伝いますよ」

「それはいい！　それに、制服も女子のものを発注しなければならないね！　そのためには、きっちり採寸をしておかないと！」

「……！　あ──」

　そこでようやく、最初に声を上げた舞姫が、ハッと目を見開く。

「そ、そっか！　よし、シノ！　お風ふ呂ろ上がったら街に行こう！　シノに似合う服を私たちが選んであげる！」

「待て、私は──」

　シノが言うも、舞姫たちはもう聞いていなかった。




　　　　◇




　果たしてシノは、舞姫と四天王たちに捕つかまり、都市内の商店街へと連れ出された。

　シノの制服は濡ぬれたままなので、今袖そでを通しているのは、着き替がえ用に用意されていたジャージであった。シノとしてはこれで十分だと何度も言ったのだが、なぜか舞姫たちは頑かたくなにそれを聞き入れようとしなかったのである。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、私たちに任せて！」

　言って、舞姫がドンと胸を叩たたく。ちなみに舞姫の制服もびしょ濡れ状態であったのだが、彼女はジャージではなく、以前シノと出かけた際に買った服を着用していた。柘榴が舞姫の部屋までひとっ飛びして持ってきたのである。

　まるで国こく賓ひんとボディガードのような格好で四人に囲まれながら、街を歩いていく。

　ただでさえ目立つ集団。しかもそれを構成しているのが都市首席・天河舞姫と四天王というのだから、人の目を引かないわけはなかった。辺りにいた生徒たちが、一体何事かと視線を寄よ越こしてくる。

　隠おん密みつ行動が基本のエージェントとしては、あまり気分のいいものではない。シノは小さく息を吐はいて身じろぎした。……まあ、暗殺対象に面が割れている段階で、そんなことを気にしても詮せんないことではあったのだけれど。

　ほどなくして、一行は商店街にある店に辿たどり着いた。ショーウインドウに並べられた煌きらびやかなマネキンで、そこが衣服を扱あつかう店であるとわかる。というか──そこは以前、シノが舞姫とともに訪おとずれた店てん舗ぽであった。

「うん、とりあえずここでいっか」

　舞姫が上じよう機き嫌げんそうに言いながら、店に入っていく。店員が「いらっしゃいませー」と対応したのち、店に入ってきた集団を見て目を見開いていた。

　しかし舞姫たちはさして気にした素そ振ぶりも見せず、シノの方に向き直って考えを巡らせ始めた。

「うーん、スカートなのは必ひつ須すとして、シノはどんな服が似合うかなー？」

「まあ、あまりスカートを穿き慣れていないということですし、あまり短すぎない方が……」

「いやいや、そこは妥だ協きようせず、シノに似合うかどうかを基準に置くべきだ」

「……ええそうですねというかそれより先に」

　柘榴が言うと、舞姫と銀呼はこくりとうなずいた。青生が一いつ拍ぱく遅おくれて、困ったように眉を八の字にする。

　そして舞姫は懐ふところに手をやると、手のひらサイズのメジャーを取り出し、その先せん端たんを摘つまんで、シュッと引き延ばしてみせた。……眼光の鋭さと相まって、今からターゲットの首を括くくろうとしている仕事人のようである。

「まずは──シノの身体からだのサイズを測らないとね。……ねえシノ。そこの試着室で服を脱ぬいでちょうだい？」

　舞姫の言葉に、銀呼と柘榴がこくこくと首しゆ肯こうする。ついでに青生が一拍遅れて、困ったように苦く笑しようした。

　なぜだろうか、彼女らの表情に鬼き気き迫せまるものを感じて、シノは一歩後ずさった。

「待て。別にオーダーするわけでもなし、そこまで詳しよう細さいに測る必要はないだろう。というか、仮に必要だったとして、なぜおまえが測るのだ。店員に任せれば──」

「よし、さっさとやってしまおう！」

「……善は急げですよシノさん」

　が、シノの言葉が最後まで聞かれることはなかった。左右から腕うでを摑つかまれ、シノは試着室に連行されていった。

　恐おそらく、そこで寸法を測ることもしているのだろう。この店の試着室は普ふ通つうのものよりも広く、人が数名入れるくらいの大きさがあった。シノはその中に連れ込まれると、すぐにカーテンを閉められ、壁かべ際ぎわに追い詰つめられてしまった。

「さあ、シノ」

「抵てい抗こうしても無む駄だだよ、シノ」

「恥はずかしがることもないでしょうついさっき裸はだかを見せ合った仲じゃないですか」

「……あの、なんか、すみません」

「く……」

　まるで悪役のような台詞せりふを囁ささやかれ、シノは諦あきらめたようにため息を吐ついた。体格のデータを取られるのはあまり気持ちの良いものではないが、ここで抵抗して無理矢理服を破り捨てられても困ってしまう。

「……仕方ないな」

　シノはもう一度息を吐くと、ジャージのジッパーを下ろしていった。

　すると、その光景を見た舞姫たちが、なぜか頰を赤らめ、呼吸を荒あらくし始める。

「……な、なんか……」

「うん、こうやって見てみると……」

「……いけないことをしてるような気分になりますね」

「え、ええ……」

「……おまえたち」

　シノが半眼で言うと、四人はビクッと肩かたを震わせた。

「じ、冗じよう談だんだよ、冗談」

「…………」

　シノはフンと鼻を鳴らすと、ジャージを上下ともに脱ぎ去り、下着姿になった。まあ、下着とはいえ可愛かわいらしいブラやショーツを纏まとっているわけではなく、男装のために巻き付けたサラシと、灰色のボクサーパンツだったのだけれど。

　それを見てか、舞姫たちが驚おどろいたような顔をする。

「えっ、ブラ着けてないの!?」

「ていうかサラシ!?　確かにシノはあんまり胸大きくないけど、無理に締しめ付けるのはよくないんじゃないかい？」

「……そうですね無茶してると歳取ったあと垂れますよ」

「……私の勝手だろう」

　シノが言うも、舞姫たちは首を横に振ふってきた。

「いや、そうはいかない。姫ひめ殿どの、これは服選びと一いつ緒しよに下着選びもしないといけないね。採寸箇か所しよの追加だ！」

「うん！」

　舞姫は元気よくうなずくと、両手で持ったメジャーをシノの身体に押し当ててきた。

「順にいくよ。えっと、身長……一六四センチ、上じよう腕わん二九・五センチ、前ぜん腕わん二三センチ、手首から指先までが……」

「ちょっと待て。服を見み繕つくろうだけなら着き丈たけだけで十分だろう。なぜ手の大きさまで測る必要がある」

「えっ!?　そ、それはほら……手て袋ぶくろを作るときとか……？」

「……本当か？」

「本当だよ！　だからほら、今度は指の太さも。あ、あとで握あく力りよくも測らせて」

「なぜ手袋を作るのに握力を調べる必要があるんだ」

　微かすかに眉まゆ根ねを寄せながら言うが、舞姫たちはのらりくらりと言い訳をするばかりで明確な答えを返そうとはしなかった。

　そうこうしている間に、全身の採寸が終わる。ちなみに舞姫が読み上げた数字は青生がメモ帳に記しており、銀呼と柘榴はいそいそと働く舞姫を見て、我が子を見守る父母のような微笑ほほえましげな顔をしていた。正直邪じや魔まだった。

「よし、採寸完かん了りよう！　じゃあシノ、服を選んでくるから、ちょっと待っててね！」

　舞姫はメジャーをしゅるるんと収納し、ポケットにしまい込むと、元気よく拳こぶしを握にぎってみせた。

「──いくよ、みんな！」

『おー！』

　そして舞姫の号令とともに、四天王たちが一いつ斉せいに試着室から出ていく。中に下着姿の女がいるとは思えないカーテンの翻ひるがえし方だった。

　シノは無言で、派手に開かれたカーテンを閉めた。その際店員と目が合った。シノの顔と身体のライン、そして胸に巻かれたサラシを見て不思議そうな顔をしていた。

　と、それからどれくらい経たった頃ころだろうか、一人残されたシノが先ほど脱いだジャージをまた着ようとしていると、たたた……という足音が聞こえてきて、再度カーテンが開かれる。

　現れたのは予想通り舞姫だった。頰ほおを紅潮させ、キラキラした笑みを浮うかべながら、手にした下着のセットを手て渡わたしてくる。

「シノ！　まずはこれ！　気に入ったのを着けてみて！」

　するとそれに続くように、銀呼、柘榴、青生もまた、思い思いのものを手にしてやってきた。

「よし、僕のチョイスはこれだ！」

「……絶対これがいいですこれ」

「あの……一応無地のもあった方がいいですよね……？」

　そして、舞姫と同じように試着室の中に下着を置いて、再び店の中に戻もどっていく。

「……これは」

　シノは残された下着の山に視線を落とした。無論のこと全すべて、女性用の下着である。そのキラッキラとした造形に、思わず眉根を寄せる。

　そういえばシノ自身、あまりこういった類たぐいの下着を着けたことがなかった。男装をしていないときも、着けるのは灰色のスポーツブラにボクサーパンツである。シノのバストサイズ的にあまり大おお仰ぎようなものは必要ないし、何よりワイヤーが入っていると動きづらいのである。

　ブラのワイヤー部分に何か暗器が仕し込こめないかと考えたこともあったが、シノの場合は単純に刀を用いた方が話が早かったため、結局この形に落ち着いていた。

　ゆえに、今さら煌きらびやかなものを手渡されても困ってしまう。シノは銀呼が選んだと思おぼしきガーター付きのやたらエロティックな下着や、柘榴の持ってきたゴシックなデザインのブラを見て渋じゆう面めんを作った。

「…………」

　試ためしに胸むな元もとに当てて鏡を見てみた。似合わなすぎて目眩めまいがしてきた。

　とはいえ、下着を替かえずにまた文句を言われるのも面めん倒どうである。青生の持ってきたものはデザイン的には無難なのだが、やはりカップ部分にワイヤーが通っており、あまり好ましくはなかった。

「ん……？」
















　と、そこで柔やわらかい手て触ざわりに触ふれる。舞姫が持ってきた下着の山の中に、今シノが穿はいているものに近い下着が紛まぎれていたのである。どうやら、これがシノの好みだと判断してくれたらしい。

　ありがたい。シノは胸を押さえつけていたサラシを解ほどくと、その飾かざり気のないスポーツブラを着用した。先ほど採寸を済ませたためか、サイズはぴったりである。

「シノー！」

　するとそれに合わせたようなタイミングで、またも舞姫の声が響ひびき、カーテンが開かれた。……あと数秒タイミングがずれていたら、サラシを解いて乳ち房ぶさを晒さらしているところである。

　しかし舞姫と四天王はそんなシノの思案に気づいた素振りもなく、今度は手にした様々な服を手渡してきた。

「今度はこれね！　気に入ったのを着てみて！」

「おい、だから私は……」

「じゃあ、着き替がえ終わったら呼んでね！　楽しみに待ってるから！」

　舞姫は聞く耳を持たず、大量の服を残してカーテンを閉めてしまった。──ついでにその際、シノが選ばなかった下着と、先ほどまで巻いていたサラシ、そしてジャージが回収されてしまう。

「……く、仕方ないか」

　これで、彼女らが選んだ服を着ざるを得なくなってしまった。まあ下着のまま外に出るという最終手段は残されていたのだけれど、あまり目立ちたくない以上それも上手うまくない。

　シノは仕方なく、試着室に積まれた服をチェックしていった。

　しかし先ほどとは異なり、すぐに逃にげ場が用意されていないことがわかる。そう──トップスは様々なバリエーションが用意されていたのだが、ボトムスはスカートのみだったのである。

「く……」

　当初からそういうコンセプトであったため予想はしていたが、いざ目の前に選せん択たく肢しが示されるとなかなかに厄やつ介かいな代しろ物ものであった。

　とはいえ、今さら言っても仕方がない。シノは銀呼チョイスと思しき悪あく趣しゆ味みなレザーのタイトスカートや、柘榴チョイスと思しき十じゆう字じ架かの意い匠しようが付いたスカートを横に除よけ、比ひ較かく的てき無難なものから、白のタートルネックカットソーと黒のスカートを選せん択たくした。

「……終わったぞ」

　そして、ため息混じりに言葉をこぼす。すると言うが早いか、バサッと試着室のカーテンが翻された。

　既すでにカーテン前で待機していたのであろう舞姫が、シノの姿を見てパアッと顔を明るくする。

「おおおおおおー！　すごい！　可愛いよ、シノ！」

「ふうん、こうしてみると本当に女の子だね」

「……ええそうですね上手く化けたものです」

「あはは……でも本当に似合ってますね」

　舞姫に続き、四天王たちもシノの姿を見てあごに手を当ててくる。

　否いな……それだけではない。舞姫と四天王たちが何かをしているのが人目を引いたのだろう、いつの間にやら、試着室の周りには先ほどまでいなかったギャラリーがずらりと並んでいた。

「おお？　あの子誰だれ？　可愛いじゃん」

「ちょっと待てよ。あの顔……ほら、四天王入りした紫し乃の宮みやじゃないのか？」

「もしかして紫乃宮くんたら女装癖へき？」

「えっ、最近の女装って体格まで女にできるの？　すげーな人体」

「いや、ていうか……女の子でしょ、あれ」

　無論、舞姫と四天王以外の生徒たちはシノを男と思ったままである。突とつ然ぜん試着室から現れた少女の姿に、あるいはどよめき、あるいは驚きよう愕がくの声を上げている。店の中には、先日シノを見て噂うわさ話ばなしをしていた少女たちもいたのだが、シノのスカート姿に、何やらショックを受けたようにくずおれていた。

「…………」

　シノは軽い目眩を覚えて、額に手を置いた。今さら言っても詮せんないことではあるけれど、できる限り皆みなの印象に残らないようにするのが潜せん入にゆうの常であるというのに、シノは少々目立ちすぎてしまっている気がしてならなかったのである。

　と──

「……ん？」

　そこで、シノは小さな違い和わ感かんを覚えて顔を上げた。

　先ほどまではしゃいでいた舞姫が、急にぼうっとしたような表情になり、シノの顔を見つめていたのである。

「……なんだ、天河。この服では不満か」

「！　あ──ううん、そういうわけじゃないんだけど……」

　シノが言うと、舞姫は慌あわてたように首を横に振ふってそう言ってきた。

　だがその後も、なぜかジッとシノの全身を上から下へ、下から上へと舐なめるように眺ながめ回してくる。その不思議な行動に、シノは思わず眉まゆをひそめた。

　そしてそれから数秒後。舞姫が唇くちびるを小さく開いてくる。

「ねえ、シノ。一つ、お願いがあるんだけど……」

「なんだ」

「あのね……髪かみ、縛しばってみてくれない？」

「髪？」

　シノは首を傾かしげながら、自分の髪に触れた。そういえば、風ふ呂ろから上がったあと髪は括くくっておらず、遊ばせたままになっていた。

「うん……お願いできないかな」

「構わんが……」

　舞姫の目的はわからなかったが、別に断るようなことでもない。シノはいつものように髪をうなじの辺りで纏まとめようとした。

「あっ、違ちがうの。そうじゃないの」

　が、そこで舞姫がシノの行動を止めるように声を上げる。

「なら、どうすればいい」

「うんとね、こういう風に、頭の後ろの方で縛って欲しいの」

　言って、舞姫が両手で自分の髪を持ち上げ、ポニーテールの形を作ってくる。

「……？」

　シノは不思議に思いながらも、舞姫の真似まねをするように髪を持ち上げ、後頭部の辺りで括ってみせた。

「これでいいか。一体何の──」

　言いかけて、シノは言葉を止めた。

　シノを見つめた舞姫が目を丸くし、唇を微かすかに震ふるわせていたのである。

「……天河？」

「シノ……シノは、戦争前に、私と、会ったこと……ない？」

　不ふ審しんに思ったシノが問うと、舞姫は一言一言を区切るような調子で言葉を発してきた。そんなただならぬ様子に気づいてか、四天王も不思議そうな顔をして舞姫を見やる。

「戦争前……？」

　問われて、シノは眉まゆ根ねを寄せた。

　戦争とは、今から二九年前に起こった、第一種災害指定異来生物〈アンノウン〉と人間との戦争のことだ。まあ、実際に戦争が起こったのが二九年前とはいえ、シノたち若じやく年ねん世代はコールドスリープで眠ねむらされていたため、体感的には一〇年ほど前の話であるが。

「……ん」

　記き憶おくを探さぐるように思案を巡めぐらせ──シノは微かに表情を強こわばらせた。なぜだかわからないが、脳幹が痺しびれるような軽い頭痛を感じたのである。

「シノ？」

「……ああ、いや、悪いが記憶にないな」

「…………」

　シノが言うと、舞姫はもう一度ジッとシノを見つめたのち、

「……そっか。そうだよね」

　そう言って、どこか寂さみしげに苦く笑しようした。

「ごめん、勘かん違ちがいだったみたい。忘れて」

「何かあったのか」

「ううん。何でもないの。ちょっとだけ……シノが友だちに似てた気がしただけ。……あはは、でも、そんなわけないか。そもそも名前違うもんね」

　舞姫は気を取り直すようにニコッと満面の笑えみを作ると、くるりと方向転てん換かんをして店の外を指さした。

「それより、せっかく着替えたんだし、ちょっと街を歩こうよ」

　そしてそのまま、店員のもとに行って会計を済ませ、店の外に歩いていってしまう。

「ほらー！　みんなどうしたの？　早く来ないと置いていっちゃうよー？」

　舞姫が手を振りながら言ってくる。四天王たちがハッとした様子で肩かたを揺ゆらした。

「は、はい！」

「待ってくれ。僕も行くよ」

「……ほらシノさんも急いでください」

　口々にそう言って、三人が舞姫のあとを追う。

「…………」

　その後ろ姿を見ながら、シノは無言で額に手を当てた。

　今し方──昔のことを思い出そうとした際に頭の中に生まれた微かな頭痛。あれは一体何だったのだろうかと思ったのである。

「シノー！　まだー？」

「……ああ、今行く」

　とはいえ、もうその痛みはない。シノは舞姫の呼び声に応こたえるように小さく手を上げると、刀を手に取り、靴くつを履はいてそのあとを追った。

　舞姫に手を取られてもいなければ、四天王に左右を固められているわけでもない。逃げるとすれば今が好機なのだが──ここは大人しく舞姫に従っておくことにする。

　舞姫が腹に一いち物もつ持っているとしても、少なくとも今日ことを起こすつもりはないようであるし、今逃とう亡ぼうしたところで、目的を果たせていない以上再度舞姫のもとに舞まい戻もどることになるのだ。ならば、ここで余計なことをして疑念を積み上げない方がいいだろう。

　それに──

「…………」

　シノはもう一度頭に触ふれた。

　今の頭痛。舞姫に過去のことを問われた際の痛みが──妙みような違和感として心にこびりついていたのである。

「きたきた。よし、じゃあ行こっか、シノ」

　シノが店の外に出ると、そこで待っていた舞姫が微笑ほほえみながらシノの手を取ってきた。

「……！　おい、天河」

「さあさあ、ごーごー！」

　シノが言うも、舞姫は気にした様子もなく、シノの手を引いたまま元気よく商店街の道を歩き始めた。

　ため息を吐つきながらも、仕方なくそれについていく。すると後方から、何やら声が聞こえてきた。

「な……っ、シノ、ナチュラルに姫ひめ殿どのとおてて繫つなぎなんて、なんて狡こう猾かつな……！」

「……くっ抜ぬかりました姫さんの脇わきに控ひかえていながらなんたる失態……」

「いやあの、天河さんから繫いだように見えましたけど……」

「…………」

　怨えん嗟さと嫉しつ妬とに染まった声と視線が、背中に無ぶ遠えん慮りよに投げかけられる。とはいえ、シノにどうこうできるような話でもない。シノは少々むず痒がゆさを感じながらも、無視しておくことにした。

　ちなみに当の舞姫は、四天王たちの反応にまったく気づいていない様子で、吞のん気きに鼻歌なぞ口ずさみながら、大おお股またで楽しげに街を闊かつ歩ぽしていた。

　……と。

「…………」

　舞姫に手を引かれて歩いていたシノは、頰ほおに汗あせを垂らして渋じゆう面めんを作った。

「ん？　どうしたの、シノ」

「トイレですか……？」

　隣となりを歩いていた舞姫と、後ろにいた青生が不思議そうに言ってくる。

「……いや、そういうわけではないのだが」

　シノは頭かぶりを振ってそう言いながらも、手ての甲こうで臀でん部ぶの辺りを押さえた。

　──そう。何年もの間スカートを穿はいていなかったことによる、予想外の弊へい害がい。

　常にパンツルックであったシノは、歩くたびにヒラヒラと揺れるスカートが気になって仕方なかったのである。

　別に今さら、下着を晒さらすのが恥はずかしいなどとは言わない。だが、何というのだろうか、腿ももをヒラヒラした布が擦こする感かん触しよくが、風が直接肌はだを撫なでていく感覚が、人体急所を薄うす布ぬの一枚でしか覆おおえていないという事実が、シノに途と方ほうもない不安感を覚えさせるのであった。

　と、シノがもぞもぞと膝ひざをすり合わせていると、後方から「ほほう？」という声が聞こえてきた。

「……銀呼さん銀呼さんもしかしてあれは」

「うん、もしかしたらもしかしてるかもしれないね」

　そして、何やらよからぬことを思いついたような声が聞こえたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、バサッという音とともに、シノのスカートが派手に捲まくり上げられた。

「……ッ!?」

　予想外の事態に、シノは思わず息を詰つまらせた。辺りを歩いていた生徒たちが驚きよう愕がくに目を見開き、シノの方を凝ぎよう視ししてくる。

「わっ!?　シノ!?」

「……貴様ら」

　だが、犯人は容易に知れた。すぐさまスカートを押さえ、刀の柄つかに手を掛かけてギロリと後方を睨にらみ付ける。すると、遥はるか後方に、既すでに逃にげ去った柘榴と銀呼の姿があった。

「……ふふふ意外ですねシノさんがそんなリアクションするだなんて」

「あっはは、ごめんごめん、ちょっと悪戯いたずら心ごころがね」

「…………」

　シノは二人の姿──正確に言うとその制服のスカートを視線で捉とらえると、手に力を入れて抜ばつ刀とうし、刃はを閃ひらめかせたのち一いつ瞬しゆんで納刀した。

　次の瞬間、笑っていた二人のスカートとスパッツに切れ目が入ったかと思うと、そのまま足元にストンと落ち、二人の下着が露あらわになる。

「……うひあああああ!?」

「わっ！　なっ！　シノっ！」

　二人が慌あわてて落ちたスカートを拾い上げ、腰こし元もとを覆い隠かくす。ちなみに銀呼の下着はシノのことを言えないボクサータイプで、柘榴はパンダのバックプリントだった。

「あっ、もう、シノったら」

「……ふん、自じ業ごう自得だ」

　舞姫が言ってくるのに、フンと鼻を鳴らして返す。

　すると、後方であたふたしていた柘榴の姿が一瞬搔かき消えたかと思うと、手に二人分のスカートを持って再度その場に現れた。どうやらどこかから着き替がえを持ってきたらしい。

　二人がいそいそとそれを穿いたのち、シノたちのもとに戻ってくる。

「……すいませんごめんなさいもうしません」

「ちょっとした出来心だったんだよう」

「ふん」

　二人が申し訳なさそうに頭を下げてくる。シノは刀の柄から手を離はなすことをその返事に変えた。それを見てか、舞姫があははと笑う。

「……それより、天河。街を歩くのは構わんが、どこに向かっているんだ」

「ああ、うん。ちょっと散歩して、私の部屋に行こうと思って。実は美味おいしいお菓か子しをもらったんだ。ちょうど小腹も空すいてきたし、みんなでお茶にしようよ」

　舞姫が指を一本立てながらそう提案すると、四天王たちは目を輝かがやかせて『賛成！』と手を挙げた。

「よし、じゃあ決定！　私の部屋に──」

　と。そう言いかけたところで、舞姫は言葉を止め、通りの向こうに視線を注いだ。

「ん……？」

　その視線の方向を見やると、そこにソフトクリームの移動販はん売ばい車が停とまっていることがわかる。

　無論それも、生徒が運営する店の一つである。従来であれば運転免めん許きよは一八歳にならねば取得できないのだが、二〇四九年現在では、手続きさえ踏ふめば学生でも車両を運転することが許可されているのである。

「……ねえみんな。ソフトクリームは別腹だと思わない？」

　舞姫が頰を緩ゆるめながらそんなことを言う。すると四天王たちは先ほどと同じように手を挙げ、「思う！」「……思います」「あはは……まあ」と首しゆ肯こうした。

「よっし、では突とつ撃げき！　すいませーん！　バニラソフトくださーい！」

「僕も姫殿と同じのを！」

「……私も姫さんとシンクロしたのを」

「えっと……じゃあ、私も」

　舞姫と四天王たちが駆かけ出し、ソフトクリーム屋の前に群がる。シノはふうと息を吐くと、そのあとを追っていった。

「シノ！　シノは何味にする？」

「いや、私は」

「どれがいいかな？　変わったのもあるよ。ワサビとかカレーとか」

「あっこのワカメってのがいいんじゃないですか」

「……ストロベリー」

　黙だまっていると変なものを注文されそうだった。半眼を作りながら無難なものを選せん択たくする。

　するとほどなくして、舞姫たちに白の、シノに淡あわいピンク色をしたソフトクリームが手て渡わたされた。

　会計を済ませたのち、歩みを再開する。舞姫が鼻歌を歌いながらバニラソフトをひとなめし、「んー！」と嬉うれしそうな声を発した。

「ふふ、みんなで食べると美味しいね」

「そうですね、今日は良い天気ですし」

「……ええ姫さんとお揃そろいと思うと美味しさ倍増です」

「…………」

　四天王たちがキャッキャとはしゃぐ中、シノはピンク色のソフトクリームを見つめたのち、ぺろりと舐なめた。冷たく甘い味が口の中に広がり、全身を清せい涼りよう感かんが通り抜けていく。なるほど、確かにこれは美味である。

　と、そこで舞姫が何かに気づいたようにシノに視線を寄よ越こしてきた。

「あ、そういえばシノだけ別の味だったんだよね。──一口ちょうだい」

「……！」

　言って、舞姫が顔を寄せてきたかと思うと、シノの持っていたソフトクリームをぺろりと舐めた。

「ん、おいし！　ストロベリーもいいねぇ」

　舞姫が満足そうに笑えみを浮うかべる。

「天河、おまえ」

「ん？　なに？　あ……そっか、もらってばっかりじゃいけないよね。はい、シノもどうぞ」

　突とつ然ぜんの行動にシノが驚おどろいていると、舞姫が自分の持っていたソフトクリームを差し出してきた。

「…………」

「あれ？　どうしたの？　バニラ嫌きらい？」

「いや、そういうわけではないが」

　ここで拒きよ否ひをしても、いらぬ不信感を与あたえるだけである。シノは顔にかかる髪かみを耳にかけながら、軽く身体からだを屈かがめ、舌を伸のばした。

　が、シノがソフトクリームを舐めようとした、そのとき。

「がるるるるゥっ！」

「……いただきです」

　左右から銀呼と柘榴が現れ、舞姫のソフトクリームに齧かじりついたかと思うと、一瞬でそれを平らげてしまった。

「……！　佐さ治じ原はら、音おと無なし、何を」

「何をはこっちの台詞せりふだよシノ。なんて計算高いんだ。ここまで考えて姫殿と別の味をチョイスしていただなんてんぐんぐ」

「まったく油断なりませんもぐもぐ」

「……何を言っているんだおまえたちは」

　シノが呆あきれたように言うと、そこで舞姫が、コーンだけになってしまったソフトクリームを覗のぞき込み、眉まゆを八の字にした。

「わ、私のソフトクリーム……」

　するとその声に、銀呼と柘榴がビクッと身体を震ふるわせた。

「すまない姫ひめ殿どの、つい……代わりに僕のソフトクリームを舐めてくれ。さあ、ペロペロと！　情熱的に！」

「……私のもどうぞ姫さん私がまんべんなく舐めた私バニラ味をどうぞ」

「ええっ、二つも食べたらお腹なか冷えちゃうよう。それに、なんだか二人とも目が怖こわいんだけど……」

　舞姫が頰に汗を垂らしながら後ずさる。

　相変わらず、賑にぎやかな連中である。シノはふうと息を吐はくと、持っていたソフトクリームを舞姫に手渡した。

「私はもう十分だから、食べろ。……それより、少し風が強くなってきた。どうもヒラヒラと落ち着かん。早く行くぞ」

「あ……うん！　ありがとう、シノ！」

　ストロベリーソフトを受け取った舞姫が、満面の笑みを浮かべてそう言ってくる。

「…………」

「…………」

　その代わりと言わんばかりに、銀呼と柘榴の恨うらみがましい視線が背中に突つき刺ささってくる気がしたが……シノはあまり気にしないことにした。

　──そして、そのまましばらく商店街を歩き、公園を抜ぬけて、舞姫が仮住まいとしている寮りようへと辿たどり着く。

　舞姫の部屋は五階の奥にあった。ポケットから鍵かぎを取り出して扉とびらを開け、舞姫が皆みなを部屋に招き入れる。

「さ、みんな入って入って」

「はい、お邪じや魔まします」

「お邪魔します。むしろただいま」

「……実家のような安心感です」

　口々に言って、四天王たちが靴くつを脱ぬいで部屋へと上がっていく。

「あ、そういえばシノはこの部屋初めてだっけ？　うふふ、ようこそ！」

「……ああ」

　シノは短く答えると、靴を揃えて部屋へと入っていった。

　リビングと思おぼしきスペースは、そこだけでシノが借りている部屋よりも大きかったが、それでも少々手て狭ぜまな印象があった。まあ、とはいえそれも仕方のないことではある。シノを入れて五人もの人間がいればそう感じるのは当然であるし──それ以前に、部屋にはぬいぐるみや可愛かわいらしい小物がたくさん並べられ、足の踏み場を少々狭せばめていたのである。

「すぐお茶淹いれちゃうから、その辺に座ってて」

　舞姫がそう言って、トントンとキッチンの方に向かっていく。

「あ、はい」

　青生は舞姫に言われたとおり背の低いテーブルの隣となりにちょこんと腰こし掛かけた。

「……貴重な一枚です」

　柘榴はチャンスとばかりに部屋の風景を写真に収め始めた。

「うォォン！　うォォン！」

　銀呼は舞姫が使っていると思しき座ざ布ぶ団とんに顔を埋うずめ、足を痙けい攣れんさせるようにビクビクと動かし始めた。

「…………」

　シノは今目にしてしまったおぞましい光景を忘れようと、視線を逸そらした。

　と──そこで、壁かべ際ぎわの棚たなの上に、あるものを発見する。

「……ん？」

　小さく眉をひそめ、そちらへと歩いていく。

　それは、可愛らしい写真立てに収められた、一枚の写真であった。一〇歳にもならないくらいの小さな少女たちが三人、笑顔で写っている。

「これは……天河か」

　真ん中に写っているのは、どうやら舞姫らしかった。恐おそらく戦前に撮とられたものなのだろう。今とは年格好がまるで違ちがっていたが──特とく徴ちよう的な色素の薄うすい髪と肌はだが、彼女を強きよう烈れつに印象づけている。

　──と。

「……な──」

　次いで舞姫の隣──左方に写っている少女に視線を向けたシノは、小さく息を詰つまらせた。

　理由は至し極ごく単純。その少女に、見覚えがあったからだ。

「ん……？　あれ、どうしたのシノ」

　そこで、お盆ぼんにお茶とお菓子を載のせた舞姫が、部屋に戻もどってくる。カメラをカシャカシャ鳴らしていた柘榴と、座布団にダイブしていた銀呼がささっと姿勢を正した。

　舞姫がテーブルにお盆を置き、シノの手元を覗き込んでくる。

「あ、それ？　昔の写真なんだ。私の隣にいるのが──」

「──ほたる」

「えっ？」

　シノがぽつりと言うと、舞姫は顔を驚きよう愕がくに染めた。

　そう。その写真に写っていたのは、シノのパートナーであり管理局物品管理四課のエージェント。

　シノと同じく舞姫の命を狙ねらう、凜りん堂どうほたるその人であったのである。

「なんでその名前を……って、あ……そっか。私前に言ってたっけ？　うん……そうだよ。その子がほたるちゃん。私の、親友なんだ」

「……やはり、これが……」

　シノは困こん惑わくに眉まゆ根ねを寄せた。

　以前、舞姫の口からほたるの名が出たとき、シノはほたるにそのことを問うた。

　しかし──ほたるは舞姫のことなど知らないとはっきり言ったのである。

　だが、この写真に写っているのはどう見てもほたるであった。だとしたら、一体──

　と。シノがそんなことを考えていると、舞姫がふふっと頰ほおを緩ゆるめてきた。

「ね？　シノに似てるでしょ。まあ、ほたるちゃんはシノほどツンツンしてないけど」

「……何？」

　その言葉に、シノは首を傾かしげた。

「似ている？　これが、私にか？」

　言いながら、写真のほたるを指さす。

　すると舞姫は、意外そうに目を丸くして首を横に振ふった。

「あ、違う違う。そっちじゃなくて。ほたるちゃんは、私の右みぎ隣どなりの子だよ。左の子は、マリちゃん。依い藤とう真ま里り香かちゃんだよ」

「…………、なんだと？」

　舞姫の言葉に、シノはもう一度写真に視線を落とした。

　そして舞姫の右隣──髪をポニーテールに結ゆわえた女の子を見る。

　確かにその少女には、どことなくシノに似た印象があるような気がした。




　　　　◇




「…………」

　すっかり日も落ち、道を行き交かう生徒たちの姿もまばらになった頃ころ。シノは、街灯で照らされた道を無言で歩いていた。

　左手に刀型の兵装、右手に未いまだ乾かわききっていない制服の入った袋ふくろを提さげながら、自分の部屋への帰路を行く。

「……っ」

　と、そこでシノは、不意に街路の段差に躓つまずき、身体のバランスを崩くずしかけてしまった。数歩たたらを踏ふんでから、自じ戒かいするように深呼吸をし、足に歩みを再開させる。

　意識に隙すきを作るのは本意ではないが、明らかに今のシノは注意が散さん漫まんになっていた。もし今奇き襲しゆうなどをかけられたなら、容易たやすく組み伏ふせられてしまうのではないかと思えるほどに。

　とはいえ、理由ははっきりしていた。──先ほど舞姫の部屋で見た写真のことだ。

　幼い舞姫と、ほたるによく似た『真里香』という名の少女。そして、シノに似た印象を持つ『ほたる』。

　無論、シノが舞姫と一いつ緒しよに写真に写っているはずなどない以上、後者は他人の空似だろう。

　だが、その名を聞いてから、服屋で舞姫に過去のことを尋たずねられたときのような頭痛がじくじくとシノの頭を蝕むしばんでいたのである。おかげで、舞姫の部屋で出された紅茶と菓か子しさえ、まるで砂を食はんでいるかのような味しかしなかった。

「……くそっ」

　まるで頭の中に小さな小さな虫が入り込んでいるかのような不快感。シノは表情を歪ゆがめながら吐き捨てるように言葉を零こぼした。

　と──

「……ん？」

　シノはそこで足を止めた。

　前方──舗ほ装そう路ろを照らす街灯の明かりの中に、人ひと影かげが現れたからだ。

　その姿を確かく認にんするように顔を上げる。するとそれに合わせるようにして、影かげの主ぬしは明かりの真下に歩みを進めてきた。暗くら闇やみに隠かくれていたその顔が、街灯によって照らされる。

　今まさにシノの思考の大半を占しめていた少女──凜堂ほたるの、その顔が。

「──ほたる」

　その名を呼ぶと同時、シノは自分の心臓の鼓こ動どうが、僅わずかではあるが速くなった気がした。

「シノ……？」

　ほたるがそれに返すように、シノの名を呼んでくる。

　しかし、ほたるは少々いつもと様子が異なった。目は丸く見開かれ、眉まゆの間には幾いくつも皺しわが刻まれ、うっすらと開いた唇くちびるは微かすかに震ふるえている。有り体ていに言えば──驚愕の色が滲にじんでいた。

「その、格好……」

「ん……？」

　一いつ瞬しゆんその表情の意味がわからなかったシノだが……すぐに気づく。今シノは、今朝着ていた男子の制服ではなく、カットソーにスカートという格好で、あまつさえ髪かみをポニーテールに括くくっていたのである。彼女が驚おどろくのも無理からぬことである。

「ああ、これは──」

　シノはことのあらましを説明しようとし──言葉を止めた。

　ほたるの様子が、少しおかしい気がしたのである。

　確かに今、シノはいつもとは違う格好をしている。しかも男装からいきなりスカートときたものだ。この都市に潜せん入にゆうする際性別を偽いつわることを決めていたのだから、パートナーのほたるが驚くのは当然である。

　だが。

「…………」

　物事は全すべて観察から始まる。研とぎ澄すまされたシノの観察眼は、ほたるの表情から、それとはまた別の驚愕を感じ取ってしまったのである。

　それを裏付けるように、ほたるが震える唇から小さな小さな声を漏もらす。

「……思い……出したの……？」

「思い出した？　どういうことだ」

「……っ！」

　シノが言うと、ほたるはビクッと肩かたを震わせた。

「な、なんでもないわ。それより、どうしたのよその服。制服はどうしたの？」

「…………ああ」

　明らかにほたるの反応には不ふ審しんな点があったが……今それを追つい及きゆうしたところではぐらかされるだけだろう。シノはこうなった経けい緯いを簡単に説明した。

「ふうん、そっか。それはまた災難だったね。でも、なんとか誤ご魔ま化かせたんでしょ？」

「ああ。一応はな」

「……天河舞姫は、何か変なこと言ってなかった？」

「何？」

　シノが不審そうな顔を作ると、ほたるはわざとらしく視線を逸そらした。

「ううん、なんでもない。管理局のことがばれてないならいいわ」

「…………」

　シノはほたるの顔を見つめながら、静かに唇を開いた。

「私も、一つ気になっていることがある。いいか？」

「え？　いいけど……何？」

「──真里香」

「…………」

　シノがその名を発すると、ほたるはこくんと息を吞のんだ。

　きっと、普ふ通つうの人間ならば見み逃のがしてしまうような微かな違い和わ感かん。しかし、長らくほたるとともに仕事をしてきたシノには、対象の観察を得意とするシノには、わかってしまった。

　微かな発はつ汗かん。視線の挙動。指先の動作。それら全てが、言葉よりも雄ゆう弁べんに語りかけてくる。

　──彼女がその名に、何らかの心当たりを持っていることを。

「依藤真里香。その名に、聞き覚えはないか？」

「知らない。誰だれ、それ」

「…………」

　明らかな虚きよ言げん。シノは僅かに目を細めた。

　ほたるもまた、そんなシノの疑念に気づいているのだろう。露ろ骨こつに音を立てて咳せき払ばらいをし、くるりと身体からだの向きを変えた。

「とにかく、あんまり天河舞姫に怪あやしまれないようにね」

　そしてそうとだけ残して、ほたるが闇やみの中へと消えていく。

「…………」

　シノはその場に立ち尽つくし、その背を見送ることしかできなかった。







　かり。

　かりかり。

　かりかりかりかり。

　かりかりかりかりかりかりかりかり。

　親指の爪つめを嚙みながら、ほたるは暗い道を足早に進んでいた。

「駄だ目めよ……駄目。駄目。駄目。シノ。シノ。早く。早くしないと」

　虚うつろな目でぼうっと地面を見つめながら、誰も聞くことのない言葉をぶつぶつと呟つぶやく。

　状じよう況きようはあまり上手うまくない。シノはまだ任務を忘れてはいないけれど、明らかに変わってきている。舞姫と触ふれ合う内に、舞姫に惹ひかれ始めている。──駄目だ。駄目だ。駄目だ。早く殺さないと。シノが舞姫に絆ほだされる前に、早くあの子を殺さないと。

　ほたるの理想は変わらない。シノに舞姫を殺してもらう。それが最高にして絶対の条件だ。けれど、背に腹は代えられない。万一のときの備えはしておかねばならないかもしれなかった。最高を求めて最悪の事態になってしまっては目も当てられない。

　舞姫の死。それさえ果たせれば、あとは何とでもなる。

　確かに舞姫は最強。きっと舞姫と正面切って戦い、勝利できる人間なんてシノ以外に存在しないだろう。だけれど、だからといって舞姫を殺すことができないわけではなかった。実際その道筋は、先日図はからずも隠なばり谷や來くり栖すが示してくれた。

「準備をしないと。準備をしないと。準備をしないと」

　入念に、緻ち密みつに、慎しん重ちように。

　シノが、心を決めてしまう前に。

　シノが、舞姫を認めてしまう前に。

　シノが──

「──シノ。シノ。シノ」

　ぎざぎざになった爪をさらに嚙みながら、ほたるは恍こう惚こつとした声を上げた。

　今し方見たシノの姿。久ひさ方かた振ぶりの『少女』の姿。その美しさに、ほたるは脳幹が痺しびれるかのような快感を覚えていた。

「綺き麗れいだったな……ふふ……やっぱり、綺麗だったな」

　頰ほおが緩ゆるむ。唇が綻ほころぶ。視界が狭せばまる。

「ふふ……ふふふ、ふふふふふふふ……」

　と、そこで。背中を丸めるような格好で歩いていたほたるは、ぼすんと何かにぶつかった。

　見やると、そこに数名の男子生徒がいることがわかる。どうやら前を向いていなかったため、路上にたむろしていた彼らのところに突つっ込んでしまったらしい。

「いって。何だよ」

「…………」

　ほたるが視線を上げると、男子生徒が不審そうに眉まゆ根ねを寄せてきた。

　すると、側そばにいた別の生徒が、ほたるの全身を興味深げな視線で睨ねめ回したのち、馴なれ馴れしい笑えみを浮うかべてくる。

「何、どうしたの君。もしかして俺らと遊びたいの？　いいよー、歓かん迎げいだよ。仲良くしようじゃないの」

　言って、男がほたるの肩に手を回してくる。

「…………」

　ほたるはそれを拒きよ絶ぜつするでもなく──男の言葉に、にぃッと唇を歪めた。

　そしてそのまま、男の身体に両手を回し、ぎゅうと抱だきしめる。男が驚いたように目を見開いた。

「はっは、何だよ。マジで？　冗じよう談だんのつもりだったんだけど、ホントにこんな子──」

　と、そこまで言いかけたところで、男が言葉を止めた。

　否いな。それだけではない。まるで機械の電源が落ちたかのようにがくんと首を揺ゆらし、両手をだらんと垂らす。

　そこでようやく異変に気づいたのだろう。残った男子生徒たちが顔を驚きよう愕がくに染めた。

「お、おい、おまえ何してんだよ」

「冗談やめろって……」

　頰に汗あせを垂らしながら、口々に言って一歩後ずさる。

　ほたるはそんな様子を横目で確認すると、ぐったりとした男子生徒から手を離はなし、そちらに向き直った。

　そして、笑みを浮かべながら言葉を発する。

「怖こわがらないでいいのよ。──あなたたちも、仲良く、しましょ？」








第四章　避けられ得ぬ戦い









　この世の中に死より辛つらいことがあるとしたなら、それは肉体的な苦痛や心を裂さかれるような惨さん痛つうではなく、何も刺し激げきを与あたえられない退たい屈くつ状態なのではないか。

　代わり映ばえのしない部屋の景色をぼうっと眺ながめながら、隠なばり谷や來くり栖すは何とはなしにそんなことを思った。

　ウェーブのかかった金きん髪ぱつに白い肌はだ、唇の下にぽつんと打たれた笑い黒子ぼくろが特とく徴ちよう的な少女である。身に纏まとっているのは白を基調とした神か奈な川がわ学園の制服であったが、それを着たまま寝ね起おきを繰くり返しているせいで、スカートには盛せい大だいに皺ができてしまっていた。

　睡すい眠みんは十分──というか必要以上に取っているはずなのに、どこか身体が気け怠だるい。心なしか、髪も肌もくたびれているように思えた。

　今來栖がいるのは、神奈川都市内にある留置施し設せつである。四よ畳じよう半はんほどのスペースに簡易ベッドとトイレのみが設しつらえられており、部屋の入り口に当たる扉とびらと明かり取りの窓には厳重に鉄てつ格ごう子しが施ほどこされていた。

　とはいえそれも仕方のないことではある。何しろ來栖は防衛都市東とう京きようから送り込まれたスパイであり──〈アンノウン〉の襲しゆう撃げきに乗じて都市首席・舞まい姫ひめの誘ゆう拐かいを企くわだてた犯人であったのだから。

　神奈川、東京、千ち葉ばの三都市は、共に国土を守る仲間であると同時に、実績を争うライバルでもある。長らくランキングトップに君臨しながら、ずっと内地入りせずに最前線に留とどまり続ける舞姫を疎うとましく思う者が出てくるのも必然ではあった。

　とはいえ、各人の感情はどうあれ、來栖の、そして東京首席の行った行動は味方に対する裏切りに他ほかならない。事態を重く見た管理局は、再発防止策を含ふくめた対応と來栖たちへの処分を慎重に協議しているらしかった。

　來栖たちの犯行が東京首席の指示によるものであったということも全すべてばれてしまっている。となると、首席もただでは済むまい。もう既すでに管理局によって拘こう束そくされている可能性さえあった。

　とはいえまあ、來栖自身首席にそこまで強い思い入れがあるわけでもない。自分の不ふ手て際ぎわが原因であることに申し訳なさくらいは感じているが、こうなってしまった以上あとは自己責任である。

「それにしても……」

　──退屈ねぇ。

　來栖は言葉の後半をため息に変えて吐はき出した。

　処分が決定されるまでの留置という話ではあったけれど、如何いかんせんこの狭せまい空間の中にはやることがなさ過ぎた。この施設には來栖の他にも舞姫誘拐に関かかわった東京の生徒が何人か捕とらえられているはずだったが、密談を防ぐためか別のエリアに分けて収容されているようであった。時折大声を出してみても、反応を示してくるのは反はん響きようした自分の声のみである。

　人とのコミュニケーションは、日に三度の食事を届けに来る看守生徒との僅わずかなやり取りのみ。あと数週間もこんな状態が続けば、看守に恋こいでもしてしまうやもしれないと思う來栖であった。

　取り調べを喜ぶ犯人がいるというのも、あながちわからないではない。日常生活ではあまり自覚していなかったが、人間と話すという行こう為いは、何ものにも勝まさる娯ご楽らくであったのだ。

　來栖の〈世界〉は、対象の認にん識しきを誤ご魔ま化かす欺ぎ瞞まんの〈世界〉。もしその力が知られていなかったならまだ脱だつ出しゆつの目もあっただろうが──それも詮せんない考えではあった。

　一度看守が食事を届けに来た際、自身に〈世界〉再現を施ほどこし、相手から自分の姿を認識できなくしていたことはあったのだが、看守は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしただけで、いつも通り食事を置いていってしまった。

　恐おそらく、舞姫や四天王たちから注意喚かん起きをされていたのだろう。となれば、來栖がいないことに慌あわてた看守が扉を開け、その隙すきに逃とう亡ぼう──だなんて漫画のような真似まねは不可能である。無む駄だに〈世界〉再現を行うことは、貴重な看守との会話の機会を逃のがしてしまうだけだった。

　と、來栖はそこでぴくりと眉まゆを動かした。

　鼓こ膜まくが、小さな足音を捉とらえたのである。

「……？」

　來栖は不思議そうに首を捻ひねった。ここを訪おとずれるのは食事を持った看守くらいであるはずだが──いつもより少々時間が早い気がしたのである。

　もしかしたら、來栖より先に看守が來栖に恋でもしたのだろうか。そんな想像をして、思わず肩かたをすくめる。

　きっとそんな甘酸っぱいイベントではなく、処分が決定して來栖を管理局に移送させにきたとか、そんなところだろう。來栖は身じろぎするように身体の向きを変え、鉄格子の塡はまった扉の方を見やった。

　ガチャリという音が鳴り、來栖がここに入れられてから開くことのなかった扉がゆっくりと開いていく。

　が。

「……あらぁ？」

　そこに現れた人物の姿を見て、來栖は不ふ審しんそうに目を細めた。

　そこにいたのはいつも食事を運んでくる看守でもなければ、管理局の制服を着た大人でもなく──來栖と揃そろいの白い制服を着た、一人の少女だったのである。

「あなたは……」

　來栖はあごに手を当て、「あ」と声を発した。──その少女の顔に、見覚えがあったのである。

　そう。シノとともに舞姫の部屋に忍しのび込んでいた少女だ。確か名は──凜りん堂どうほたる。

「一体編入生さんが私に何のご用？　それともあなた、管理局の人だったのかしらぁ？」

　來栖が言うと、ほたるはふふっと苦く笑しようしてきた。

「なんていうか、変に鋭するどいわね。当たらずとも遠からず……とだけ言っておくわ」

　そう言って肩をすくめ、言葉を続けてくる。

「でも、今日はそういう用件で来たわけじゃないの」

「あら、そうなの？　じゃあどういうご用事？」
















「隠谷來栖。あなたを、逃にがしてあげようと思って」

「……ふうん？」

　ほたるの言葉に、來栖は表情を歪ゆがめた。

「それはありがたいけれど……なぜあなたがそんなことをしてくれるのかしら？　あなたの狙ねらいはなぁに？　一体私に何をしろっていうの？」

　その提案自体は願ったり叶かなったりであったが──來栖の心には不信感が渦うずを巻いていた。

　理由は単純。あまりに都合が良すぎるのである。それこそ、この誘さそいに乗って脱だつ獄ごくしようとしたならさらに重い罰を科せられたりだとか──もしくは、來栖を『やむを得ず』殺してしまうための謀ぼう略りやくではないかと疑ってしまったのである。

「そんな、狙いだなんて」

　しかしほたるは、そんな來栖の疑念さえも理解しているように穏おだやかな笑みを浮かべると、すっと手を差し伸のべてきた。

「──私たち、友だちじゃない」




　　　　◇




　低い駆く動どう音と微かすかな電子音を響ひびかせながら、巨きよ大だいな機械が規則的に振しん動どうする。

　舞姫は用意された椅い子すに腰こし掛かけることもなく、その様子をジッと眺めていた。

「──まだ？」

「もうちっと待て」

　舞姫が問うと、隣となりに控ひかえていた作業着姿の男が低い声を返してきた。

　神奈川都市内にある出力兵装製造施設──通つう称しよう『工こう房ぼう』の一角には今、舞姫と数名の工科生徒、そして実質的に『工房』を取り仕切る工科の科長・鋼こう城じよう鉄てつ兵ぺいが控えていた。

　舞姫の三倍はあろうかという大おお柄がらな体たい軀くに、無ぶ精しよう髭ひげの生えた頑がん丈じようそうなあご、ぼさぼさの髪かみが特徴的な生徒である。歳としは確か一八であったはずだが、見てくれだけで言えば明らかに三〇歳を超こえているように見えた。ファンタジー小説に出てくる巨きよ人じん族とドワーフが子供を作ったらこんな姿になるのではないかと思えるような容よう貌ぼうである。

「しかし、お姫ひめサン直々に兵装を拵こしらえてもらえるだなんて、幸せな野や郎ろうがいたもんだな。しかも純命めい鉄てつの特別製ときたもんだ。一体どこのどいつだ？」

「野郎じゃないよ。シノは女の子」

　舞姫が訂てい正せいするように言うと、鋼城は丸太のような腕うでを持ち上げて頭をかいた。

「おっと、そいつは悪かったな。……って、シノっていうとあれか？　新しく四天王に入ったとかいう」

「うん、そうだよ。すっごく強いんだから」

「……うん？　特別模も擬ぎ戦は俺も見てたが、ありゃ男じゃなかったか？」

　鋼城が首を捻ると、周りにいた工科生たちが苦笑した。

「親方……いつの話してるんすか」

「先週あたりから話題になってたじゃないですか。紫し乃の宮みや晶あきらは女性だった!?　って。新聞部も号外出してましたよ」

「おん？　そうなのか？」

　鋼城は無精髭の生えたあごをさすると、鼻からふうと息を吐いた。

「なんでぇ、二人目の純命鉄使いも女かい。神奈川の男ぁ不ふ甲が斐いねぇな。まあ俺も、人のこた言えねえがよ」

　言って、鋼城がその大きな手で舞姫の頭をわしわしと撫なでてくる。

「まったく……こんな嬢じようちゃんを化けモンと戦わせておいて、てめぇは安全な都市内でぬくぬくしてるってんだから、情けねえったらねえよ」

「そんなことないよ」

　舞姫はくすぐったそうに身じろぎしたのち、鋼城の顔を見上げながら返した。

「親方たちがいなかったら、大変だよ。みんなの作った武器があるから、私たちは戦えてるんだから。前に出るか後ろで支えるかは、見えてる〈世界〉の違ちがいでしかないよ。適材適所。みんな自分にやれることを全力で。それが──平和への一番の近道だよ」

　舞姫が言うと、鋼城は目を丸くしたのち、再び舞姫の頭をぐりぐりと撫でた。

「はっは……チビが相変わらず生意気言いやがって」

「いーたーいーよーおーやーかーたー」

　舞姫は鋼城の手から逃のがれると、ぺたっとしてしまった髪を元に戻もどすため、雨に濡ぬれた犬のようにぶるぶると頭を振ふった。

「もう、親方はいちいち力が強いんだから」

「関かん東とう一の怪かい力りき娘むすめにそんなこと言われるたぁ光栄だな」

　冗じよう談だんめかしてそう言い、鋼城は未いまだ振動音を上げる機械に目をやった。

「さて……ぼちぼち上がる頃ころかね」

「ホント!?」

　舞姫が目を輝かがやかせて機械を覗のぞき込むように顔を近づけると、鋼城に襟えり首くびを摑つかまれてひょいともとの位置に戻された。

「危ねえっての。もうちょっと待ってろ」

「はーい……」

　舞姫は素す直なおにそう答えると、巨大な棺かん桶おけのような機械に向き直った。

　舞姫たちの目の前で駆動している機械は、兵装の本体にカートリッジシステムを組み込む装置である。

　その中には今、舞姫が鋼城たちのサポートを受けながら鍛きたえ、磨みがき、拵えを施ほどこした刀型出力兵装が収められていた。あとはこの最終工程さえ済めば、シノ専用の兵装が完成するのである。

　と、そこで機械に灯ともっていたランプが赤から緑に変わったかと思うと、甲かん高だかい電子音が鳴り響いた。

「よし」

　鋼城が前に進み出、機械から伸びていたコックをグッと捻ひねる。

　すると機械から勢いよく蒸気が噴ふき出し、一いつ瞬しゆん舞姫の視界を覆おおった。

「わっ！」

「ほら、来てみなお姫サン」

「う、うん！」

　舞姫はこくりとうなずくと、口を開けた機械の前まで歩いていき、その中を覗き込んだ。

　黒い柄つかに黒い刃はが煌きらめく黒刀である。金の鍔つばから蝶ちようのような意い匠しようが生じ、そこに翠みどり色の命気オーラカートリッジが輝いていた。

　刃は紋もんは細直刃。しかしそれとは別に、黄金こがね色の幾き何か学がく的な紋もん様ようが刃の表面に走っていた。──通常の刀の製法では出来ようがない、出力兵装独特の様相である。

「おお……」

　舞姫はその刀を手に取ると、思わず声を発した。

　本体は自分で鍛え上げたものであるのだけれど、こうして完成品となると、また一種違った風格を帯びる気がしたのである。

　鋼城があごを撫でながら、感かん嘆たんするように息を吐はいてくる。

「ん……良い出来だ。こいつは業わざ物ものだぜ。──銘めいは決めてあるのかい」

「もちろん！」

「へえ、なんていうんだい」

「ふふ……内ない緒しよ。最初に教えるのはこの子の持ち主シノって決めてるんだ」

「はっは、なるほどな。それもそうだ」

　鋼城は愉ゆ快かいそうに手を打つと、作業台の上から、刀とともに造られていた見るも鮮あざやかな朱しゆ鞘ざやを手て渡わたしてきた。

「ほら、収めてみな。さすがに抜ぬき身のまま持ち歩くわけにはいかねえだろ」

「ん、ありがとう」

　舞姫はそれを受け取ると、刃の背に手を当て、滑すべらせるようにして刀身を鞘に収めた。チン、という綺き麗れいな音が、辺りに響く。

「──そのシノってのに気に入ってもらえるといいな。お姫サン」

「うん！」

　舞姫は、満面の笑えみを浮うかべながら大きくうなずいた。




　　　　◇




「…………」

　自室の中で椅子に腰掛けながら、シノは手の中にある通信端たん末まつをジッと見つめていた。

　姿勢を動かすことも、視線を動かすこともなく、ただただ考えを巡めぐらせる。しかしいくら思考してみても、答えは出なかった。

　もうかれこれ一時間はこうしている気がする。効率性を重視するシノにとって、非常に珍めずらしい時間ではあった。

　とはいえ、それも仕方のないことだった。何しろシノが今端末に表示させているのは──管理局への秘ひ匿とく回線を開くためのパスワード入力画面だったのである。

　通常、シノたちエージェントがこの回線を使うことはない。これはあくまで非常用。それこそ命の危機に瀕ひんしたときか──道理をひっくり返すような重大な事件が起こった際にしか使用は許されていなかった。

　一度放たれたなら、敵の首を落とすまで帰ることはない絶対必殺の鏃やじり。それがシノたち四課員なのだ。

　だから、本来であれば許されないのだ。

　──暗殺対象を本当に殺していいのかどうかの判断を仰あおぐなど。

「……く」

　シノは携けい帯たい端末をテーブルに放ほうると、椅子から立ち上がった。

　長らく同じ姿勢でいたものだから、腰こしや足が軋きしむように痛む。しかしシノは気に留めず、のしのしとキッチンに歩いていくと、冷蔵庫に入っていたミネラルウォーターを一気に飲み干した。

　ペットボトルをゴミ箱に放り、再び部屋へと戻っていく。するとその際、窓ガラスに映った自分の姿が視界に入った。

　──女子の制服を纏まとった、自分の姿が。

　先週、舞姫たちに性別を偽いつわっていたことを知られてから間もなく、あのとき測った寸法をもとにした制服が寮りように届けられていたのである。

　シノとしては別に男子制服のままでも構わなかったのだが、舞姫からの厚意を無視すれば騒さわぎ立てる者も出るだろうし（主に柘榴ざくろと銀ぎん呼こだが）、予想以上にシノが女であるという情報が都市内に広まってしまっていたため、もう今さら隠かくしても意味はあるまいと判断したのである。

　まあ、やはりスカートのヒラヒラした感覚は得意ではないため、その下に厚手のタイツを穿はいてはいたのだが。

　髪もいつものそれより高めに括くくってある。これもまた、舞姫に求められて括った髪かみ型がたである。……なんだか知らず知らずの間に、自分の身体からだが舞姫に染められてしまっている気がするシノであった。

「…………」

　知らず知らずのうちに舞姫に絆ほだされてしまっている自分がいるのではないかという疑念が頭を掠かすめる。

　嗚呼ああ、そうだ。認めたくはないが──きっとシノは、舞姫のことが好きなのだ。

　何よりも強く、正しく、真まっ直すぐなあの少女のことが、好きなのだ。

　こんな感情を抱いだいたことは生しよう涯がいで初めてだった。ましてや暗殺対象に対してなど、考えたことすらなかった。

　だが、いや、だからこそ、わからないのだ。

　シノは今、迷っている。判断に窮きゆうしている。

　──舞姫を、本当に殺してしまっていいのか否いなかを。

　しかしそもそもその疑問は、ただの個人的な好き嫌きらいに起因しているのではないか。そんな懸け念ねんが、今もシノの胸に燻くすぶっていたのである。

　暗殺対象に愛着を抱き任務に背そむくなど愚ぐの骨こつ頂ちようと言う他ほかない。シノは管理局四課のエージェント。そこに意志は必要ない。シノの思考は如何いかに効率的に任務を遂すい行こうするかのみに注がれるべきであり、そのようなことに悩なやみを抱くこと自体が誤りであるのだ。

　だがそれでも──問わずにはいられなかった。知らずにはいられなかった。

　天てん河かわ舞姫。あの少女を殺さねばならない本当の理由を。

「…………」

　シノは端末を手に取ると、パスワードを入力し、秘ひ匿とく回線を開いた。

　数十秒後。ザザッというノイズののち、端末越ごしに低い声が響ひびいてくる。

『──金かな屋やです。何かありましたか？』

　シノの直属の上司である物品管理四課課長・金屋久ひさ秀ひでが、至し極ごく落ち着いた声こわ音ねを発してくる。シノは呼吸を整えるようにすうっと息を吐いたのち、それに応答した。

「は。お尋たずねしたいことがあります」

『何でしょう』

「……天河舞姫の暗殺理由についてです。私の調査の結果、彼女を殺す必要性があるとは思えませんでした。一体この任務はなぜ下されたのですか」

『君は、何を言っているのですか？』

　シノの問いに、金屋が静かな、しかし苛か烈れつさを帯びた声を返してきた。

『言ったはずです、それは特秘事じ項こうであると』

「それはわかっています。しかし、もしかしたら他に対応策があるかもしれません」

『君がそんなことを言い出すほどです。きっと何か事情があるのでしょう。ですが、天河舞姫は死ななくてはなりません。首席権限剝はく奪だつや拘こう束そく、内地送そう還かんなどでは意味がないのですよ。彼女が生きていては、不都合なことがあるのです。──それとも、君は管理局の判断に誤りがあると、そう言いたいのですか？』

「……いえ、そういうわけでは。ですが」

　と。シノが頰ほおに汗あせを垂らしたところで、不意に部屋の扉とびらが開いた。

「……！」

　シノがそちらに視線をやると、そこにほたるがいることがわかる。無論扉は施せ錠じようしていたのだが、彼女にだけは合い鍵かぎを渡わたしていたのである。

「…………」

　ほたるは、まるでシノが今何をしているのかを全すべて察しているかのような顔で微笑ほほえむと、ツカツカと部屋の中に歩いてきて、シノの手から端末を奪うばい去った。

　そしてそれを耳元に当て、声を発する。

「──凜堂です。はい、何も問題ありません。じきに任務は完かん了りようします。──では」

　ほたるはそう言うと通信を切り、端末をシノに投げて寄よ越こした。

　そして、

「──ねえ」

　底冷えのするような声でそう言って、シノの顔を覗のぞき込むようにしてくる。

「何してるの、シノ。秘匿回線まで使って金屋課長に連れん絡らくを取るなんて」

「……それは」

　シノは反論しようとして、口ごもった。

　冷静に考えれば、ほたるの言うとおりなのである。おかしな行動を取っているのはシノの方だ。暗殺対象に入れ込み任務の是ぜ非ひを問うなど、正気の沙さ汰たではない。

「どうしちゃったの、シノ。おかしいよ。なんであの女にそこまで入れ込むの？　あんなの、ただの暗殺対象じゃない。調査して、殺して、それで終わり。それでいいじゃない。一体何が不満なの？」

「ほたる……？」

　捲まくしたてるようなほたるの言葉に、シノは微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　彼女の様子もまた、普ふ段だんのそれと違ちがうような気がしたのである。

　しかし、それも無理からぬことなのかもしれなかった。何しろ、ともに任務を行うパートナーが、任務に疑問を抱き、あまつさえ上司に直じき訴そまでしようとしていたのである。世が世なら、逆にシノが殺されてもおかしくない事態だ。連帯責任が及およぶであろうほたるが必死になるのも当然といえば当然であった。

「天河舞姫を殺す理由がわからない……？　そんなの、管理局の命令だからでいいじゃない。今までそうしてきたじゃない。逆に聞くけれど、じゃあ天河舞姫を殺さなくていい理由って一体何？　管理局の命令に背いてまであの女を殺したくないのは一体なぜ？」

「それは……」

　シノは言葉に窮した。

　天河舞姫の必要性であれば幾いくつでも挙げることができる。最強の力。国土防衛の柱。生徒たちの精神的支柱。彼女を失うことによってこの都市が、この国が、ひいてはこの世界が負うことになる負担はあまりに大きい。

　だが、管理局はそれらの影えい響きようを全て考こう慮りよしてなお、彼女を生かしておくことはできないとの判断を下したのだ。それを、末まつ端たんのエージェントが個人的判断だけで覆くつがえしていいはずがない。彼女が持つ力が強ければ強いほど、彼女の存在が持つ影響力が大きければ大きいほど、その判断を誤った際の損そん壊かいは甚じん大だいになっていくのだ。

「……ねえシノ。改めて聞くわよ。私たちの仕事は何？　あなたが負った任務は、一体何？」

　ほたるが、シノの目をジッと見つめながら、そう問うてきた。







「ふんふふふーん、ふふふふーん」

　歌詞もよく覚えていない歌を口ずさみながら、舞姫は意い気き揚よう々ようと寮の廊ろう下かを歩いていた。

　身には制服、肩かたには外がい套とう、そして手には──完成したばかりの朱しゆ鞘ざやの黒刀。

「ふふ……シノ、喜んでくれるかな」

　舞姫は手にした黒刀に目をやると、頰を緩ゆるめた。

　今舞姫がいるのは、シノが住んでいる寮であった。様々な苦労を重ねてようやくシノ専用の出力兵装を仕上げた舞姫は、早さつ速そくそれを手て渡わたすためにここを訪おとずれていたのである。

　と。

「ん……？」

　シノの部屋の前まで至ったところで、舞姫は足を止めた。

　部屋の扉とびら越ごしに、何やら話し声のようなものが聞こえてきていたのである。

　別に盗ぬすみ聞きをするような趣しゆ味みはない。舞姫は構わず、扉をノックしようとした。

　が──そこで。

「え……？」

　扉の向こうから何やら話し声が聞こえてきて、舞姫は動きを止めた。

　部屋の中に、シノと誰だれかがいる。そして今確かに、会話の中に舞姫の名が出てきたのである。

「何だろ……」

　舞姫は首を傾かしげると、悪いこととは思いつつ、扉にぴとりと耳を押し当てた。







「…………、天河舞姫を、殺すこと」

　シノは小さな声で、呟つぶやくように言った。

「そうよ。それが、私たちの使命。私たちのなすべきこと。私たちに与あたえられた絶対の指令」

「……そんなことは、わかっている」

「ならこの一週間、シノは何をしていたの？　天河舞姫に性別を知られ、天河舞姫に与えられた服を着て、天河舞姫に求められた髪型にして。それも天河舞姫を殺すための方策なの？」

「…………」

　シノには、何も返せなかった。ほたるの言葉はいちいちシノの懊おう悩のうや苦く悩のうを狙ねらい打ちにしてきたのである。

　ほたるは悲しそうに眉まゆを歪ゆがめ、シノにしなだれ掛かかってきた。

「シノ。シノ。ねぇ、シノ。いつものシノはどこへいったの？　冷静に冷れい徹てつに冷れい酷こくに任務を執しつ行こうするあなたは、どこへいってしまったの？　戻もどってきてよ。あの子を殺して、私のところに戻ってきてよ」

　悲痛に訴うつたえかけるように、ほたるがシノの胸を叩たたく。

　シノは目を伏ふせると、細く息を吐はいてほたるを引き剝はがした。

「……わかっている。そんなことは……わかっている」

　のどから絞しぼり出したその声は、まるで自分のものではないような気がした。

　と、その瞬しゆん間かん──

「……っ、誰だ」

　ほたるが入ってきた扉の向こうから微かな音が聞こえてきて、シノは視線をそちらに向けた。

　瞬時に床ゆかを蹴けり、扉の外に目をやる。

　だがそこには、誰の姿も認められなかった。

「どうしたの、シノ」

「……いや、物音が聞こえた気がしたのだが」

　シノはもう一度左右に目をやってから、扉を閉めた。

　そうしてからもう一度、ほたるの方に目をやる。

「……とにかく、話は理解した。私は任務を忘れてもいない。……だが、執行のタイミングは私に任せてもらう」

「……はぁ」

　シノの言葉に、ほたるは小さく息を吐いた。

「まあ……今はそれでいいわ。でも、あんまり悠ゆう長ちようなことをやっているようなら、私が先を越しちゃうかもしれないよ」

「……何？」

「忘れてたわけじゃないでしょ？　私だって──四課のエージェントなんだよ？」

　ほたるは、ニィと唇くちびるを歪めた。




　　　　◇




「はぁ……っ、はぁ……っ、はぁ……っ」

　シノの部屋の前から逃にげ出した舞姫は、適当な寮りようの裏手まで走ったところでようやく壁かべに背を預け、息を吐いた。

　心臓はばくばくと脈打ち、額には汗が浮うかび、肺は痛いほどに軋きしみを上げている。

　とはいえ無論、神奈川都市首席たる天河舞姫の身体からだが、たかだか数分走ったくらいでそこまで疲ひ弊へいするはずはない。舞姫の動どう悸きを激しくしているのは、紛まぎれもなく今し方聞いてしまったシノと誰かの会話が原因であった。

　意味がわからない。意味がわからない。意味がわからない。

　──シノが、舞姫を殺しにきた？

「どういう……こと？」

　舞姫は壁に背を擦こすりながらその場にうずくまった。手にしていた黒刀がかちゃりと音を立てる。

　舞姫はそのまましばらくの間顔を伏せた。だがどれだけ考えを巡めぐらせようとも、納なつ得とくに至る答えは出なかった。鬱うつ々うつとした思考を頭の中で循じゆん環かんさせればさせるほど、灰色の想像が身体の端はし々ばしにまで染しみ渡わたっていくかのような錯さつ覚かくさえ覚えた。

　シノが神奈川に編入してきてからのことが、脳のう裏りに浮かんでは消えていく。特別模も擬ぎ戦。初めてのデート。そして、トリトン級〈アンノウン〉との戦い──

　それら全すべての思い出が反転し、裡うちから舞姫を磨すり潰つぶしにかかってくるかのような感覚。

　……駄だ目めだ。駄目だ。駄目だ。舞姫は奥歯を嚙かみしめながらかぶりを振ふった。

　そうしてから、すうっと息を吸い、大きく吐いて──

「あああああああああああッ！」

　大声を上げながら、舞姫は額を壁に叩き付けた。

　ゴッ！　という大きな音が鳴り、寮が地じ震しんのように震える。上方から、中にいた生徒たちが窓を開ける音が聞こえてきた。

「……よし」

　舞姫はハンマーを打ち付けたような跡あとの残った壁を見ながら、小さく声を発した。

　これで、少しは気合いが入った。うじうじと悩なやむのは舞姫らしくない。闇やみが恐おそろしいのは、そこに何があるのかがわからないからだ。ならば必要なのは、いつ明けるともしれない夜が過ぎるのを待つことではなく、燦さん然ぜんたる輝かがやきを放つ火を灯ともして足を踏ふみ出すことである。

　少なくとも──舞姫はずっとそうしてきた。

　そう。舞姫はあくまで偶ぐう然ぜん話を聞いてしまっただけだ。もしかしたらただの聞き間ま違ちがいかもしれないし、舞姫が思っているような文脈でされた話ではない可能性だってある。

　とにかく、シノ本人に直接確かめなければ何もわからない。舞姫はポケットの中から携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

　──もしかしたら自分を暗殺しにきたかもしれない相手にそれを問い質ただすだなんて、きっと悪あく手しゆ以外の何物でもないのだろう。相手の思おも惑わくを一方的に知っているというアドバンテージを活いかせば、もっと上手うまい立ち回り方はいくらでもあるはずだった。

　しかし。舞姫はそれをしなかった。悪意も害意も正面から受け止め向かい打つのが、関東最強天河舞姫の矜きよう持じであり覚かく悟ごであったのだ。

　端末のメッセージ画面を開き、文字を入力していく。

　もしもそれが舞姫の早とちりであったならばよし。失礼極きわまる勘かん違ちがいをしてしまったことをシノに陳ちん謝しやし、この黒刀を手渡そう。

　だが、もしも舞姫が耳にした言葉に間違いがなかったならば、そのときは──

「…………」

　舞姫はメッセージを入力すると、心を落ち着かせるように一呼吸してから、送信ボタンを押した。







　寮の部屋からほたるが去ってから数分後。

　シノはポケットの中の携帯端末が震えるのを感じ、微かすかに眉をひそめた。

「……誰だ？」

　この端末に通信を送れる人間は限られている。先ほどのほたるの言葉が脳裏に蘇よみがえり、シノの心音を少しだけ速くした。

　だが、端末の画面に表示された名前は、予想外のものだった。

「……天河？」

　そう。シノの端末にメッセージを送ってきたのは、シノの暗殺対象・天河舞姫だったのである。

　そういえば四天王になった際に、半ば無理矢理ＩＤを登録させられていた。

「なんだ、一体」

　シノは首を傾かしげながらメッセージを表示させ──

「ん……？」

　その文面を見て、さらに訝いぶかしげな顔を作った。




　　　　◇




　乾かわいた風が、崩くずれ落ちた街並みの合間を吹ふき抜ぬける。細かな砂すな埃ぼこりが髪かみに制服に纏まとわり付き、不快感を残して消えていった。

「…………」

　シノは無言で、ヒビの入ったアスファルトを踏みしめながら辺りを見回した。

　強大な力によって抉えぐり取られ、捲めくれ上がった舗ほ装そう路ろ。半分にへし折られた高層ビル。乱らん杭ぐいのようにまばらに並んだ道路標識。数十年前までは数多あまたの人が行き交かう場所であったであろう廃はい墟きよには今、明確な死の臭においが満ち満ちていた。

　──都市外がい壁へきの外側。かつて『神奈川』と呼ばれた土地の一部。

　臨りん海かい公園がある海岸側とは反対側──内地に面した場所である。背後には神奈川の都市外壁が。前方には荒こう涼りようとした景色が広がっていた。

　無論、シノにこのような場所を好んで訪おとずれる趣しゆ味みなどはない。シノはポケットから携帯端末を取り出すと、昨日受信したメッセージを表示させた。

　送り主は舞姫。用件は、今日この時間に、都市外のこの場所に来てくれという簡潔なものであった。

　突とつ然ぜんのメッセージを不ふ審しんに思ったシノは、当然詳しよう細さいを問う文面を返した。しかしそれきり返信はこず、仕方なくシノは何が何やらわからぬままここを訪れていたのである。

「──天河。どこにいる」

　端末をポケットに押し込み、声を張り上げる。シノ以外に音を発する者がいない空間の中を、声が反はん響きようして通り過ぎていった。

　するとそれから十数秒後。右方の瓦が礫れきが、カランと小さな音を立てる。

　視線をやると、そこに顔を俯うつむかせた舞姫の姿があることがわかった。

「天河」

　シノはそちらに向き直ると、その名を呼んだ。

「──シノ」

　舞姫が静かな声で、そう返してくる。いつもの舞姫とは少々異なった様子に、シノは小さく眉まゆ根ねを寄せた。

「こんなところに呼び出して、一体何の用だ」

「シノに──聞きたいことがあるんだ」

「聞きたいこと？」

「うん」

　舞姫は顔をうつむけたままうなずくと、一いつ拍ぱくおいてから続けてきた。

「──シノは、私を殺しに神奈川にきたの？」

「…………ッ」

　舞姫の言葉に。

　シノは、思わず息を詰つまらせた。

　突然のことに、頭が疑ぎ問もん符ふで埋うめられる。だが、動どう揺ようを悟さとられるのは上手くない。シノは表情筋の動きを抑おさえ、平静を装よそおった。

「……何を言っている？」

　そして、その言葉を返す。すると舞姫は顔を上げ、ジッとシノの目を見つめてきた。

「答えて」

「…………」

　まるで何もかもを見み透すかすかのような透き通った瞳ひとみに凝ぎよう視しされ、シノは再び沈ちん黙もくした。

　いつ、どうやって舞姫にシノの目的が知られたのだろうか。確かに、舞姫がシノに何らかの疑念を抱いだいている可能性は否定できなかった。だが、シノの目的が『暗殺』であるということまでは突つき止めていなかったはずだ。

　ならば、これも舞姫の策略なのだろうか。シノに鎌かまを掛かけて動揺を誘さそおうとしているというのだろうか。

　……否いな。シノは心中でその考えを否定した。こちらを見つめる舞姫の姿を、顔を、目をジッと見返す。シノの観察眼は、舞姫が自分の言葉に確信を持っていることを見み抜ぬいていた。

　そこで、思い出す。昨日、シノがほたると話している最さい中ちゆうに聞こえた小さな物音のことを。

　もしも舞姫があのときの会話を聞いていたとしたなら、時期的にも筋が通る。以前顔を合わせたときの舞姫とは、明らかに様子が異なっていた。

「……まさか」

　次いで、シノは小さく呟つぶやいた。

　あのときほたるが、わざと舞姫に話を聞かせるために、任務のことを話し始めたのではないか……なんて考えが、脳裏を掠かすめたのである。

　そう。まさにこの状じよう況きよう……シノが舞姫と対さざるを得ない状況を作るために。

「……いや」

　さすがに邪じや推すいが過ぎる。それに、今すべきは目的が知られた理由ではなく──舞姫にどんな返答をするか決めることだった。

　きっとシノの立場としては、しらを切るのが正解なのだろう。シノを問い質ただしている以上、舞姫も確証を得ているわけではないのかもしれなかった。

　無論、全てを知った上でシノを呼び出したという可能性もゼロではない。瓦礫の陰かげに柘榴や銀呼、青生あおいが潜ひそんでいることだって考えられる。だがもし仮にそうだとしても、真実を白状することなどいつでもできるのだ。

　しかし、逆はない。一度シノが舞姫の言葉を肯こう定ていしてしまえば、もうシノと舞姫は、以前までの関係には戻もどれなくなるだろう。

　だから、如何いかに白々しくとも、惚とぼけるのが正解なのだ。

　だが──

「……そうだと言ったら、どうする」

　シノの口からは、そんな言葉が漏もれていた。

　あまりに非効率的な判断。もしこの場にほたるや金屋課長がいたなら、シノの行動に目を覆おおっていただろう。

　だが、なぜだろうか。

　舞姫の目に見つめられていると、言葉を偽いつわることがどうしてもできなかったのだ。

　隠かくし事はできても──噓うそを吐つくことが、できなかったのだ。

「……そっか」

　シノの言葉に、舞姫は静かにそう返した。

　ショックを受けたような様子はない。否、正確に言うならば、それを一度乗り越こえ、覚悟を持ってその場に立っているかのような表情である。

　舞姫は、外がい套とうに隠れていた左手をゆっくりと持ち上げた。

　するとその手に、一ひと振ふりの刀が握にぎられていることがわかる。シノはそれに反応して手にしていた刀の柄つかに手を掛けた。

　しかし舞姫の用いる出力兵装は大たい剣けん型であるはずだ。まさかこんな短期間で武器を持ち替かえるとも思えないが──

　と、シノがそんなことを考えていると、舞姫が手にしていた刀をシノに向かって投げて寄よ越こした。

「何？」

　咄とつ嗟さに手を伸のばし、それを受け取る。

「これは……」

　シノは不審そうな顔をしながらその刀に視線を落とした。朱しゆ鞘ざやに収められた出力兵装である。鞘から引き抜いてみると、見事な漆しつ黒こくの刀身が、太陽の光を浴びて輝かがやいた。

　一目で常識外れの業わざ物ものであると理解できる。命鉄比率も、シノの持っている量産品とは比ひ較かくにならないだろう。

「それ、使っていいよ。量産品じゃ、勝負にならないでしょ」

　舞姫はそう言うと、右手を外套の中に差し入れ、そこから金色の刀身を持つ大剣を引き抜いた。

「理由は聞かないよ。たぶん、聞いても教えてくれないだろうし。──でも、私の首が欲ほしいなら、正面からおいで」

「……何のつもりだ」

　シノが訝しげに視線を鋭するどくしながら問うと、舞姫は油断なくシノを見つめたまま続けてきた。

「──もしシノが本当に私を殺しに来ていたんだとしたらどうしようって、私、いろいろ考えたんだ。それで……その結果、わかったことが一つあったの」

「……わかったこと？」

「うん。私ね、きっと──シノが好きなんだ」

　舞姫が真しん摯しな視線のままそう言った。が、すぐに補足するように続けてくる。

「あっ、変な意味じゃなくてね？」

「…………」

「シノと一いつ緒しよにいると楽しい。シノと戦ってると心強い。シノが喜ぶと私も嬉うれしい。──もしシノに『私を殺す』って目的があったとしても、きっとそれは変わらないと思う。っていうか、実際今も変わってない。だから」

　舞姫が、大剣の切っ先をシノに向けてくる。

「わかりやすくいこう。シノが勝ったら、私の首をあげる。でももし私が勝ったら──シノをもらうよ」

「な……」

　予想外の言葉に、シノは頰ほおに汗あせを垂らした。

「何を言っている、天河」

「いいでしょ。私は命かけてるんだから。──それとも、正々堂々じゃあ勝てる自信がない？」

「……何だと？」

　シノは渋じゆう面めんを作った。あまりに見え透いた挑ちよう発はつである。

　だが、ここで勝負を拒きよ絶ぜつすれば、シノは極きわめて不利な状況に追い込まれるに違いなかった。

　舞姫が四天王にこのことを相談すれば、すぐさまシノは拘こう束そくされるだろう。もしこれが管理局からの任務であるとばれていなければ管理局に送そう還かんされるかもしれなかったが──目標を討うつチャンスを得ながら黙だまって捕つかまった無能者がどのような処分を受けるかは想像に難かたくなかった。

　むしろ今この状況は、舞姫のシノへの温情とさえ言うことのできる場であったのである。

「…………」

　シノは細く息を吐くと、もともと手にしていた刀を地面に放ほうり、舞姫から投げ渡わたされた刀を鞘に収めて腰こしに提さげ、右足を前に踏ふみ出して身体からだを前ぜん傾けいさせ──抜ばつ刀とうの体勢を取った。

　シノの目的が舞姫に知られてしまった時点で。

　そして、シノがそれを認めてしまった時点で。

　この光景は、もう変えられないものだったのだ。

　ならば──殺す。

　結果がどうなろうと、シノは必滅の殺意を以もつて、最強・天河舞姫に挑いどむ。

　それこそが彼女の決意への礼れい儀ぎであり、シノが先へ進む唯ゆい一いつの方法だった。

「来い」

「──うん」

　言うが早いか、舞姫は地面を蹴けった。

　瞬まばたきほどの間もなく、舞姫の姿が眼前に現れる。身の丈たけはあろうかという巨きよ大だいな剣を握っているというのに、恐おそろしい脚きやく力りよくである。

　しかし、シノは慌あわてなかった。

　きっと初めて舞姫に対したならば、狼ろう狽ばいの一つでもしていただろう。

　だが、シノは神奈川に潜せん入にゆうしてから今まで、舞姫を監かん視しし、調査し、観察していたのである。

　それによって得た情報は、彼女の趣しゆ味み嗜し好こうや思想信条のみに限られない。剣を振ふる際の挙動、踏み込みの癖くせ、彼女自身も気づいていないような、細かな身体の動きの一つ一つに至るまで、シノは完かん璧ぺきに把は握あくしていたのである。今のシノは、何の冗じよう談だんでもなく舞姫自身よりも舞姫の身体について熟知しているという自信があった。

　だから──シノは狼狽うろたえない。

　普ふ通つうの人間であれば突とつ然ぜん目の前に現れた舞姫に驚おどろき身を竦すくませるか、後ずさってしまうところだろう。

　しかしそんな行動を取った瞬しゆん間かんに、勝敗は決してしまう。そんな姿勢で、舞姫の膂りよ力りよくから繰くり出される剣けん撃げきを捌さばけるわけがない。

　シノは右足を強く踏み込むと、そのまま鞘から黒刀を引き抜ぬいた。

　とはいえ無論、舞姫の剣と打ち合うような愚ぐは犯おかさない。正面から迎むかえ撃うとうものなら、シノの腕うでが折れてしまうに違ちがいなかった。刀身同士が触ふれたタイミングで手首を捻ひねり、舞姫の力の流れを自分から微かすかに逸そらす。

「────っ」

　そこで、シノは小さく眉まゆを動かした。

　舞姫の攻こう撃げきに驚いたわけではない。どちらかというとその驚きよう愕がくは、手にした黒刀に向けられたものだった。

　目にした瞬間に、素す晴ばらしい兵装であることは理解できた。だが、こうして振ってみて初めて、それが過小評価であったことを実感する。

　柄つかが手に吸い付くかのような感かん触しよく。刀が腕の一部となったかのような一体感。まるでシノのために誂あつらえられたかのような、業物の一言では説明が付かない代しろ物ものだったのである。

「ふ──ッ」

　だが、いつまでも感心はしていられない。舞姫も、そんなシノの太刀たち筋すじは予想していたのだろう。足を踏みしめて姿勢を保ち、シノが逸らした剣を、不自然な方向から再度シノに向かって振ってくる。

「ふふ……はは、あははははっ！」

　目にも留まらぬ速さで凄すさまじい重さの剣撃を放ちながら、舞姫が笑う。

「すごい、やっぱりすごいよ、シノ！　本当に──強い！」

「……ふん」

　シノはその剣勢をどうにかずらしながら眉を歪ゆがめた。しかし舞姫は構うことなく言葉を続けてくる。

「ああ、ああ──こんなの初めて！　やっぱり、私シノが欲しい！」

「戯ざれるなッ」

「ふざけてなんかないよ！　うん……好き！　大好き！　私はシノが好き！　ねえ、私と一緒に戦おう！　私と一緒に、この都市を守ろう！　シノがいれば、私たちは最強だよ！」

「……っ！」

　シノは三度、四度と目にも留まらぬ速さで繰り出される舞姫の斬ざん撃げきを受け流しながら、息を詰つまらせた。

　聞くに堪たえない幼よう稚ちな戯れ言。

　だがシノは一いつ瞬しゆん──それもいいかもしれないと思ってしまったのである。

「ち──」

　シノは顔を歪めると、眼球を巡めぐらせて舞姫の顔を捉とらえた。

「はッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、刀を振る。シノの意志でうなりを上げた黒刀は、舞姫の剣を受け流すと同時、舞姫の顔面にその威い力りよくを伝えた。

　無論、そんなもので舞姫を倒たおせるとは思っていない。しかし、一瞬でも隙すきを作れたなら僥ぎよう倖こうである。

　が、舞姫はその瞬間口を開けたかと思うと──ガッと歯を立てて見えない刃はに嚙かみついた。

「むんっ！」

「な──！」

　さすがにこれは予想外だった。シノの〈世界〉は視界にあるものに触れることができる〈世界〉。しかしそれは裏を返せば、〈世界〉再現中は相手からの干かん渉しようも受けてしまうということを示している。

　シノの視線を通して黒刀の刃が舞姫に齧かじられ、一瞬シノの動きが止まってしまう。

　舞姫は歯を剝むいたまま両手で剣けんを振り上げると、渾こん身しんの力を込こめてそれを振り下ろしてきた。

「く……！」

〈世界〉再現を解除し、左方に逃のがれる。一瞬前までシノがいた場所に、舞姫の剣に纏まとわり付いた濃のう密みつな命気オーラが炸さく裂れつした。

　閃せん光こう。まるで爆ばく撃げきを受けたかのように、ただでさえぼろぼろだった道路が剝はがれ、抉えぐられ、砕くだかれる。

　シノは地面を蹴って舞姫から距きよ離りを取ると、舞姫の一いち撃げきによってできた破は壊かい跡あとを一いち瞥べつしながら口を開いた。

「相変わらず凄まじい威力だ。──天河。貴様、一体どんな〈世界〉を見ている」

「え？」

　シノが言うと、舞姫は目を丸くした。

　別にシノは、舞姫に回答を求めてその言葉を発したわけではない。舞姫の追つい撃げきを避さけるため、一瞬意識を別のことに向けられればそれでよかったのだ。だいいち、今まさに剣を交えている敵に、力の要かなめたる〈世界〉を懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明するような者などいるまい。

　だが、舞姫はそこでも、シノの想定を外れてみせた。

「〈世界〉って、確かコールドスリープ中に見た夢がもとになってるんだよね？　だったら──別に、特別なものは見てないよ」

　相手に手の内がばれてしまうことなど微み塵じんも気にしていないような様子で、舞姫が言う。

「私が見てるのは……『幸せな〈世界〉』。お父さんやお母さんやほたるちゃん……みんなが笑ってる、平和な〈世界〉だよ」

「何だと……？」

　シノは眉まゆ根ねを寄せた。

　そんな具体性に欠けた〈世界〉など聞いたことがなかった。だが舞姫に、噓うそを吐ついている様子はない。

　しかしよく考えてみれば、舞姫の力は、全すべて命気オーラ操作の延長線上にあるものばかりだった。柘榴のように一瞬で別の場所に移動するわけでもなければ、銀呼のように獣けものの嗅きゆう覚かくを得るわけでもない。ただ純じゆん粋すいな、異常な力と命気オーラの強さのみであったのだ。

　シノの思考を察したかのように、舞姫がニッと頰を緩ゆるめる。

「──シノは？」

「……何？」

「だから、シノの〈世界〉だよ。私だけ話すの、不公平じゃん。見た感じ、目で見たところを切れる力……だよね？　シノはどんな夢を見てたの？」

「…………」

　数瞬の間考えを巡らせ──シノは無言で、刀を構えた。

「戦いの最さ中なかに相手に手の内をばらす馬ば鹿かがいるか」

「えっ、ひどい。シノから聞いてきたのに！」

　舞姫はぷくっと頰ほおを膨ふくらせると、「もう！」と言ってから剣を構えた。

「…………ち」

　シノは微かに眉を歪めると、小さく舌打ちした。

　別に舞姫に何かがあったわけではない。コールドスリープ──通つう称しよう『夢見の季節』のことを思い出そうとしたとき、またあの謎なぞの頭痛が襲おそってきたのである。

　シノが夢の内容を答えなかったのは、戦略的理由からのみではない。

　単純に──夢の内容を思い出せなかったのだ。

　目に見えるものに手を触れることのできる〈世界〉。それが何に起因して発現したものなのかが、わからなかったのだ。

　そして、シノは今舞姫にそれを指し摘てきされるまで、そのことを疑問にすら思っていなかったのだ。まるで、それに疑念を持つという感覚を頭の中から消されてでもいたかのように。

「……なんだ。一体。私は、何を……」

　一つの疑問は、それに紐ひも付ついた他ほかの疑問を呼び起こしていった。むず痒がゆい不快感が、頭の中に生じる。

　しかし、今はそんなことに気を取られている場合ではなかった。

　シノが対しているのは、紛まぎれもなく最強の人間である。一瞬の油断が命取りになりかねない。

「は──ッ！」

　舞姫は短く息を吐くと、再度シノに飛びかかってきた。

「く──」

　シノは刀を振ると、先ほどと同じように舞姫の攻撃を連続して捌さばいていった。

　だが、幾いく度ど目かの剣撃を、シノは受け流さなかった。あえて舞姫の大剣を正面から受け止める。

　否いな、受け止めるというのは正確ではない。シノは刀身と刀身が触れあう瞬間、軽く地面を蹴けり、舞姫の攻撃の威力を利用して後方へと跳ちよう躍やくしたのである。

「────ッ！」

　シノは目に命気オーラを纏わせると、眼がん窩かの中で眼球をぐるりと回転させた。

　だが、シノが見たのは舞姫ではない。

　舞姫の後方に聳そびえていた、傾かたむいた高層ビルの壁へき面めんを覆う鏡面ガラスだった。

「一の太刀たち──〈空うつ喰はみ〉」

　声とともに、刀を振ふり抜く。するとその瞬間、ビルの鏡面ガラスに線が走り、パリンと音を立てて幾いくつもの破は片へんが舞姫の頭上に降り注いだ。

「わっ！　わわっ！」

　舞姫が慌あわてた様子で前方に逃れる。

　しかし、もとよりシノとてそんなもので舞姫にダメージを与あたえられるとは思っていなかった。

「ふ──ッ」

　シノは再度眼球を巡らせると、舞姫の身体からだの急所、そして、その周囲に降り注いだ鏡面ガラス──正確に言うならば、そこに写った舞姫の姿をロックした。

「二の太刀──〈閃せん塵じん〉ッ！」

　裂帛の気合いとともに刀を振り抜ぬく。

「く……っ！」

　舞姫がそれに反応し、剣を持ったまま身体を回転させる。

　凄まじい反応速度。目に見えない刃の剣圧を感じ取るという、常識離ばなれした感覚で以もつて、舞姫は危機を察知したのである。実際、シノは一度舞姫に、幾いく多たの剣撃を同時に相手に浴びせる〈閃せん塵じん〉を破られている。

　だが、シノは狂きよう気きじみた観察によって、舞姫の対応できる攻こう撃げき範はん囲いの限界を正確に把は握あくしていたのである。

　三六〇度全面から放たれる、不可視の斬撃。

　如何いかに舞姫とて、それら全てを防ぐことは不可能だった。ガガガガガガガガッ！　という凄まじい金属音のあと、舞姫は脇わき腹ばらを押さえて小さなうめき声を上げた。

「う……くっ……」

　舞姫の手の下から、じわりと血が滲にじむ。

「……ッ」

　しかし。シノはそれを見て思わず息を詰まらせてしまった。舞姫の名を呼びそうになり、慌てて口を噤つぐむ。

　自分が負わせた傷を見て狼ろう狽ばいするなど、わけがわからない。だけれど舞姫の痛ましい姿を見た瞬しゆん間かん、シノは全身が総毛立つかのような感覚を覚えてしまったのである。

　が──そんな油断を、舞姫が見み逃のがすはずはなかった。

　顔を苦く悶もんに染めながらも地面を蹴り、一呼吸でシノに肉にく薄はくしてきたのである。

「は────」

「優やさしいね、シノ。でも、人の心配、してる暇ひまあるの？」

　舞姫が静かな声でそう言って、剣を振り下ろす。

　シノはそれを受け流そうと刀を振り上げるも──遅おそい。動どう揺ようが、一瞬反応を鈍にぶらせてしまったのである。

　濃密な命気オーラによって輝かがやきを帯びた大剣が迫せまる。

　明確な『死』のイメージが、シノの身体を縛しばる。

「────」

　だが。

　舞姫の剣は、シノの髪かみを掠かすめ、瓦が礫れきへと突つき刺ささった。地鳴りのように地面が震ふるえ、凄すさまじい衝しよう撃げき波はがシノの肌はだを打つ。

　舞姫があの間合いで攻こう撃げきを外すはずはない。シノは一瞬で理解した。舞姫は、あのまま直ちよく撃げきさせればシノを殺してしまうと思い、必殺の剣をわざと外したのだ。

「…………ッ！」

　シノは、燃えるような情動が身体を満たすのを感じた。

　舞姫に対する感情と、敵に情けをかけられたという屈くつ辱じよくが、頭の中で荒あれ狂くるう。

　あえてシノから狙ねらいを外して剣を振り抜いた舞姫には一瞬の隙すきが生じ──そして、その一瞬さえあれば、シノが動くには十分だった。片足を舞姫の足首にかけ、肩かたを押し、舞姫の身体を回転させるような格好で、舞姫を仰あお向むけに押し倒たおす。

「ひゃっ！」

　凄まじい膂りよ力りよくを持つ舞姫とはいえ、体格は同年代の少女たちと比べても特に小こ柄がらである。虚きよを衝つけば、バランスを崩くずすことは可能だった。

　とはいえ、それも舞姫が反応できていない一瞬の間のみである。

「ああああ──ッ！」

　シノは即そく座ざに舞姫に馬乗りになると、黒刀の柄つかを両手で握にぎり、その喉のど目がけて切っ先を突き立てた。

　否……突き立てようとした。

「はぁ……っ、はぁ……っ、はぁ……っ」

「──っ、──っ、──っ」

　二人の荒あらい呼吸が、静せい寂じやくの中に響ひびく。

　シノの握った黒刀の刃はは、舞姫の首を薄うす皮かわ一枚掠め、地面に突き刺さっていた。

　舞姫が避よけたのではない。シノの手が、外したのだ。

　まるで──今し方放たれた舞姫の攻撃のように。

「…………」

「…………」

　息づかいが感じられるような距きよ離りで。

　二人の視線が、交じり合う。

　と、そこで。

「────」

　シノは、奇き妙みようなものを発見した。

　舞姫の愛らしい顔に、ぽつ、ぽつ、と小さな点が打たれていったのである。
















「シノ……？」

「あ──、え……？」

　それが、自分の目から流れる涙なみだであることに気づくのに、さほど時間はかからなかった。

　──意味が、わからない。

　シノは目元を手で覆おおうと、指先を震わせながら立ち上がった。

「シノ、私──」

　舞姫が身体を起こし、声を掛かけてくる。

「……ッ」

　しかし、シノはそれに応こたえられなかった。

　なぜかはわからない。だが、これ以上舞姫の前に立っていることができなかった。舞姫にこんな姿を見せていることが──耐たえがたかった。

「シノ！」

「────っ」

　舞姫の声を背に聞きながら。

　シノは、その場から走り去った。








第五章　ヒメ









　神か奈な川がわ学園の生徒会室で。

「……よし、完成っと」

　小さく独り言を呟つぶやいて、青生あおいは軽く背筋を伸のばした。長い間パソコンの前に座っていたものだから、背中が硬かたくなっている気がする。

　青生が作成していたのは、南みなみ関かん東とう管理局への月例報告書である。湾わん岸がん三都市の中でも体育会系気質が強い神奈川生徒会には事務作業を得手とする者が青生以外いないため、こういった仕事は必然的に青生に回ってくるのだった。

「うーん……紫し乃の宮みやさんはこういうの得意そうなんですけどねえ……」

　ぽりぽりと頰ほおをかきながら、呟く。新たに生徒会に加わった生徒・シノは、こういった作業の覚えが早そうに思えたのである。

　とはいえ、彼（いや、彼女か）もまた、それ以上に卓たく越えつした戦せん闘とう技術と〈世界〉を持つ生徒である。正直青生の目から見ても、シノを事務方や司令室に置いておくのはあまりにもったいなさ過ぎるように思えた。

　青生はふうと息を吐はき、パソコンをスリープ状態にすると、肩かたを回しながら椅い子すから立ち上がり、プリントアウトされた書類を纏まとめてクリップで留めた。

　そしてそれを手に部屋を出て、廊ろう下かを歩いていく。

　すると曲がり角を曲がったところで、見知った顔を見つけた。──柘榴ざくろと銀ぎん呼こである。

「あ、音おと無なしさん、佐さ治じ原はらさん」

「やあ、青生」

「……どうも」

　青生が声をかけると、二人はそれに応じるように小さく手を上げてきた。

　そして銀呼が「ん？」と首を捻ねじり、青生が手にした書類を指さしてくる。

「それは？」

「ああ、管理局への報告書です。ちょうど管理局に用があるので、ついでに持っていってしまおうと思いまして」

　青生の言葉に、柘榴と銀呼はわざとらしく咳せきをし始めた。

「げっほげっほげっほごぇっほ」

「苦労を掛かけます青生さん私たちがこんな身体からだでなければ」

「……いや、別に今さら期待してないのでいいですよそういうの」

　頰に汗あせを垂らしながら半眼を作る。すると二人はケロッとした様子で咳せき込むのを止やめた。

「……にしても青生さん未いまだに書類なんですね月例報告くらいメールでいいと思うんですが」

　柘榴がパンダのぬいぐるみに顔を向けながら言ってくる。青生は、ぽりぽりと頰をかいた。

「まあ、それはそうなんですけど、こういうのはちゃんとしておいた方がいいのかなあって。根がアナログ人間なもので……」

　するとそこで銀呼が、柘榴の肩を叩たたいた。

「いやほら柘榴。青生は管理官たちと仲良いから」

「……あーそういえばそうでしたか私はあの人たちちょっと苦手ですけどねなんか馴なれ馴れしいというかすっごい人の目見てこようとしますし」

「それは普ふ通つうだと思うんですけど……」

　一向に視線を合わせようとしない柘榴に、青生はあははと苦く笑しようした。

「いい人たちですよ、管理官さんたち。私たちのことも親身になって考えてくださいますし。お二人もこれから一いつ緒しよにどうですか？　美味おいしいお茶が手に入ったのでご馳ち走そうしてくれるらしいですけど」

「なんだ、管理局に用事ってティータイムのことだったのかい？」

「あ……っ、いえ、別にそれがメインではなくてですね、ちゃんと報告に……」

　青生が慌あわてて弁明しようとすると、銀呼が笑いながら首を横に振ふった。

「別に悪いなんて言ってないよ。青生は日ひ頃ごろから頑がん張ばってくれてるし、それくらいの役得があってもいいじゃないか」

「佐治原さん……」

　銀呼は小さく肩をすくめると、何かを思い出したように「あ」と目を見開いた。

「そうだ。それより、青生。もしかして今、生徒会室から来たのかい？」

「はい。そうですけど……それがどうかしましたか？」

「……生徒会室に姫ひめさんはいませんでしたか？」

「いえ、私一人だけでしたけど……」

　青生が答えると、二人は難しげにむうと唸うなった。

「あの、何かあったんですか？」

「いやね、昨日から姫ひめ殿どのの姿が見えないんだ。部屋も訪ねてみたんだが、留守みたいでね」

「……昨日『工こう房ぼう』にいたらしいことは聞いたのですがそこから足取りが途と絶だえているのですどうやら例の武器が完成したようなのでシノさんのところに届けに行ったのかとも思いましたがそちらにも姿が見えず……」

「えっ、そうなんですか？　紫乃宮さんはなんて？」

「……いえシノさんの姿もなかったのです」

「っていうことは、二人一緒にどこかへ出かけてるんですかね……？」

『……ッ!?』

　あごに手を当てながら何とはなしに青生が言うと、柘榴と銀呼がハッと息を詰つまらせた。どうやら青生に言われて、ようやくその可能性に気づいたらしい。

「し、シノが姫殿を……誘ゆう拐かい!?」

「いやなんでそうなるんですか……仮に二人が一緒にいるとしても、普通にお出かけしてるだけかもしれないじゃないですか」

「……いいいいいえどちらにしても由ゆ々ゆしき事態ですまさか私たちの目を盗ぬすんで密会だなんてそんな」

「は……っ、まさかシノ、姫殿から刀を貰もらったお礼を身体で払はらうとかなんとか言いくるめて姫殿を……！」

「ありえますというか他ほかに考えられません……！」

「……いや、せめて他にも考えてください。っていうか紫乃宮さん女性だったじゃないですか。心配しすぎですって」

「何を言っているのですか青生さんそういう油断が一番よくないのです」

「そうだよ！　ああ、こうしている間にも姫殿の純潔がピンチ！」

　──と。

『……！』

　不意に、柘榴と銀呼が、同時にバッと振り向いた。

　そして何かを捜さがすようにキョロキョロと視線を巡めぐらせる。青生はそんな二人の行動に、不思議そうに首を捻ひねった。

「……？　どうかしましたか、お二人とも」

「……いえ今誰だれかが肩に触ふれたような気がしたのですが」

「うん。でも……誰もいないね。一体──」

　と、そこで青生は眉まゆ根ねを寄せた。

　二人が言葉を止めたかと思うと、何やら身体を弛し緩かんさせたように、両手をだらんと垂らし、頭をガクンと落としたのである。

「え……っ？　ど、どうしたんですか、音無さん、佐治原さん……!?」

　突とつ然ぜんのことに、青生は泡あわを食って二人の肩を順に揺ゆすった。

　すると、次の瞬しゆん間かん。

「え？」

　青生は、何者かに肩を摑つかまれる感かん触しよくを覚え、後方を向いた。

　が、そこにそれらしき人ひと影かげはない。まるで質量のある幽ゆう霊れいにでも触れられたかのような感覚だった。

「今のは……」

　そして、思い至る。

　柘榴と銀呼が沈ちん黙もくする前に言っていたことに。

「あ──」

　それに気づいた瞬間、青生は急に暗幕を落とされたかのように視界がブラックアウトするのを感じた。
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「く……ぁ……ッ」

　額に手を当てながら身体を丸め、シノは苦しげに呻うめいていた。

　ひどく頭が痛む。まるで頭ず蓋がいを内側から激しくノックされるかのような感覚。前々からシノを苛さいなんでいた謎なぞの頭痛ではあるが、こんなにもはっきりと症しよう状じようが現れるのは初めてだった。

　理由は一つしか考えられない。──舞まい姫ひめだ。

　思えば、この頭痛が生じるのはいつも舞姫と話していたり、舞姫のことを考えたりするときばかりだった。そして先刻、シノが舞姫の喉のどに刀を突つき立てようとしてから、その痛みは今までにないくらい強きよう烈れつにシノを苛んでいたのである。

　そう。まるでシノの身体が、舞姫に危害を加えようとすることに拒きよ絶ぜつ反応を起こしたかのように。

「……はぁっ、……はぁっ」

　数分かけてどうにか呼吸を整え、背を壁かべに預ける。じゃり、という音とともに微かすかに砂すな煙けむりが舞まい、汗で湿しめったシノの肌はだに吸着されていく。

　シノが今いるのは、都市外にある旧市街の、崩くずれかけたビルの一室であった。舞姫のところから姿を眩くらませたあと、頭痛に耐たえかね近くにある建物の中に逃にげ込んだのである。

　やむを得ない判断ではあったが、結果的に見れば正解だったのかもしれない。もしもあのまままっすぐ都市内に戻もどっていたなら、この状態で舞姫と鉢はち合あわせしてしまっていたかもしれないし、もしかしたら、彼女が手を回した生徒たちがシノを拘こう束そくしにくる可能性だって──

「……いや」

　シノは自分の考えを自分で否定した。きっと、舞姫はそのようなことはしない。

　エージェントにあるまじき希望的観測。しかし、シノはそれを確信していた。あの舞姫がそんなことをするはずがないと、信じていた。

　なぜ舞姫をそこまで信じることができるのかは、シノにもわからない。確かにシノは舞姫をずっと観察し続けていたが、今シノが舞姫に寄せている信しん頼らい感かんは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきの観察から成るようなものではないように思えたのである。そう、それこそ十年来の友人に対するような──

（──ちゃんと一緒じゃないと……怖こわいよ）

「────ッ」

　シノは、ハッと息を詰まらせた。

　そんな考えが過よぎると同時、頭の中に、ノイズのかかったような声と、小さな女の子の姿が浮うかんできたのである。

「なんだ……これは……ッ」

　顔をしかめながら、喉を引き絞しぼるようにして声を発する。

　記き憶おくにない少女の姿。否いな、正確に言うのなら、シノはその姿を一度だけ目にしたことがあった。──舞姫の部屋にあった、写真の中で。

「天てん河かわ……？　なぜ……私は……」

　──こんなことを、思い出しているのだろうか。

　そこでまた、自分の思考に違い和わ感かんを覚える。『思い出している』……シノは自然とそう思った。だがシノに、そんな記憶は存在しないはずなのだ。

「……く……」

　シノは頭を押さえながら、記憶を探さぐるように目を伏ふせた。

　確かに戦前といえば体感で一〇年前、実際の時間に直せばおよそ三〇年前のことである。シノとて全すべてのことを詳しよう細さいに覚えているわけではない。

　明確に覚えていることといえば、家族のことと──ほたるのことくらいだ。

　そう。今ともに仕事に当たっている凜りん堂どうほたるはもともとシノの友人だったのである。住んでいる場所が近かったためか、物心つく頃ころにはもう一緒に遊んでいた。

〈アンノウン〉と呼ばれる怪かい物ぶつが世界に現れて戦争が始まったときも、子供たちがコールドスリープ施し設せつに保護されることが決まったときも、シノとほたるは一緒だったのだ。

　そうだ。シノと別の施設に入らねばならないことを、ほたるはひどく怖がっていた。シノは大だい丈じよう夫ぶだよとそれを慰なぐさめて──

「…………っ」

　そこで、シノは眉根を寄せた。違和感。確かほたるは、シノと同じコールドスリープ施設に収容されていたはずだ。

　間ま違ちがいない。スリープポッドに入る直前、二人で言葉を交かわし合ったことをよく覚えている。

　それに、確かシノたちが収容されていた施設は、子供たちのスリープを解く前に落らく盤ばん事故で半はん壊かいしてしまったらしく、シノが意識を取り戻したのは医い療りよう施し設せつのベッドの上だった。そのとき──先に目覚めていたほたるが、シノの手を握にぎっていたのを覚えている。

「ああ……そうだ」

　シノは、蹲うずくまるような格好のまま、滔とう々とうと言葉を零こぼすように呟つぶやいた。

　あのとき。闇やみを彷徨さまようような感覚の中、シノは自分の手を握る柔やわらかい感触を頼たよりに意識を取り戻したのだ。

　朦もう朧ろうとした思考とぼやけた視界。そこに飛び込んできたのは、目に涙なみだを溜ためたほたるの姿だった。

（あ……）

（……！　よかった……目覚めなかったらどうしようかと……）

（ここ、は……？）

（私もよくわからないけど……管理局っていうところの医務室みたい）

（……君、は──）

（何言ってるの。私はほたる。あなたの……友だちでしょ？）

　頭の中に、そのとき交わした会話が蘇よみがえる。

　そう。事故の影えい響きようで意識が朦朧としていたシノは──そこで、ほたるの名前と、ほたるが自分の友だちであったことを思い出したのだ。

「────」

　そこで。

　シノは、熱病にかかったかのような頭が、一いつ瞬しゆんでクールダウンするような感覚を覚えた。

　とある考えが、脳のう裏りを掠かすめたのである。

　それはあくまで一つの可能性に過ぎない。だが、そうでもしなければシノの記憶の混こん濁だくに説明がつかないのもまた、確かであった。

「まさか……そんなことが」

　シノとしては、考えたくない可能性ではあった。もしそれが真実であったとしたなら、シノは目覚めてから今に至るまで、数多あまたのものを取りこぼしてきたことになってしまう。それこそ──もう取り返しのつかないものもあるだろう。

「…………」

　だが。シノは細く息を吐はき拳こぶしを握ると、壁に手を突いて立ち上がった。

　感情に行動の舵かじを取らせるのは愚おろかなことである。管理局四課の戦士として培つちかわれたシノの意志が、足を止めることを許さなかった。

　──確かめなければならない。もしそれが、シノの存在を根底から揺るがす結果になったとしても。

　シノは舞姫から受け取った黒刀を提さげ、よろめきながらも前に足を踏ふみ出した。
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「ふぅん……」

　都市内にあるカフェのオープンテラスに腰こし掛かけながら、ほたるは小さく息を吐いた。

「シノは結局、駄だ目めだったか」

「そのようですね。止とどめを刺さすチャンスはあったのですが、わざと外したように見えました」

　ほたるが言うと、向かいに座っていた女子生徒がそう答えてきた。

　ほたるが〈世界〉再現によって『友だち』にした生徒である。シノには必要に応じて……としか言っていないが、ほたるはこうして諜ちよう報ほう用の『友だち』を常に何人か作り、情報を探らせているのだ。

　無論、周囲の人間に不自然がられないように、諜報用の『友だち』は定期的にリリースし、新しいものに替かえている。これにより、対象に自分の影かげを見せることなく情報を収集することが可能なのである。

　シノには施せ術じゆつにかかった時間分の記憶を消すことができるとだけ言ってあるが、実際他ほかに方法がないわけではない。──如何いかにパートナーのシノとはいえ、〈世界〉の全ぜん貌ぼうを明らかにするのは自分の急所を晒さらすようなものである。

「……そっか」

　ほたるはテーブルの上に置いてあったオレンジジュースを一口飲み下すと、残念そうにそう言った。

　舞姫とシノに動きがあったようなので秘密裏に彼女を現場に派は遣けんし、状じよう況きようを見させていたのだが──どうやら、ほたるが望む結果にはならなかったようである。

「まあこうなる可能性もあるとは思ってたけど……やっぱり、面おも白しろくないな」

　ほたるはテーブルに肘ひじを突くと、不ふ機き嫌げんそうに吐と息いきした。

　ここまでお膳立てをしたというのに、結局シノは舞姫を討うてなかった。その事実が、ほたるを無む性しように苛いら立だたせていたのである。

「……でも、まあ、仕方ないか。それで？　天河舞姫は今どこにいるの？」

「どうやら一いつ旦たん都市内に戻ったあと、簡単に治ち療りようをして、また都市外に出た模様です」

「また？　同じ場所に戻ったってこと？」

「いえ、今度は海岸側──臨りん海かい公園跡あとの方に」

　それを聞いて。

　ほたるは、軽く目を細めた。

「へえ……そう。あの公園に。……ふふ、何の因果か偶ぐう然ぜんかわからないけど、お誂あつらえ向きじゃない」

　小さく笑いながら、席を立つ。

「ご苦労様。いろいろと有益な情報をありがとう」

　そしてほたるはゆっくりと歩みを進めると、すれ違ちがいざまに女子生徒の手に自分の手を重ねた。

「──リリース」

　その言葉は、ほたるの〈世界〉に囚とらわれた対象を解放する鍵かぎであり呪じゆ文もんだった。ほたるが手を触ふれながらそれを唱えることにより、対象はほたるの『友だち』でなくなるのである。

　本来であればもう少し手元に置いておいてもよいのだが、彼女のように重要な情報を探らせた者は、できるだけ早く解放して『友だち』であったときの記憶を失わせるようにしていた。『友だち』がほたるを裏切ることはまずないが、どういった形で情報が漏もれるかわからないからだ。

　それに──今からのことを考えると、『容量』を無む駄だ遣づかいするわけにもいかない。

「じゃあね」

　ほたるは短く言うと、オープンテラスを去っていこうとした。

　が、そこで。

「へ？　あの、次の報告は何時頃ごろにしますか？」

　後方から女子生徒にそんな声をかけられ、ほたるは「えっ？」と足を止めた。

　どうやら、口ぶりからいってまだ『友だち』状態が解けていないようである。

「…………」

　ほたるは自分の手のひらに視線を落とすと、二、三回閉じたり開いたりしてみた。確かに手に触さわった感かん触しよくはあったのだが……どうやら失敗してしまったようである。

　なんだか、格好付けて立ち去ろうとした自分がちょっと恥はずかしくなる。ほたるは気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをすると、今度は女子生徒の頭に手を置いた。

「リリース」

「……！」

　ほたるが言った瞬しゆん間かん、女子生徒がピクッと身体からだを揺ゆらし、表情をなくす。

「よし」

　今度は成功したようである。ほたるは、不思議そうにキョロキョロと辺りを見回す女子生徒を残し、オープンテラスをあとにした。
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　──断続的に響ひびく波の音が、微かすかに鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　都市外の海岸沿いに位置する臨海公園跡で、一人ベンチに蹲りながら、舞姫はぼうっと海を眺ながめていた。

　辺りに人の気配はない。とはいえそれも当然といえば当然であった。好きこのんで都市外に──しかも、〈アンノウン〉が出現する東とう京きよう湾わんゲートに近い海岸側に出てくる生徒など、そうはいまい。

　だが舞姫は、時折人の目を盗ぬすんでは、一人この公園を訪おとずれていた。

　何か嬉うれしいことがあったとき。そして逆に、悲しいことがあったとき。ここにやってきては、何をするでもなく揺れる水面みなもを眺めているのだ。

　とはいえ別に、一人になりたいというわけでもない。それならば寮りようの部屋に籠こもっていればいいだけの話である。

　どちらかというと──そう、舞姫は、二人になりたかったのだ。

　ここは舞姫がコールドスリープ施し設せつに収容される前日、親友の凜堂ほたると二人で訪れた場所であった。

　もちろん、ここに来たからといってほたるが現れるわけでも、会話ができるわけでもない。

　だけれど、この様変わりしてしまった世界の中で、あのときと変わらぬ潮しお騒さいと、あのときと変わらぬ海の景色を眺めていると、心の中にあるほたるの姿を、少しだけ強く感じることができる気がしたのである。

「……ほたるちゃん」

　しばらくの間無言で海を見つめていた舞姫は、ぽつりと呟くように言った。

　旧市街でシノと刃やいばを交えてから、どれくらいの時間が経たっただろうか。舞姫の首を賭かけた戦いは、結局決着が付かぬまま水入りとなっていたのである。

「…………」

　脇わき腹ばらを軽くさする。既すでに一度都市内に戻もどって治療を施ほどこしてはいたけれど、白い制服にはじんわりと血の滲にじんだ跡があった。

　シノの攻こう撃げきによって負った傷である。命気オーラを循じゆん環かんさせて治ち癒ゆ力を高めているため一晩も眠ねむれば綺き麗れいに塞ふさがるだろうが、まだ痛みは取れていなかった。

　──舞姫の予想通り、シノは強かった。

　無論、出力兵装の差もある。以前シノが使用していた刀も良いものであったが、恐おそらく命めい鉄てつ比率は六割ほどだろう。明らかに、彼女の命気オーラ量に釣つり合っていなかった。舞姫と『工こう房ぼう』の職人たちが鍛きたえ上げたあの黒刀とは比べるべくもないだろう。

　しかしそれを除いたとしても、シノは特別模も擬ぎ戦で戦ったときよりも、さらに強くなっていた。舞姫の動きを完全に読み切った刀かたな捌さばき。無む駄だのない太刀たち筋すじ。そして──強力無比な〈世界〉。どれをとっても一級品である。

　戦いにＩＦもしがないのはわかっている。だがそれでも、考えずにはいられない。

　もしもシノが舞姫に傷を負わせたときに隙すきを見せなかったなら。

　そして──もしもあのとき、シノが舞姫の喉のどから狙ねらいを外さなかったなら。

　きっと舞姫は、今ここにこうしていられはしなかっただろう。

「……シノ」

　舞姫は、脇腹をさすっていた手を頰ほおに持っていった。

　もうとうに跡は消えたけれど、その頰には未いまだ、ぽつぽつと温かい水すい滴てきが落ちる感触が残っていたのである。

　そう。あのとき、舞姫に跨またがり地面に刀を突つき立てたシノは──泣いていたのだ。

　舞姫を殺したくなかったのか、舞姫に攻撃を外されたのが悔くやしかったのか、それとも他に理由があるのかはわからなかったけれど、あの顔を間近に見てしまってから、舞姫は心臓をきゅうと摑つかまれるような気分になってしまっていたのである。

　確かに舞姫はシノが欲ほしいと言った。

　シノは強い。それこそ、どの防衛都市に連れて行っても首席クラスになれるくらいに。もし彼女が神奈川に残ってくれたら、とても心強いに違いなかった。

　だけれど……舞姫がそう言った理由は、それだけではないのだ。

　今舞姫が感じている胸の痛み。それが全すべてだろう。シノが泣いていると、舞姫も悲しいのだ。その原因を作ってしまったのが自分なのかもしれないと考えると……苦しいのだ。

「……私、どうしたらよかったのかな、ほたるちゃん」

　誰だれにともなく呟つぶやき、舞姫は膝ひざを抱だき寄せた。

　無論、それに答える者はなく、ただ潮騒の音だけが、鼓膜をくすぐっては消えていく。

　が──

「……？」

　舞姫は、そこで顔を上げた。

　一いつ瞬しゆん前まで誰もいなかった公園の跡あと地ち。そこに、一人の少女の影が現れたからだ。

「──久しぶりね、舞姫」

「えっ？」

　突とつ然ぜんその少女に名を呼ばれ、舞姫は目を丸くした。神奈川の生徒は皆みな舞姫のことを『姫ひめ様』や『天河さん』と呼ぶため、そう呼ばれたのはしばらくぶりだったのである。

　いや、それだけではない。彼女は今確かに、久しぶりと言った。以前会ったことのある人物なのだろうか。

　舞姫は目を凝こらすと、海を背に立つ少女の容よう貌ぼうを見つめた。

　舞姫と同じ神奈川の制服を身に着けた、細身の少女である。リボンでポニーテールに括くくられた髪かみが、潮風で微かに揺れていた。

「君は……誰？」

　舞姫が問うと、少女は可笑おかしそうにくすくすと笑いながら自分の胸むな元もとに手を置いた。

「私は、ほたる。──凜堂ほたるよ」

「……!?　ほたるちゃん!?」

　その言葉に、舞姫は目を見開き、抱かかえていた足を放ほうり出して前ぜん傾けい姿勢になった。

　少女のシルエットが一瞬、舞姫の記き憶おくの中にある親友・ほたると被かぶる。そう。確かにその少女は、髪かみ型がたや立ち姿などが、どことなくほたるに似ていたのである。

　だが──違う。舞姫は思い直した。ほたるならば、舞姫のことを『舞姫』とは呼ばないはずだ。

　それに何より、彼女の顔立ちはほたるのそれとは異なっている気がした。もちろん舞姫も『今』のほたるを知っているわけではないので断定はできないが、さすがに雰ふん囲い気きが違いすぎる。

「ほたるちゃん……じゃないよね？　それとも、同どう姓せい同名の人？　でも、私の知り合いにほたるちゃんは一人しか……」

「本当に、わからないの？」

「え……？」

　少女が、首を傾かたむけて舞姫の顔を覗のぞき込むようにしながら言ってくる。舞姫は困こん惑わくするように眉まゆをひそめた。

「でもまあ、無理もないか。最後に会ったのはもう一〇年近く……いえ、実際の時間で言えば二九年前の話だものね」

「二九年前……？」

　舞姫は眉まゆ根ねを寄せた。二九年前。それはちょうど、舞姫たちがコールドスリープ施設に収容された頃ころだ。

「あ──」

　そこで、思い出す。

　目の前にいる少女の名を。

「ま、マリちゃん……？」

　そう。その少女は、舞姫が部屋に飾かざっている写真に、ほたると一いつ緒しよに写っている、コールドスリープ前からの友だち、依い藤とう真ま里り香かその人であったのだ。

　昔とは印象が変わっていたため一目見ただけではわからなかったが、よく見てみるとそこかしこにあの頃の面おも影かげが残っている。舞姫はパァッと顔を明るくし、ベンチから立ち上がって真里香のもとに走っていった。

「マリちゃん……！　マリちゃんだ！　よかった、無事だったんだね！　その制服を着てるっていうことは神奈川にいたの!?　言ってくれればよかったのに！」

「…………」

　元気よく舞姫が言うも、真里香は薄うすい笑いを浮うかべたまま黙だまっているのみだった。

　舞姫はそんな反応を不思議に思い首を捻ひねったが──すぐに、とあることを思い出し、ポンと手を打って続けた。

「そうだ！　マリちゃん、確かほたるちゃんと同じシェルターだったよね!?　ほたるちゃんは一緒じゃないの？」

　と、舞姫がその名を出すと、真里香はぴくりと眉を揺らした。

「……舞姫は変わらないね。今でも、ほたるちゃんのことが好きなんだ」

「え？　うん、それはもちろん。でも……そういえばなんでマリちゃん、さっき自分のことを凜堂ほたるっていったの？　それに、髪型もほたるちゃんそっくりで……」

　舞姫が尋たずねると、真里香はニイッと唇くちびるを歪ゆがめた。

「知りたい？」

　真里香はそう言うと、舞姫の頰を撫なでるかのように手を持ち上げた。

　次の瞬間。

「────ッ！」

　舞姫は息を詰つまらせると、咄とつ嗟さに身体を反らした。

　目の前──今の今まで舞姫の頭があった場所を、円えん錐すい型のペンデュラムのようなものが通り抜ぬけていく。舞姫はそのまま地面に手を突くと、後転の要領でぐるんと身体からだを一回転させた。

　そしてキッと視線を鋭するどくし、真里香の方を睨にらむ。真里香の掲かかげた右手の制服の袖そでから手てつ甲こうが覗き、そこからワイヤーのようなものが伸のびていることがわかった。

「へえ、この距きよ離りで避よけちゃうんだ。凄すごいな。神奈川首席は伊達だてじゃないって感じ？」

　真里香が感心したように言いながら右手を翻ひるがえす。すると先ほど射出したと思おぼしきペンデュラムが、素す早ばやく真里香の手甲に戻った。

「……！　マリちゃん、なんで……!?」

「なんで？」

　舞姫が困惑を声に乗せながら問うと、真里香は目を丸くしながら首を傾かしげてきた。

「なんで攻撃したのってこと？　そんなの、あんたを殺そうとしたからに決まってるじゃない。まあもちろん都市首席サマがこれくらいでやられてくれるとは思ってなかったけど、随ずい分ぶん油断してくれてたみたいだし、もし上手うまくいったら儲もうけものかなって」

　軽い調子でそう言って、真里香が肩かたをすくめてみせる。

　きっとその言葉さえ聞こえなければ、気安い友人との会話にしか見えなかったろう。

　だが、いや、だからこそ、舞姫は背筋が冷たくなるのを感じた。

「何言ってるの……？　噓うそだよね、マリちゃん」

「おかしなこと聞くなあ。私が笑って『噓だよ』って言ったら信じるの？……って、ああ、舞姫なら信じてくれそうね。じゃあ言ってあげる。──噓だよ。私が舞姫を殺そうとするはずないじゃない」

　真里香が微笑ほほえみ、舞姫を誘さそうように両手を広げてくる。

「……っ」

　しかし舞姫は渋じゆう面めんを作ると、足を一歩引いて身構えた。

　いくら舞姫とて、今のような言葉を発されたあとに胸に飛び込んでいけるほど無む邪じや気きではなかったし、それ以前に──今の真里香からは、まるで大きく口を広げた食虫植物のような不ふ穏おんさが感じられたのである。

　その面おもてには、確かに友人の面影が残っている。けれど舞姫には、それがかつての真里香と同一人物とは思えなかった。

「一体……何があったの、マリちゃん」

「え？　何それ」

　舞姫が問うと、真里香は顔に張り付けていた笑みをふっと消し、不快そうに表情を歪めてきた。

「もしかして、しばらく会ってない間に私が変わったって、そう言いたいの？　あはは、あんたは本当に可愛かわいいわね」

　真里香が肩をすくめながら、舞姫を睨み付けてくる。

「でもお生あい憎にく様さま、私はずっと私のままよ。戦争が始まる前から、〈アンノウン〉なんてものが現れる前から、コールドスリープ施し設せつに入れられる前から。舞姫──あんたのことが、嫌きらいで嫌いで仕方なかった」

「マリ……ちゃん……？」

　一瞬、舞姫は真里香が何を言っているのか理解できなかった。

　しかし真里香は構う様子もなく、憎にく々にくしげな調子で続けてくる。

「あんたはいつも私の邪じや魔まをして。ずっと、ずっと、鬱うつ陶とうしくて仕方なかった。いつもほたるちゃんにべったりで、ほたるちゃんに付きまとって、ほたるちゃんに甘えて──あんたさえいなければ、ほたるちゃんは私だけの友だちだったのに」

「な、何を……」

「だって、そうじゃない。ほたるちゃんは私のなのに、なんであんたばっかりがほたるちゃんと一緒にいるの？　おかしいじゃない。おかしいわよね？　ほたるちゃんだって私と遊びたかったはずなのに、あんたがいるせいで何もかもが上手くいかなかった」

　まるで聞く耳を持たないといった様子で、真里香が言う。憎ぞう悪おで濁にごった目は爛らん々らんと輝かがやいて舞姫を射い竦すくめ、怨えん嗟さに彩いろどられた声は泥どろのように舞姫の身体に絡からみついた。

　だが真里香は、ふっと頰ほおを緩ゆるめると、恍こう惚こつとした様子で続けた。

「でも……もういいの。だって、今は私が『ほたる』なんだもの」

「……、どういう、こと？」

「そのままの意味よ。私は、ほたるちゃんなの。優やさしくて、強くて、格好いい、ほたるちゃんに、なったの。あはは、この髪型、結構似合うでしょ？　私少し癖くせっ毛だったから、真まっ直すぐにするのに苦労したんだ。だって、髪が綺き麗れいじゃないとほたるちゃんじゃないでしょ？　背はもう少し欲しいけど……ま、それは追おい々おいね」

「な……」

　髪を指に巻き付けながら、恋こいする乙女おとめのような顔で言う真里香に、舞姫は戦せん慄りつを覚えた。

　異物感。コミュニケーションが極きわめて困難な生物を目の前にしている感覚。言葉の意味は理解できるのに、彼女が何を言っているのかがさっぱりわからなかった。

　真里香が目を細め、舞姫を指さしてくる。

「だからあのときほたるちゃんが言えなかった言葉を、私が代わりにあんたに言ってあげる。──鬱陶しいんだよ、おまえ。もう私に付きまとうな」

「……ッ」

　舞姫は思わず息を詰まらせた。

　無論彼女がほたるでないことなど百も承知なのだが──人の悪意というものをここまで直接的に浴びせられた経験がなかったため、しばしの間身体が硬こう直ちよくしてしまったのである。

　真里香が、ゆらりとした動作で顎あごを上げ、舞姫を見下すように続けてくる。

「──あとは、あんたが消えてくれれば、全部上手くいくの。ねえ、だから大人しく死んでよ。もういいでしょ？　あの頃散々ほたるちゃんを独どく占せんしてたんだから。あんたの番は終わったの。私のために、席を空けてよ」

「…………」

　真里香の言葉に、舞姫は険しい表情を作ると、拳こぶしを固めた。

　最も早はや、彼女には舞姫とまともに会話をする気もないらしい。──舞姫を殺す。シノと同じことを言っているはずなのに、その二者の間には途と方ほうもない隔へだたりがあるように感じられた。

　そしてそのまま足を引き、外がい套とうの中から収納状態になっていた大たい剣けん型出力兵装『エリス』を引き抜く。黄金こがね色の命鉄で形作られた刀身が、傾かたむきかけた日の光を浴びて目ま映ばゆい輝きを放った。

　キッと視線を鋭くし、剣の切っ先を真里香に向ける。

　友に剣を向けるのは本意ではない。だけれど、彼女がこちらに害意を持つ以上、黙っているわけにもいかなかった。

「──マリちゃん。ここから先は冗じよう談だんじゃ済まないよ。私は神奈川都市首席。そのことを踏ふまえて発言をして」

　舞姫が言うと、真里香が不快そうに、それでいて可笑おかしそうに表情を歪める。

「へえ。これだけ言われてまだ冗談で済ませようとしてくれてたの？　優しいね、舞姫。──反吐へどが出る。とっととおっ死ちね、売女ばいた」

「……そう。残念だよ」

　舞姫はすうっと息を吸うと、意識を切り替かえるように吐と息いきした。

　今目の前にいるのはかつての友ではない。都市首席たる舞姫の首を狙ねらってきた賊ぞくなのだ。

「……それで、本当に私を殺すつもり？　シノくらいの腕うでがあるならまだしも、さっきの一いち撃げきを見る限り、自信過か剰じよう過ぎるんじゃないかな。──私、強いよ」

　舞姫の言葉に、真里香は肩をすくめながら小さく笑った。

「っは。それはそうでしょうね。なんていったって神奈川首席、それどころかここ数年、関かん東とう圏けんのトップを独走してるっていうんだから。──でもさ、あんたも私を見くびりすぎなんじゃないの？」

　言って、真里香が両手を広げる。

　まるで、指揮台に立つ指揮者のように。

「──邪じや悪あくな魔ま王おうは、みんなで力を合わせて倒たおすっていうのが、お約束でしょ？」

「……っ!?」

　真里香がニィと唇を笑みの形にすると同時、舞姫は背後に気配を感じて、身を翻すと同時に剣を振ふり上げた。

　すると次の瞬しゆん間かん、ギン！　という金属音とともに腕に振しん動どうと重い感かん触しよくが伝わってくる。何者かが突とつ然ぜん舞姫の背後に現れ、攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのである。

「え……!?」

　その襲しゆう撃げき者しやの姿を見て、舞姫は目を見開いた。

　しかしそれも無理からぬことである。

　分厚い隈くまに彩られた双そう眸ぼうに、パンダ耳のフードから舞まう三つ編みの髪かみ。

　パンダのストラップが付いた大おお鎌かま型がたの出力兵装を振るうその少女は──紛まぎれもなく、神奈川四天王・音無柘榴であったのだ。

「柘榴ちゃん──なんで!?」

　舞姫は驚きよう愕がくの声を上げたが、それに気を取られているような暇ひまはなかった。次いで下方から殺気が迫せまってきたかと思うと、獣けもののように髪が伸びた銀呼が、右手に装着した『爪つめ』を舞姫に向けてきたのである。

「な……！」

　舞姫は動どう揺ようしながらも、片足を持ち上げ靴くつの底でその一撃を防ぐと、その勢いを利用するようにして左方へと飛び退のいた。

「柘榴ちゃん……銀呼ちゃん……どういうこと？　なんで二人が！」

　そして、叫さけぶようにして二人に問いかける。

　すると柘榴と銀呼はゆらりと顔を上げ、言葉を発してきた。

「……何を言っているんですか友だちのためです当然じゃないですか」
















「ああ、そうだよ。僕らの親愛なるほたるのために、死んでくれないかい、姫ひめ殿どの」

　言って、二人が虚うつろな目をしたまま笑う。舞姫はその光景に顔をしかめた。

「何を……！」

「ふふ……はは、あはははははッ！　どう？　素す敵てきでしょう？　二人とも、私の友だち。私のためなら何でもしてくれる、大事な大事な友だちよ」

　真里香が哄こう笑しようする。舞姫は眼球運動のみで柘榴と銀呼の顔を見直し、くっと奥歯を嚙かみしめた。

　あの二人が、こんなことをするはずはない。詳くわしいことはわからなかったが、恐おそらく真里香の〈世界〉で操あやつられたような状態にあるのだろう。

　二人を傷つけるわけにはいかない。それに、いくら舞姫を殺そうとしているとはいえ、舞姫に真里香を殺してしまう気はなかった。どうにか力を加減して気を失わせ、真里香を拘こう束そくしなければ──

　と、舞姫がそんなことを考えていると、真里香がそれを察したかのように笑った。

「気絶させればいい……だなんて思ってる？　まあ、舞姫ならできちゃうんだろうね。あんた本当に強いから。──でも、どうしようもないってわけじゃない。良い方法を教えてくれた人がいるんだよね」

　言って、真里香がパチンを指を鳴らす。

　するとそれに合わせるように、舞姫の周囲の風景がぐにゃりと歪ゆがみ──幾いく人たりもの生徒たちが姿を現した。

「……っ、これは……！」

　思わず、息を詰つまらせる。少年少女たちは皆みな舞姫と同じ白の制服に身を包み、思い思いの出力兵装を構えて舞姫を睨にらみ付けてきていた。どうやら彼らもまた、柘榴や銀呼たちと同様に真里香に操られてしまっているらしい。

　が、舞姫が驚おどろいたのはそれだけではなかった。一〇〇人以上はいようかという神奈川の生徒たちを一いつ瞬しゆんにしてこの場に出現させた──否いな、正しく言うのならば、舞姫に彼らを認にん識しきさせぬまま、周囲に配置していたその〈世界〉に、覚えがあったのである。

「──ハイ、姫ちゃん。お久しぶり。相変わらず可愛いわねぇ」

　舞姫の思案に答えるように、真里香の隣となりに現れていた少女が軽く手を掲かかげてくる。ウェーブのかかった金きん髪ぱつに、唇くちびるの下に打たれた笑い黒子ぼくろ。その腕には、投とう剣けん型の出力兵装が扇おうぎ状じように幾つも取り付けられていた。

「來くり栖す……ッ！」

　顔をしかめ、その名を呼ぶ。

　そう。そこにいたのは、かつて都市を人ひと質じちに舞姫を誘ゆう拐かいしようとした元四天王・隠なばり谷や來栖その人だったのである。

　彼女は管理局からの処分が決定するまで留置施し設せつに入れられていたはずだったが……どうやらこちらも、真里香が手を回したらしい。

　真里香が、來栖のあごを撫なでるようにしながら、舞姫に視線を送ってくる。

「前に〈アンノウン〉侵しん攻こうがあったとき、この來栖があんたを誘拐しようとしたらしいじゃない。そしてあんたは、その犯人たちを全員倒せる力があったにもかかわらず、一度捕つかまってしまった。都市中に爆ばく弾だんを仕掛けられて、自分が言うことを聞かないと生徒たちに被ひ害がいが及およぶと知って。──かっこいいなぁ。みんなを守るために私が、ってこと？」

　真里香は芝しば居いがかった調子で自分の腰こしに手を回して身をくねらせ──

　そこで、ギロリと舞姫を睨み付けてきた。

「──あんたは昔からそうだった。自分はいいからみんなが～って。馬ば鹿かのくせにヒーロー気取り？　そんなにいい格好がしたいの？　あれよね？　そう言えばみんなが自分のことを好きになってくれるってわかってたんでしょう？　そう言えば、ほたるちゃんに褒ほめてもらえるってわかってたんでしょう？　汚きたないわ。吐はき気がする」

「…………」

　舞姫は無言でキッと真里香を睨み付けた。

　動どう揺ようが微み塵じんもないと言えば噓うそになる。かつての友の豹ひよう変へんぶりに、舞姫の心は少なからずざわついていた。だが、今重要なのは感情にまかせて泣き叫ぶことではない。この状じよう況きようを打破する方法を探さぐるように、周囲に視線を巡めぐらせる。

　真里香はそんな舞姫の様子に気づいているのかいないのか、どこかうっとりとした様子で言葉を続けた。

「──でもね、いいの。あんたのその狡ずる賢がしこい性格のおかげで、あんたを無力化できるんだもの。ねぇ、舞姫。この私の友だちと、どう戦ってくれるの？　力の加減を間ま違ちがえたら死んじゃうかもしれないわよ？」

「く……」

「ああ、でも、でも、足りないわよね。あんたならそれくらい、できちゃいそうだもんね。だから」

　真里香は左手を掲げると、クイと指を動かした。

　するとそれに応ずるように、生徒たちの中から一人、眼鏡めがねをかけた少女が進み出て、真里香の隣に立つ。

「！　青あおちゃん……！」

　舞姫は思わず眉まゆ根ねを寄せた。そう。そこに現れたのは、柘榴や銀呼と同じ四天王の一人、青生だったのである。

　そんな舞姫の反応を面おも白しろがるように眺ながめながら、真里香が青生の肩かたに手を置く。

「ね、青生。お願い」

「はい」

　青生は素直にうなずくと、ナイフ型の出力兵装を取り出し、その刃はを自分の首に突つきつけた。

「……！　あ、青ちゃん、何を──」

「いいんです。友だちのためですから。これくらい当然じゃないですか」

　青生がにこりと微笑ほほえみながらそう言ってくる。その穏おだやかな表情と彼女の行こう為いのあまりのちぐはぐさに、舞姫は自分の指先が震ふるえるのを感じた。

「そんなの、友だちなんて言わない！　やめて、青ちゃん！」

　舞姫が叫ぶと、真里香が不快そうに顔を歪めた。

「うるさいな。人の友情に口出ししないでくれる？」

　そしてもう片方の手を振り下ろす。するとそれに合わせるようにして、柘榴と銀呼、そして周囲の生徒たちが一いつ斉せいに舞姫に襲おそいかかってきた。

「ぐ──ッ」

　舞姫は剣を握にぎる手に力を入れると、姿勢を軽く前ぜん傾けいさせた。このまま地面を蹴けって皆みなから逃のがれたのち、命気オーラを衝しよう撃げき波はに変えて周囲にぶつける。それならば、皆を殺すことなく無力化することが可能かもしれなかった。

　が、舞姫が動こうとした瞬間、青生が首に押し当てていたナイフをすっと横に引いた。青生の白い肌はだが薄うすく裂さかれ、赤い線が引かれる。

「！　青ちゃ──」

　その光景に注意を奪うばわれ、一瞬反応が遅おくれてしまう。

　そして、四天王をはじめとする防衛都市の生徒たちが、そんな舞姫の隙すきを見み逃のがすはずはなかった。

　両手を生徒に取られ、這はい蹲つくばらされるような格好で地面に押さえつけられる。無論、舞姫の膂りよ力りよくであれば振り払はらうことは不可能ではない。しかし、青生が首に刃を突きつけている限り、舞姫は動くことができなかった。

「あははははは！　優やさしいのね。でもそうよね。ここで青生を見殺しにしたら、ほたるちゃんに褒めてもらえないものね」

　真里香は笑うと、悠ゆう然ぜんとあごを上げた。

「さ……あんまり時間をかけたくないし、手早く済ませましょ。ふふ、実はね、あんたの『処理』に最適な友だちを用意してるの。──來栖」

「ええ」

　真里香が一いち瞥べつすると、來栖がこくりとうなずき、パチンと指を鳴らした。

　瞬しゆん間かん、生徒たちの後方の空間がぐにゃりと歪んだように見えたかと思うと、そこから数体の、巨きよ大だいな異い形ぎようが姿を現す。

「……!?　〈アンノウン〉……ッ!?」

　その姿を見て、舞姫は息を詰まらせた。

　身みの丈たけ三メートルはあろうかという巨きよ体たい。地球上の生物の造形とはかけ離はなれたシルエット。そう。そこに現れたのは、人類の敵、第一種災害指定異来生物、通つう称しよう〈アンノウン〉だったのである。

「マリちゃん……いや、依藤真里香！　貴様ッ！」

　忌いま々いましげに、叫ぶ。すると真里香はそんな舞姫の反応が可笑おかしくてたまらないといった調子で身を捩よじった。

「あはは、どう？　可愛かわいいでしょう？　前の侵攻のときに友だちにしておいたの。まあ、何を言ってるのかは全然わからないけどね。でも、私の意志に従って動いてくれるっていうだけで本当に便利よ？　だって──〈アンノウン〉が生徒を殺したって、それを不ふ審しんに思う人はいないんだもの」

　言って、真里香が笑う。するとそれに合わせて一体の〈アンノウン〉がゆっくりと舞姫の目前まで歩いてきた。

　周囲には何人もの生徒たちがいるというのに、その異様な光景に声を上げる者は一人もいない。ただ虚うつろな目で、舞姫を見つめていた。

「ふふ、今まで何千何百の〈アンノウン〉を屠ほふってきた防衛都市のトップが、たった一体の〈アンノウン〉に抵てい抗こうもできずやられるなんて、おかしな話よね」

〈アンノウン〉が、舞姫の顔を覗のぞき込むように身体からだを前傾させる。次いでその身体の上部に付いていたオブジェのような頭部が蠢うごめいたかと思うと、まるで蕾つぼみが開くかのように、大きな口が展開した。

「く──」

「あはは、はははははは！　ああ、いいわ、いいわ。人を嫌きらえることがこんなに素敵なことだなんて知らなかったわ。素直に悪意をぶつけることができるのがこんなに快感だなんて知らなかったわ！」

　真里香が嗤わらい──掲かかげた手を、下ろす。

「やっちゃえ、私の〈アンノウン〉」

　人間と意い思し疎そ通つうが不可能であるはずの〈アンノウン〉が、舞姫の身体を丸まる吞のみにするかのように口を大きく開き、迫せまってくる。

「ぅ、ぁ……」

　舞姫はその光景を見ながら、震えた声を発した。

　このままでは何の比ひ喩ゆでも冗じよう談だんでもなく、怪かい物ぶつに食べられてしまう。だが、舞姫がここで暴れれば、真里香は躊躇ためらいなく青生に自殺を命じるだろう。真里香は、人質が死ぬことを恐おそれない。なぜなら──人質は青生だけではなく、ここにいる生徒たち全員であるからだ。

　無論、舞姫とて死にたくなどない。舞姫には、まだやらなければならないことが残っていた。だが、だからといって青生たちが死んでしまうこともまた、許容できない。一体、どうすれば──

「……ッ」

　目前まで〈アンノウン〉が迫る。舞姫は奥歯を嚙かみしめ、身を強こわばらせた。

　──が。

〈アンノウン〉が舞姫を飲み込もうとした、そのとき。

〈アンノウン〉の首にうっすらと線が走ったかと思うと、その頭部が綺き麗れいに両断された。

「え──？」

　一瞬何が起こったのかわからず、呆ぼう然ぜんと声を発する。

　一いつ拍ぱく置いて〈アンノウン〉の巨体から力が抜ぬけ、その場にズンと沈しずむように倒たおれ込んだ。

「今のは……」

　舞姫は目を見開き、右に左に視線をやった。──今起こった現象に、見覚えがあったのである。

「な……ま、さか──!?」

　そしてどうやらそれは真里香も同様だったらしい。驚きよう愕がくの表情を作り、指先を微かすかに震わせている。

「ぐっ!?」

「うあ……ッ」

　するとそれに次いで、舞姫の左右から苦く悶もんの声が響ひびいたかと思うと、舞姫の手を押さえていた生徒たちが気を失ってその場に倒れ込んだ。急に両手が解放され、がくんと身体が揺ゆれる。

　だが舞姫は、解放を喜ぶでも、その場から離れるでもなく、ただ目の前を見つめていた。

　──周囲に群がった生徒たちの頭を飛び越こえ、一人の少女が、舞姫の前に降り立ったからだ。

「あ──」

　その後ろ姿を見て、舞姫は呆然とした調子で喉のどから声を零こぼした。

　一つに括くくられた艶つややかな黒くろ髪かみ。それと対を成すような純白の制服。そしてその手には、見るも鮮あざやかな朱しゆ鞘ざやに収められた黒刀が握られている。

「シ、ノ……？」

「シノ──なんで……！」

　舞姫と真里香の声が被かぶる。

　そう。そこに現れたのは、つい数刻前舞姫と死し闘とうを繰くり広げた少女──紫乃宮晶あきらだった。

　──だが。

「…………」

　シノは、無言で舞姫の方を振ふり返ると、優しげに、笑った。

　そして。




「遅れてごめんね。──ヒメ」




　今までとは違ちがう調子で、そう言った。

「え──？」

　その表情に、その言葉に、そして、その呼こ称しように。

　舞姫は、しばし呆然とした様子で目を丸くした。

　しかし、すぐに気づく。頭の中で大切に保管されていたいくつもの記き憶おくが、繫つながっていく。

　──嗚呼ああ、そうだ。

　舞姫は、この少女のことを、前から知っていたのだ。

「ほたる……ちゃん？」

　舞姫がその名を呼ぶと、シノ──ほたるは、それに応こたえるようにこくりとうなずいた。

　体感にして一〇年。実時間にして二〇と九年。

　身体の年ねん齢れいよりも長い時間を隔へだてた記憶の中にしかいなかった少女が、実像を帯びていく。

　確かに、舞姫は以前からシノにほたるの面おも影かげを感じてはいた。だが、ほたるならば舞姫のことを覚えていないはずはないし、何よりその性格や所作が舞姫の知るほたるとは違いすぎていた。
















　だけれど、今の彼女は。

　たった一言で舞姫に全すべてを理解させるほどに、『ほたる』だった。

「あ、あ、あ」

　長い間押しとどめていた感情の堰せきが、一気に決けつ壊かいする。

　舞姫はその場に立ち上がると、倒れ込むような格好でほたるの身体にしがみついた。

「ほ、たるちゃん……ほたるちゃん、ほたるちゃん！　私……ずっと、ずっと待ってて……！　約束……したから……ッ！」

　ぽろぽろと涙なみだが零れ、ほたるの制服にじわりと染しみ渡わたっていく。ほたるは舞姫の頭を優しく撫なでると、「うん、うん」と相づちを打つようにうなずいてきた。

「──噓うそよ！」

　と。

　二人の言葉を裂くように、真里香が金切り声を上げた。

「有り得ないわ……だって、私の〈世界〉は……ッ！」

　動どう揺ようを露あらわにし、手を戦慄わななかせながら、叫さけぶ。

　するとほたるが真里香の方に向き直り、凜りんとした調子で声を響かせた。

「確かにおまえの〈世界〉は大したものだ。だが──私にかかっていた〈世界〉を解いてくれたのは、他ほかでもないおまえだぞ、真里香」

「な……!?」

　ほたるの言葉に、真里香が目を見開いた。







　──数時間前。

　神奈川都市内に戻もどったシノは、建物の屋上に腹ばいになり、息をひそめていた。

「…………」

　視線の先には生徒が経営する喫きつ茶さ店てんがあり、そのオープンテラスに、シノのパートナーである凜堂ほたると、見知らぬ女子生徒が座っていた。

　傍はたから見ている分には友人と談だん笑しようしているようにしか見えないが──違う。ほたるの素す性じようと〈世界〉を知っている者ならば、彼女が今何をしているかを類推することができただろう。

　そう。〈世界〉再現で『友だち』にした生徒から、情報収集を行っているのだ。

　ほたるの持つ、誰だれとでも友だちになれる〈世界〉は、こと諜ちよう報ほうにおいては無類の利便性を誇ほこる〈世界〉である。彼女に手を触ふれられた者は彼女を『友だち』と認にん識しきし、彼女に対するあらゆる心理的ハードルを下げられてしまうのだ。

　そして──シノがこうして仲間であるほたるの様子をじっと窺うかがっているのもまた、その〈世界〉が原因であった。

　舞姫を殺そうとした際に起こった強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつ反応。そしてそれに起因して頭の中に思い起こされた過去の記憶。そこにシノは、どうしても引っかかりを覚えてしまったのである。

「……！」

　と、そこでシノはぴくりと眉まゆを動かした。

　話が終わったのだろう。ほたるが席を立ったのである。

「……よし」

　シノは静かに呟つぶやくと、双そう眸ぼうに命気オーラを巡めぐらせた。

　──それはあくまで、一つの可能性であった。もしシノの勘かん違ちがいであったなら、それに越したことはなかった。

　だが──シノは試ためさずにはいられなかった。

　視線を鋭するどくし、ほたるを──正確に言うなら、ほたるの手を凝ぎよう視しする。

　そして、ほたるが女子生徒の手に触れようとした瞬しゆん間かん。

　シノは、〈世界〉を再現した。

　そう。シノの〈世界〉は、視界にあるものに触れることのできる〈世界〉。

　シノは視線を介かいし、女子生徒とほたるの手が触れ合う寸前、自分の手を、その合間に差し入れたのである。

　そして、ほたるの唇くちびるが小さく動く。──リリース。

　瞬間。

「────────ッ!?」

　シノは、頭の中で火花が散るかのような錯さつ覚かくを覚えた。

　シノが〈世界〉を再現している間、シノはその視線の先のものに触れている状態を作ることができる。そしてそれは逆に、向こうからの干かん渉しようを受けてしまうということでもあった。舞姫と戦った際、舞姫に刃はを止められたときのように。

　すなわちシノは、ほたるに気づかれぬよう、遠えん距きよ離りからほたるに自分を『リリース』させたのである。

　──今まで分厚いベールに覆おおわれていたかのように見取ることのできなかった記憶が、一つずつ実像を帯びていく。不自然に抜け落ちていたピースが、徐じよ々じよに埋うまっていく。

　最初に思い出したのは、自分の名前だった。

「そうだ……私、は……」

　ほたる。凜堂ほたる。今まで視線の向こうにいる少女のものだと思っていた名前。それこそが、自分の名前だったのだ。

　そしてそれに紐ひも付ついて、視線の先にいる『ほたる』の本当の名前をも思い出す。──依藤真里香。戦争前からシノ──ほたるの友だちだった少女だ。

　次々と、次々と。

「く……あ、あ……っ」

　蓋ふたをされていた記憶が、頭の中で荒あれ狂くるう。

　そして──屋上に寝ね転ころんだまましばらくの間のたうったほたるは、最後に一つ、一番大事なことを、思い出した。

「────、ヒ、メ──」

　親友との、大切な約束を。







「全て……思い出した。ヒメのことも。真里香、おまえのことも」

　ほたるは、静かに目を細め、自分の名を名乗っていた少女に言った。

「いくら仲間とはいえ、〈世界〉の全容を明かしているとは思っていなかったが……まさかここまでとは思わなかった。記憶の改かい竄ざん。価値観の付ふ与よ及および変質。感情の指向性の操作。……『誰とでも友だちになれる』。恐おそろしい〈世界〉だ。……金かな屋や課長にヒメの暗殺指令を出させたのもおまえだな、真里香」

「……噓よ、噓……」

　真里香は、愕がく然ぜんとした調子で自分の手を見つめた。まるで、自分が取り返しのつかないことをしてしまったかのように。

「ねえ……シノ、ふざけてるんでしょう？　あはは、人が悪いんだから──」

「真里香」

　ほたるが静かに、しかしはっきりと名を呼ぶと、真里香はビクッと肩かたを震ふるわせた。

　そして今にも泣き出しそうな顔を作りながら、縋すがるように喉を震わせてくる。

「違うの……ほたるちゃん。私は、ほたるちゃんのためを思って……だって、舞姫さえいなければ、私とほたるちゃんは二人でいられたんだよ……？」

「……だから、私にヒメを殺させようとしたのか？」

　ほたるが言うと、真里香は髪かみを振り乱すようにしながら続けてきた。

「そうだよ……！　だって、だって舞姫ったらひどいのよ!?　コールドスリープから目覚めて、この力を手に入れて、ようやくほたるちゃんの中から舞姫を消せたのに！　神奈川の首席になんてなって、しかも内地にも行かないで馬ば鹿かみたいにほたるちゃんを待ってるなんて！　だから……だから、思い知らせないといけないのよ！　ほたるちゃんはあんたなんか好きじゃないって！」

「マリちゃん……」

　舞姫が、困こん惑わくしたように呟く。しかし真里香は構うことなく続けた。

「ね……ほたるちゃん。まだ間に合うよ。私と一いつ緒しよに、舞姫を殺そう？　そうしたら、私たちを邪じや魔まする子はもういないんだよ……？　そうしたら、私を好きって言ってくれるよね？　私だけを見てくれるよね？　舞姫に言ったみたいに……舞姫にしたみたいに！」

「……真里香」

　ほたるは目を伏ふせると、細く息を吐はいた。

「──私は、おまえのことが好きだったよ。おまえと、ヒメと過ごす時間は、本当に楽しかった」

「ほ、たるちゃん……？」

　そして瞼まぶたを開き、真里香の目を真まっ直すぐ見み据すえながら、唇を動かす。

「でも、今のおまえは、私の知っている真里香じゃない。身勝手な理由のために私の記憶を奪うばい、あまつさえヒメを殺させようとしたおまえは──嫌きらいだ」

「…………ッ！」

　ほたるの言葉に。

　真里香は、電でん撃げきに打たれたように身体からだを震わせた。

「あ、あ……」

　愕然と見開かれた目から、ぼろ、ぼろと涙が零こぼれ落ちる。

　真里香は頭を抱かかえると、ガクガクと足を震わせながら絶ぜつ叫きようを上げた。

「ああああああああああああああああああああああああああああああ──────ッ!!」

　その叫びに呼応するように、生徒たちや〈アンノウン〉が、一いつ斉せいにほたると舞姫に飛びかかってきた。

「な──」

「ヒメ、伏せていて」

　しかしほたるは慌あわてず、黒刀の柄つかに手をかけると、両目に命気オーラを巡らせた。

　ほたるの〈世界〉。

　嗚呼ああ──思えばそれは、舞姫のためにあるようなものだったのだ。

　ほたるは全てを思い出した。自分の名前も、舞姫との約束も、そして──自分の〈世界〉の発現理由も。

　そう。ほたるは夢の中でずっと──舞姫に手を伸のばし続けていたのだ。

　いつかまた会おうという約束を果たすため、舞姫のところに至ろうとしていたのだ。

「はッ！」

　ほたるは身体をぐるんと回転させ、周囲の敵を『視み』た。

　そしてそれと同時、黒刀を鞘さやから走らせる。するとほたるの放った一いち撃げきが生徒たちの首筋に、鳩尾みぞおちに叩たたき込まれ、苦く悶もんとともに地面に沈しずむ。

　無論、力を抑おさえた峰みね打うちである。しかしそれでは、進行を止められない敵がいた。──四天王、そして〈アンノウン〉だ。

　柘榴と銀呼は〈世界〉を用いた高速移動で攻こう撃げきをかわしたようであったし、強きよう[image: 靭]じんな身体を持つ〈アンノウン〉は、手心を加えたほたるの一撃では倒たおれるに至らなかったらしい。そして〈アンノウン〉や一いつ般ぱん生徒たちの陰かげに隠かくれていた來栖や青生には、視線が届かなかったようだ。

　柘榴と銀呼、そして〈アンノウン〉が、同時に攻撃を仕し掛かけてくる。ほたるは眉まゆ根ねを寄せた。二人と〈アンノウン〉に同じ威い力りよくの剣けん撃げきを見み舞まうわけにはいかなかったし、もし仕留め損そこなえば、懐ふところに入られる隙すきを作ってしまう。

「ち──」

「ほたるちゃん！」

　と、今度は先ほどとは逆に、舞姫がほたるに向かって声を上げた。

　説明を受けたわけではない。示し合わせたわけでもない。だがほたるは、舞姫の意図を素す早ばやく察し、地面を蹴けった。

　そう。ほたるには舞姫が何をしようとしているのかが何となく知れたのである。──当然だ。舞姫は親友であり──その動きの癖くせを細部まで観察した暗殺対象であったのだから。

「──任せたぞ」

「うん！」

　舞姫の返事を聞きながら、ほたるは前方から迫せまる〈アンノウン〉たちを迎むかえ撃うった。その首を正確に視線で捉とらえ、黒刀の刃を閃ひらめかせる。

　瞬間、〈アンノウン〉たち全員の首にまったく同時に線が走り、滑なめらかな断面を晒さらして地面に沈んでいった。

「はッ！」

　それと同時、舞姫が手にしていた大剣を地面に突つき刺さすと、後方から迫る柘榴と銀呼に、古武術を思わせる足運びをしながら向き直った。

　──舞姫に迫っていた柘榴が姿を消し、舞姫の死角に回り込んで大おお鎌がまを振ふるう。

　しかし舞姫は、まるで柘榴の出現位置がわかっていたかのような動きでその攻撃を避よけると、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、鳩尾に命気オーラを乗せた掌しよう底ていを叩き込んだ。

「くぁは……ッ!?」

　柘榴が、一体何が起こったのかわからないといった様子のまま苦悶を発し、倒れ伏す。

「く──」

　次いで伸びた髪をなびかせた銀呼が、持ち前のスピードを活いかして舞姫の懐に潜もぐり込み、あごを下方から『爪つめ』で切り上げた。

　が、そのときにはもう、舞姫は身体を捌さばき、地に這はう虎とらのような姿勢で銀呼のさらに下方へと移動していた。

「な……!?」

「はッ！」

　そしてそのまま、柘榴にしたのと同じように、握にぎっていない手の腹で銀呼のあごをかち上げる。銀呼はぐるんと白目を剝むくと、そのまま放物線を描えがいて仰あお向むけにダウンした。

「よしっ！」

　舞姫がパン！　と手のひらと拳こぶしを打ち鳴らす。

「…………」

　それを視界の端はしに見ながら、ほたるは額に汗あせが滲にじむのを感じた。柘榴と銀呼を傷つけないため剣を捨てて徒手を選んだのだろうが……まさかほたるがあれだけ苦戦したあの二人を、ものの数秒で倒してしまうとは。

　やはり最強の名は伊達だてではない。ほたるは肝きもが冷えるのを感じると同時、小さく苦く笑しようした。

　とはいえ、今はそれにばかり気を取られてはいられない。

「……！　來栖！　青生！」

　呆あつ気けにとられていた様子の真里香が金切り声を上げ、残っていた二人に呼びかける。

「やるわ……ねぇッ！」

　すると來栖が両手の指の間に挟はさみ込んでいた六本の投剣を透とう明めい化させ、ほたると舞姫に向かって投げてくる。

　同時、青生が自分の役目を思い出したようにナイフを握り、勢いをつけて自分の首に突き立てようとした。

「ヒメ」

「うん！」

　ほたるは再度それのみで舞姫と意い思し疎そ通つうをすると、目に命気オーラを纏まとわせたままグッと地面を踏ふみ込んだ。

　それは真里香たちの方へと走るための一歩であり、同時に──

「きゃっ!?」

　青生が悲鳴を上げ、手にしていたナイフを取り落とす。そう。ほたるが地面を蹴けった力が、視線を通して青生のナイフに伝わったのである。

　そしてそれと同時、舞姫が先ほど地面に突き刺した剣を取り、思い切り振り抜ぬいた。刃はが空くうを切る音が鳴り、凄すさまじい風圧が砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

　とはいえ、別に何かを切り裂さいたわけではない。力を込こめた、ただの空から振ぶりだ。

　しかし──今はそれで十分だったのである。

「えっ？」

　來栖が間の抜けた声を発する。それはそうだろう。先ほど投とう擲てきした見えない剣が、一つもほたるや舞姫に当たらなかったのだから。

　そう。確かに高速で飛来する見えない剣を正確に落とすことは、ほたるにも難しい。ゆえに舞姫は力いっぱい剣を振るって風を起こし、その軌き道どうを逸そらしたのである。

「ふん」

　命気オーラを纏まとった目で來栖を『視』、次の一歩を踏み出した際の踵かかとを脳天にくれてやる。

「ぐえっ」

　來栖は珍ちん妙みような声を発すると、そのままへなへなとその場にへたり込んだ。

「ふ────ッ」

　残るは、一人。

　ほたるはそのまま地面を蹴り、くずおれた〈アンノウン〉の巨きよ体たいの隙すき間まを、滑すべるようにして通り抜けた。

　狙ねらいは一つ。全すべての『友だち』の手た綱づなを握る、真里香だ。

「ほたるちゃ──」

　真里香が、涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を向け、両手を広げてくる。まるで、ほたるを抱だき留めようとするかのように。

「──ごめん。そこにはいけないよ、真里香」

　しかしほたるは静かにそう言うと、真里香を視線で捉え──黒刀を閃かせた。

　鈍にぶい手て応ごたえが手に伝わるとともに、真里香が意識を失ってその場に倒れ込む。

　するとその瞬しゆん間かん、後方から地面を駆ける音が響き、舞姫が走り寄ってきた。

「──ほたるちゃん！」

　ほたるはそちらに向き直ると、舞姫を抱き留めた。

「ほたるちゃん……ほたるちゃん……」

「ああ……頑がん張ばったね、ヒメ」

「うん……うん……っ！」

　舞姫はほたるの胴をぎゅうと抱きしめながら、顔を押しつけてきた。ほたるの腹に、じわりと温かい感かん触しよくが広がる。

　──懐かしい、声。

　調査中に何度も耳にしたものだというのに、また、昔のそれとまったく同じではないというのに、ほたるは不思議とそう感じてしまった。

　そう。今ほたるに抱きついていたのは最強の名を恣ほしいままにする都市首席ではなく、小さな一人の少女だった。

　都市の命運を背負うにはあまりに小さな肩かた。あまりに小さな背。

　彼女が歩んだ人生が平へい坦たんなものではなかったことは想像に難かたくない。きっとその道は、様々な艱かん難なん辛しん苦くに満ちていたに違いなかった。

　しかし、舞姫はここにいた。

　長い時間を経てなお、まだこの場所に──いてくれた。

「ヒメ……」

　ほたるは小さく呟くと、その頭を優しく撫でようとした。

　が──そこで。

「…………ッ!?」

　ほたるは、息を詰まらせ後方を振り向いた。

　気を失った、或いは悶絶する生徒たちの中、一体の〈アンノウン〉が、倒れ伏した真里香の側に立っていたのである。

　舞姫が〈アンノウン〉を仕留め損そこなうとは思えない。よく見てみると、先ほど確かく認にんした〈アンノウン〉は全て地に伏していることがわかった。

　恐おそらく、真里香が來栖に命じ、いざというときのために透明化させておいた〈アンノウン〉だろう。真里香の意識が途と絶だえ〈世界〉が解除されたことで、真里香の『友だち』から人類の敵へと変へん貌ぼうを遂とげた怪かい物ぶつが、そこにいたのである。

「真里香！」

　ほたるが叫さけぶも、遅おそい。

〈アンノウン〉は大きく口を広げると、真里香を咥くわえるような格好で、海の方に向かって走っていった。

「ち──！」

　その背を『視』、鞘に収めていた黒刀を再度抜き放つ。

　するとその剣閃は正確にほたるの視線を通り、〈アンノウン〉の首を落とした。

　しかし──既すでにそのとき、〈アンノウン〉は臨海公園の端から、海へと飛び去ったあとであった。

　必然、支えを失った真里香の身体からだは、重力に引っ張られるように、海へと落ちていく。

「真里香！」

　再度名を叫び、地面を蹴る。だが──ほたるの脚きやく力りよくでは間に合わない！

　と、その瞬間。ほたるは視界を横切っていく小さな影かげを見た。

　風になびく色素の薄うすい髪かみ。翻ひるがえる外がい套とう。

　そう──恐らく関東圏けんで最高の脚力と瞬しゆん発ぱつ力りよくを誇ほこるであろう少女が、地面にヒビを残すような凄まじい加速で駆かけ出していたのである。

「ヒメ!?」

「──マリちゃん！」

　舞姫はそう叫ぶと、フェンスの壊こわれた臨海公園の端から躊躇ためらいなくジャンプし──空中で、真里香の身体を捕つかまえた。

　だが舞姫は、空を歩く能力を持っているわけではない。真里香を確保したはいいものの、そのまま二人一いつ緒しよに崖がけから落ちていく。

「く──！」

　ほたるは一いつ拍ぱく遅おくれて崖際ぎわに辿たどり着くと、視線を下方に落とし、落下していく舞姫と真里香を『視み』た。

　そしてすぐさま〈世界〉を再現、手を握って、二人の身体を捕まえる。落下によって勢いのついた少女二人分の体重が、ほたるの腕うでにズンとのしかかった。

　しかし、離はなすわけにはいかない。ほたるは身体に命気オーラを巡めぐらせると、右手と左手を交こう互ごに使って、二人の身体を公園まで引っ張り上げた。

「……っ、無事か──ヒメ」

「うん……！　ありがとう、ほたるちゃん。さすがに、ちょっと怖こわかった」

　気を失ったままの真里香を地面に優やさしく横たえ、舞姫があははと笑う。

「無茶なことを。私がいなければ落ちていたぞ」

「うん……ごめん」

　舞姫が、申し訳なさそうに肩かたをすぼめる。ほたるはため息を吐ついて真里香の方に視線を落とした。

「なんで……」

「え？」

「なんで、助けたんだ？　真里香は、ヒメを殺そうとしていたんだぞ？」

　ほたるが問うと、舞姫はキョトンと目を丸くしてから苦笑した。

「それは、ほたるちゃんだって」

「む……」

　確かに、その通りである。咄とつ嗟さの行動であったとはいえ、〈アンノウン〉の首を落としたのはほたるだった。

　ほたるがそんなことを思っていると、舞姫が言葉を続けてきた。

「命気オーラを巡めぐらせてれば、落ちても死にはしないと思って。それに──」

「それに？」

「……やっぱり、友だちだから」

「…………」

　舞姫の言葉に、ほたるは小さく息を吐くと、

「……うん、そうだね、ヒメ」

　その頭に、優しく手を置いた。








終章　約束









「──えっと、本当にいいの？」

「ああ。頼たのむ、ヒメ」

　どこか不安そうな舞まい姫ひめの声に、ほたるはこくりとうなずいた。

　ほたると舞姫がいるのは、騒そう動どうの現場となった臨りん海かい公園跡あとであった。海に臨のぞむ広い空間に、二人の影がぽつんと伸のびている。

　否いな──もっと正確に言うのならば、椅い子すに座ったほたると、その真後ろに立つ舞姫、ぴたりとくっついた二人の影は、綺き麗れいに一つに交わっていた。

「じゃあ……いくよ、ほたるちゃん」

「ああ」

　ほたるが答えると、舞姫はどこか緊きん張ちようした面おも持もちで右手を持ち上げた。──その、銀色の鋏はさみが握にぎられた手を。

　そして鋏の刃でほたるの目にかかった前まえ髪がみを挟はさみ込み──ちょきん、と刃を交じわらせる。

　そう。ちょうどいい機会だったため、ほたるは伸ばしっぱなしになっていた髪の散さん髪ぱつを、舞姫に頼んでいたのである。

　他ほかならぬ、この場所で。

　二九年前、再会の約束をした、この場所で。

　と、ほたるがそんなことをぼんやりと考えていると、舞姫が不意に声を発してきた。

「──マリちゃん、昨日の遅くに目が覚めたって」

「…………、そう」

　しばしの無言ののち、ほたるはそう返した。

「管理局には？」

「まだ、何も言ってない」

「そう」

　ほたるは、細く息を吐いた。舞姫も何となく、ほたるの質問の意味を理解している気がしたのだ。

「……私は、第四課から籍せきを抜ぬいて、このままここに残るつもり。ヒメは？」

「私も、まだ内地に行く気はないよ。ここに残ってた一番の理由はほたるちゃんに会うことだったけど──みんなを守りたいっていうのも、本当だから」

「そっか」

　ほたるは優しげにそう呟つぶやいた。

　そののち、静かな調子であとを続ける。

「──これだけの問題を起こしてしまった以上、真ま里り香かに何の処分も下らないとは考えづらい」

「うん」

「それこそ、このまま管理局に引き渡わたせば、適当な理由をつけて『事故死』させられる可能性だってある」

「……うん」

　舞姫が、小さく息を詰つまらせたのち、うなずいてくる。

「ねえ、ほたるちゃん」

「なに、ヒメ」

「……マリちゃんは、昨日〈アンノウン〉に食べられて死んじゃった……っていうのは、駄だ目めなのかな」

「…………」

　舞姫の言葉に、ほたるは目を丸くした。

　確かにそれは、一つの手段であった。真里香が昨日言ったとおり、〈アンノウン〉が生徒を襲おそうことは何の不思議もない。既すでに死亡してしまったことにしておけば、真里香に管理局の手が伸びることもないだろう。

　だが、ほたるが驚おどろいたのには、もう一つ理由があった。

　──ほたるも頭の中で、その選せん択たく肢しを考えていたのである。

「でも、本当にいいの、ヒメ。もしかしたら、またヒメを狙ねらってくる可能性だってあるんだよ」

「うーん……それは困るなあ。でもやっぱり、せっかく戦争を生き残ったのに、マリちゃんが死んじゃうのは、嫌いやだから」

「そっか。やっぱり、ヒメは強いね」

「そんなことないよ」

　あはは、と舞姫が苦く笑しようする。

　それからしばらく。ちょきん、ちょきん、という鋏の音を聞きながら、ほたるは無言で公園跡の風景を見つめた。

　見る影もないほどに荒あれ果てた公園と、あの頃ころと変わりない海と空の景色。そのアンバランスな風景が、否いや応おうなく無む慈じ悲ひな時の流れを感じさせた。

　コールドスリープから目覚めて、およそ一〇年。

　幼い舞姫は、ずっとこの場所を守り続けていたのだ。

　他ならぬ──ほたるとの再会の約束を果たすために。

　あまりに小さな肩に、あまりに大きな重責を負いながら、ずっと、待ち続けていたのだ。

「……ごめんね、ヒメ」

　小さな声でぽつりと呟くようにほたるが言うと、舞姫は目を丸くした。

「え？　何が？」

「ずっと……待たせちゃって」

「いいよ。だって──約束したでしょ？」

　舞姫が、にこりと微笑ほほえむ。そのあまりに屈くつ託たくのない様さまに、ほたるは思わず苦笑してしまった。

　そしてそれから十数分後。毛先を綺麗に整え終えた舞姫が、ほたるの髪を結ゆい上げ、肩に掛かけていたケープを外した。

「よし、完成！」

「ん──」

　ほたるは軽く頭を振ふりながら立ち上がると、舞姫の方に向き直り、小首を傾かしげてみせた。

「どうかな」

「うん、似合ってるよ。ほたるちゃんが、もっとほたるちゃんになった感じ」

「なにそれ」

　言って、思わずほたるは頰ほおを緩ゆるめた。

　すると舞姫がそれに返すように微笑み……唇くちびるを動かした。

「おかえり……ほたるちゃん」

「ああ。ただいま、ヒメ」

　そしてしばしの間二人で視線を交かわしたのち、どちらからともなく笑ってしまう。

「なんか、変なの。もうひと月近くも前に再会してたのに」

「本当だ。おかしいな」

　ほたるはひとしきり笑ったあと、軽く呼吸を整えてから、舞姫に言葉を投げた。

「──ヒメ」

「ん……なに、ほたるちゃん」

「また、約束をしよう」

「え？」

「──私はヒメの剣けんになる。ヒメが危ないときは、私が必ず助ける。ヒメが助けを求めるときは、私が必ず駆かけつける。ヒメが望む限り、私はヒメとずっと一いつ緒しよにいる」

「ほたるちゃん……」

　ほたるが小指を差し出すと、舞姫は恥はずかしそうに微笑んで、それに自分の小指を絡からませてきた。




　　　　◇




「…………」

　神か奈な川がわ生徒たちの集団昏こん睡すい及および、はぐれ〈アンノウン〉の出現騒動の翌日。

　全すべての首しゆ謀ぼう者しやである依い藤とう真里香は、神奈川都市内にある留置施し設せつに収容されていた。

　部屋こそ違ちがうものの、以前來くり栖すが入れられていたのと同一の施設である。無機質な壁かべ床ゆか天てん井じように、トイレとベッドだけがある空間。なるほど、來栖が参ってしまうと言っていたのもわかる、退たい屈くつ極きわまる場所であった。

　けれど、真里香はそれを気に留めることもなく、ぼうっと天井を眺ながめていた。

　理由は単純。ほたると──舞姫のことだ。

　真里香はほたるが好きだ。それは今でも変わりない。一〇年前、『ほたる』に成り代わって、ほたるを真里香だけの『シノ』にしたことも、後こう悔かいはしていない。彼女と二人で様々な任務をこなした日々は、未いまだ真里香の心の中にキラキラと光る思い出となって残っている。

　けれど、『シノ』がほたるに戻もどり、必然的に『ほたる』だった自分が真里香に戻されてから。

　ほたるに、嫌きらいだと言われてから。

　そして、気を失った真里香が、舞姫に助けられたと聞いてから。

　糸が切れてしまったかのように、舞姫への殺意が薄うすれてしまっていたのである。

　あれだけのことをした自分を許し、助けてくれた舞姫に感動した……とか、そういう話でもない。今でも、好きか嫌いかと言われれば、はっきり嫌いと答えるだろう。

　何というのだろうか。何もする気が起きない無気力状態に近いかもしれない。それに付ふ随ずいして、一〇年もの間身を焦こがしたほたるへの妄もう執しゆうもまた、真里香の中で微び妙みように色を変えてしまっていた。

　要は──気づいてしまったのだ。

　真里香が何をしたところで、ほたると舞姫の間には割って入ることができないのだと。

　そして、思ってしまったのだ。

　舞姫に優やさしく微笑むほたるの姿を──美しいと。

「あーあ……」

　組んだ手を頭の後ろにやり、ぼすん、とベッドに横になる。

「……この一〇年、私には一度もあんな顔見せてくれなかったくせに」

　そして拗すねるように唇を尖とがらせ、息を吐はく。

　すると、そのとき。

　何やらカチャリという音が響ひびいたかと思うと、そのまま、厳重に施せ錠じようされていたはずの扉とびらがゆっくりと開いた。

「……何？　もう管理局からお迎むかえ？　随ずい分ぶん早いわね」

　真里香は面めん倒どうそうに身を起こした。

　來栖のときよりも随分と対応が早いが──まあ、それも当然だろう。真里香は管理局四課のエージェント。しかもほたるに昏こん倒とうさせられた際、金かな屋やにかけた〈世界〉もまた解除されているだろう。余計な情報が漏もれる前に回収してしまおうと考えるのは自然なことである。

　──まあ、回収されたあとに真里香にどのような処分が下されるかは、あまり考えたくはなかったけれど。

　しかし、しばらく経たっても、部屋には誰だれも入ってこなかった。不ふ審しんに思ってベッドから立ち上がり、扉の向こうを見やるも、人ひと影かげらしきものは見当たらない。

「……？　何よ、一体」

　と。

「──わっ！」

　次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん耳元でそんな声を発され、真里香は身体からだをビクッと震ふるわせた。

「うわきゃっ!?」

「あははははっ、悪の大ボスの割に、意外と可愛かわいい声を上げるのねぇ」

　するとそんな笑い声を上げながら、虚こ空くうから一人の少女の姿が出現した。──隠なばり谷や來栖。つい先日までここに囚とらわれていた、元四天王である。

「な……あ、あんた！」

「チャオ、ほたるちゃん。……じゃなかったわね。ええと、マリちゃん、だっけ？」

　來栖が面おも白しろがるような調子で唇を歪ゆがめながら言ってくる。真里香は少し速くなった動どう悸きを抑おさえるように胸に手を置くと、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「なんでここに……っていうか、あんたも捕つかまってたんじゃないの？」

「あはは、馬ば鹿か言っちゃいけないわ。都市外の公園跡あと、昏倒した生徒たち、暴れる〈アンノウン〉……そんな条件が揃そろってる中で、〈不可視伯インビジブル〉隠谷來栖が捕まるはずないじゃない」

　言って、來栖がヒラヒラと手を振ってみせる。……どうやら、混乱に乗じて逃にげ出したらしい。確かに認にん識しき操作の〈世界〉を持つ來栖が『逃げる』ことにのみ力を注いだなら、舞姫だって阻はばむことは難しいだろう。

「……それで、そのお偉えらい〈不可視伯インビジブル〉様が、薄うす汚ぎたない囚しゆう人じんに何のご用？　私今、誰とも話したくない気分なんだけど」

「やぁねぇ。ちょっと派手に失しつ恋れんしちゃったからって私に当たらないでよぉ」

「な……ッ」

　真里香は渋じゆう面めんを作り息を詰つまらせた。……が、彼女の言っていることがあながち間ま違ちがいでもないことに気づき、むうと黙だまり込む。

　すると來栖が、肩かたをすくめながら続けてきた。

「私は借りを返しにきただけよ。あなたとしては別にそこまで考えちゃいなかったんでしょうけど、私が逃げられたのはあなたのおかげだしね。同じように、扉だけは開けてあげる。あとはよしなにご自由に」

「…………」

　真里香はしばしの間來栖を無言で見つめたのち、はあと息を吐いた。

「……あんたは、どうするつもりなの？」

「私ぃ？　そうねぇ。神奈川にいるわけにもいかないし、東とう京きように戻るわけにもいかないし……ま、千ち葉ばにでも逃げるか、いっそのことどこかで足を手に入れて、他ほかの地方に行っちゃうのもアリかもしれないわねぇ。都市は関かん東とうだけにあるわけじゃないし」

　そこまで言って、來栖は何かを察したようにニヤニヤとした笑みを浮うかべてきた。

「なぁに、もしかして私と行きたいの？　あはは、別にいいわよ。あなた友だちいなさそうだし、私がなってあげる。姫ひめちゃんとほたるちゃんにフラれた者同士、仲良くしようじゃない」

　言って、來栖が握あく手しゆをするように手を差し出してくる。

　真里香はその手と來栖の顔を交こう互ごに見ると、疑わしげに半眼を作った。

「……で、本音は？」

「『友だち』を作る〈世界〉とかあったらどこでも上手うまく暮らせそうだしぃ」

「隠かくす気もない!?」

　真里香は思わず叫さけびを上げた。

　……が、数秒後、ため息とともに乾かわいた笑いを浮かべる。

「……ああ、そうね、それっくらいの方が気楽でいいわ。認識操作の〈世界〉なんてあったら超ちよう便利だし」

　そう言って肩をすくめ、真里香は來栖の手を握にぎり返そうとした。

　が、手と手が触ふれる寸前で、來栖が手を引っ込める。

「……何よ」

「いやねぇ、そういえばあなたに触さわったらまずいって思い出しちゃってぇ。私主導権握られるの嫌いだしぃ」

「今さっき友だちがどうとか言ってたくせに警けい戒かい心しん強すぎない!?」

「それはそれ、これはこれよぉ」

「……ふん。いいわよ。覚えてなさい。私がその気になれば、あんたが寝ねてる間に触り放題なんだから」

「何そのエロい表現。姿消して寝ないと安心できないわねぇ」

　真里香と來栖は互たがいに疑念と警戒を帯びた視線を交わらせながら、部屋を出ていった。




　　　　◇




「──そういえば、ヒメ」

「なに、ほたるちゃん」

　臨海公園跡から都市内に戻る道中。ほたるは舞姫の方に視線を向けながら声をかけた。

　そして、左手に握っていた朱しゆ鞘ざやの黒刀を示すようにしながら、問いを続ける。

「この刀。ヒメが造ったって言ってたけど、銘めいはあるの？」

「あ──そういえばまだ言ってなかったっけ。もちろん、あるよ」

　舞姫は大おお仰ぎようにうなずくと、何やらバッと手を頭上に掲かかげるようなポーズを取った。

「夜空に輝かがやく星のごとく、暗い世界を照らす光明となるように。

　そしてその刃はの煌きらめきは、人類の仇きゆう敵てきの凶きよう兆ちようとなるように。

　その名は──輝き天てん熒けい惑こく舞姫！」

　高らかに宣言するような舞姫の言葉に、ほたるは目を丸くした。

「輝天熒惑……舞姫？」

「うん。だって刀って、造った人の名前をつけるんでしょ？　そりゃ親方たちにも結構……いやかなり手伝ってもらったけど……ちゃんと私が造ったからね！　何もおかしくないよね！」

　舞姫が強調するように言ってくる。

　その様があまりに可笑おかしく思えて、ほたるは今日何度目とも知れない笑えみをこぼしてしまった。

「えっ、もしかして駄だ目めだった？」

「ううん。そんなことないよ。──ただ、責任重大だなって。勝利の女め神がみを持って負けるわけにはいかないから」

「あはは、大げさだよ」

　ほたるの言葉に、舞姫が苦く笑しようする。

　と、そこで前方──都市外がい壁へきの方から、何やら三人の生徒たちが走ってくる姿が見て取れた。

「おーい！」

「……姫さんシノさんじゃなくてほたるさん」

「こ、こんなところにいたんですか！」

　それは、銀ぎん呼こ、柘榴ざくろ、青生あおいの四天王たちだった。二人の姿を認めると同時、どこか慌あわてたように声を上げてくる。

「どうかしたの、そんなに慌てて」

「大変だ！　留置場にいた依藤真里香が脱だつ走そうしたらしい！」

「なんだと？」

　ほたるが眉根を寄せると、補足をするように青生が続けてきた。

「ど、どうやら、昨日から逃とう亡ぼうしていた來栖さんが手引きをした模様です。都市内の車両が一台なくなっているとの報告もあります。恐おそらく、それを使って都市外に逃げたのではないかと……！」

「…………」

「…………」

　その言葉に。

　ほたると舞姫は思わず目を見合わせると、小さく笑ってしまった。

「……何を笑ってるんですか姫さんほたるさん」

「ああ……いや、悪い」

「そうだね。ごめん。でも、なんだか可笑しくて」

　二人が言うと、四天王たちは困こん惑わくしたように首を傾かしげた。

「とにかく、一大事だ。早く手配を──」

　が、銀呼の言葉はそこで中断された。

　都市内の方から、〈アンノウン〉の出現を知らせるけたたましいサイレンが聞こえてきたのである。

「……!?　警報!?」

「……なんだってまたこんなときに」

「た、大変です、早く準備しないと！」

　四天王たちが口々に言う。舞姫が皆みなの注目を集めるようにパンと手を打ち鳴らした。

「──落ち着いて。とにかく、まずは戦せん闘とう準備だよ。各自持ち場について！」

『はっ！』

　三人がビッと敬礼をし、都市内に戻もどっていく。

　その背を見ながら、ほたるは舞姫に声をかけた。

「私たちも行こうか、ヒメ」

「うん。それじゃあ」

　舞姫はこくりとうなずくと、ニッと唇くちびるの端はしを上げた。

「──今日も、世界を救おっか」








あとがき









　お久しぶりです橘たちばな公こう司しです。

『いつか世界を救うために　‐クオリディア・コード‐』２巻をお届けいたしました。いかがでしたでしょうか、お気に召めしたなら幸いです。

　と、ここで少々注意書きを。お話のことに触ふれようとするとどうしてもネタバレが含ふくまれてしまいますので、まだ本編をお読みでない方は、是ぜ非ひそちらからお楽しみくださいませ。

　……さて、というわけで今回も結構好き勝手書かせていただきました。世界を救う学園バトルストーキングもの！　の続きです。なんと今回は我らがヒメまでストーカーになっちゃうらしいんだぜ。ヒメまで魔ま道どうに堕おちたらもうこの学園にはまともな人間がいなくなってしまう。変態ワルそうなやつは大体友だち。こまった。




　とまあ、それは置いておいて。いろいろと真相が明らかになった神か奈な川がわ編・下巻でございます。

　はい、言いたいことはわかります。

　まあとりあえずあれですよね。表紙にいるおまえ誰だれだ！　って話ですよね。口絵にもいるよだから誰だよ!?　ってことですよね。

　はい、実はそういうあれなんです。橘公司、デビュー作以来またやってしまいました。──そう。女主人公です。基本的に売れづらくなるため担当編集からよほどの理由がない限り書いちゃ駄だ目めと言われている封ふう印いん指定主人公です。まあ今回は最初男装で出てきたので少々事情は異なりますが、女の子には違ちがいありません。久々だったので楽しく書けました。

　しかしそうなると、この話の主要キャラ女の子ばっかりですね。首席に四天王に敵、全員女の子です。きっと日常的に「ごきげんよう」とか言ってるに違いありません。優ゆう雅がです。タイが曲がっていてよ。ええ、いつもより左に〇・二ミリほど。それに少し目の下に隈くまができていてよ。寝ね不ぶ足そくなのではなくて？　友だちとのメールが楽しいのはわかるけれど、自重しないと身体からだに毒よ。え？　なんでそんなことを知っているのかって？　当然よ。いつもあなたのことを見ているのだもの。おはようからおやすみまで。いえ、正確にはおやすみのあとも。

　まずい。やはりこの学園にまともな人間は残っていなかった。




　１巻のあとがきでも書きましたが、『いつか世界を救うために　‐クオリディア・コード‐』は上下巻構成のため、ひとまずこの２巻で一段落となります。

　ですが、ヒメとほたるのお話はまだ終わりではありません。いえ、むしろここからが彼女らの物語の始まりと言ってもいいでしょう。




　そう。ここを読んでいる方はもうご存じのことと思いますが、本作『クオリディア・コード』、なんとアニメ化！　します！　ぱちぱち！




　もっと詳くわしく説明いたしますと、この『クオリディア・コード』というお話は、


　・神奈川編（橘公司著。ファンタジア文庫から刊行中。このシリーズ）。

　・東とう京きよう編（さがら総そう著。ＭＦ文庫Ｊから刊行中）。

　・千ち葉ば編（渡わたり航わたる著。ガガガ文庫から刊行予定）。



　の三つの都市のお話が存在し、それぞれの都市でそれぞれのキャラクターたちが活かつ躍やくしています。

　これらのお話は同じ世界の中で起こっているものですが、全すべて独立したストーリーであるため、どれか一つだけを読んでいただいてもまったく問題ありません。

　そして、アニメ版『クオリディア・コード』は、その神奈川・東京・千葉、全てのキャラクターが一堂に会したあとの、新たな物語となります。




　制作スタジオはA-1 Pictures！　監かん督とくは『そにアニ』監督、『BLACK LAGOON』助じよ監かん督とくなどを務められたかわむらけんいちさんです！

　そして脚きやく本ほんは、僕ら三人が分担して書いております。たぶん面おも白しろいと思いますので是非ご期待ください！

　また、ヒメとほたるの声優さんも決定いたしました。ヒメは悠ゆう木き碧あおいさん、ほたるは福ふく原はら綾あや香かさんです！　東京勢、千葉勢の声優さんも追って発表されると思いますので、続報をお待ちくださいませ！




　さらに、それに合わせましてアニメ『クオリディア・コード』のコミカライズも決定しております。連れん載さい雑誌はなんとジャンプSQ.です！　こちらも併あわせてお楽しみに！




　さて、怒ど濤とうの告知が終わったところで。

　今回も、様々な方のご尽じん力りよくによって本を出すことができました。

　イラストレーターのはいむらさん。今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　二人が闘たたかうピンナップのラフを見たとき格好良すぎて鼻血出そうになりました。あともうとにかく一枚目の口絵がたまりません。シノの艶なまめかしさもさることながら、ヒメが可愛かわいすぎて仕方ありませんでした。

　今回もとてもお世話になりました担当氏。途と中ちゆうで章タイトル変へん更こうしてしまってすみません！

　編集部の皆みなさん、出版、流通に携たずさわる方々、そして、この本を手にとってくださっているあなた。本当に、ありがとうございます。

　そしてさがらさんと渡わたりさん。アニメも頑がん張ばりましょう！　東京編の２巻と千葉編も楽しみにしています！

　また、お二人はダッシュエックス文庫より、『クオリディア・コード』シリーズの前日譚たんとなる『クズと金きん貨かのクオリディア』を刊行しています。ご興味ありましたら、こちらも併せてチェックしてみてください！




　では次は、『デート・ア・ライブ』の新刊でお会いできれば幸いです。





二〇一五年一二月　橘　公司　
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